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柏木　漫画タッチでのアプローチは予想していなかったの
で、正直驚きました。

木村　『VIEW21』は、これまでずっと先生と生徒の集合写
真が表紙を飾ってきたので、そうした光景を写実的なタッ

チで描いてはどうかと先生からはアドバイスをいただいた

のですが、せっかくなら、自分の得意なタッチで描き、し

かもこれまでにはない作風にしたいと考えたんです。

柏木　前例にとらわれないで、自分の個性を生かすチャレ
ンジをしたんですね。すごいことだと思いますし、実際、

見る人をひきつける絵になっていますよね。化学の実験風

景ですが、モデルになった先生はいるんですか。

木村　楽しい実験をしてくれる理科の先生がいて、その先
生のことを考えた時に、この絵のアイデアが浮かびました。

ただ、その先生とこの絵の先生は、見た目が全然違いま

す（笑）。僕にとって実験は、先生と生徒がコミュニケーショ

ンを取りながら学んでいく時間なので、生き生きとした様

子が描けそうだと思ったんです。

柏木　木村さんが描いたような、コミュニケーションを取
りながら学ぶ時間は、コロナ禍によって残念ながら減って

いますよね。

木村　先生や友人たちとにぎやかに語り合いながら学ぶこ
とが難しくなったことで、それまであまり意識していな

かった学校の価値を再確認できたような気がします。そし

て、学校だけでなく、そもそも人生は、他者がいてこそ楽

しいものなんだと改めて認識したんです。世界がもしも自

分１人だったら、誰かに向けて表現することも、誰かから

影響を受けることもできません。自室で１人リラックス

する時間もいいけれど、学校で周囲の人たちに気を使い、

ちょっとドキドキしながら過ごす時間も大切なんだなと思

うようになりました。

柏木　他者に気を使いながら過ごす時間も、自分の成長の
ためには必要だと気づいたわけですね。ただ、そうした時

間が「自分はこうありたい！」という思いを抑圧してしま

うようなことはないのでしょうか。

木村　自分のことを好きでいられれば、他者に流されずに
自分の個性を大切にできて、相手のことも大切にできるよ

うな気がします。そして、自分のことを好きになるには、

やっぱり他者の力が必要です。僕ら高校生は、授業や部活

動などでお互いを認め合えれば、自分のことを好きになれ

ると思うんです。

柏木　前例にとらわれず自分の個性を発揮できる木村さん
だからこそ、ほかの人の個性を尊重することの大切さに気

づくことができたのでしょうね。みんながお互いに認め合

えるような社会を、一緒につくっていきましょう！

学校でお互いを認め合うことで
生徒は自分を好きになれる！富山県・

私立片山学園中学校・高校
1 年生

木村洸
ひ ろ

斗
と

さん

VIEW21 編集部
統括責任者

柏木 崇

表 紙制作者

聞き手

漫画好きの父親の影響で、幼い頃か
ら漫画をたくさん読み、自分でも作
品を制作するようになった木村さん。

「完成した絵を父に見せたら、『発想
がいいね』と褒めてくれました」

（木村さん）。

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

1998 年 4 月号から生徒と教師の写真で飾られてきた本誌
表紙。2020 年 6 月号からは、臨時休業という想定外の状
況下で、学校での学びの価値を捉え直した生徒のアート作
品の力を借りて、引き続き、生徒と教師の関係を描きます。

木村さんが通う富山県・私立片山学園中学校・高校は、
今号の「改良！ 指導ツール　ビフォーアフター」（P.50 ～
53）の改良会議実施校です。

から16年前に赴任した前任校は、生徒の希

望進路が多様で、教師には幅広い視野での生

徒支援が求められていました。赴任2年目、進路課

に配属され、国公立大学進学を希望する２年生の理

系クラスの担任となった私が、生徒の進路実現の可

能性を高める上で重視したのは、ＡＯ・推薦入試で

した。ただ当時は、全国的にもＡＯ入試の出願指導

のノウハウがまだ十分蓄積されておらず、生徒の志

望を深めるためには出願までにどのような指導を行

えばよいのか、明確な方針はありませんでした。

　生徒の進路観を育み、大学での学びへとつなげる

契機として私が提案したのは、地元企業への訪問で

した。学校が所在する地域は製造業が盛んで、独自

の技術を持つ企業も多く存在していました。そこで、

そうした企業に生徒を訪問させ、大学での研究の目

的を明確にさせたいと考えました。さらに、中学生

を高校に招いて行う数学や理科のコンテストの企画・

運営を生徒に任せるなど、多様な経験を積むことで

志望理由をより強固なものにしてもらおうとしまし

た。ただ、どれも初めての挑戦で、どの程度の成果

がもたらされるのかは分からず、手探りの状態でし

た。そんな私の提案に対しての当時の校長の返事が

「思うようにやりなさい。生徒のためを思う
なら、やって無駄なことはない」だったのです。

　新しい取り組みを前に二の足を踏むのではなく、

失敗を恐れずに思いついたことはどんどんやりなさ

いと応援していただいたことに、私は心から感謝し

ました。管理職が明確な言葉で後押ししてくれたこ

とで、前向きな気持ちが学年団全体に広まっていく

のを感じたことを覚えています。

　３年生に進級しても引き続き私が担任を務めたそ

のクラスからは、ＡＯ入試での難関国立大学医学部

医学科を含む36人の国公立大学合格者が出ました。

そして、その時の大学合格者の約７割が、ＡＯ・推

薦入試での合格者でした。１・２年次から進学意識

を高めたことで、第１志望大学の合格がかなわなかっ

た生徒も「やれることはやったので納得しています」

という晴れ晴れとした表情を見せてくれました。

来、この言葉は様々な場面で私を支えてくれ

ています。新型コロナウイルスの感染拡大を

受けた臨時休業中、本校が愛媛県で唯一、オンライ

ン授業を全クラス全科目で実施することができたの

も、「失敗を恐れずにやってみよう」という私の呼び

かけに、若い先生たちが応えてくれたからだと思い

ます。生徒からは、「先生方が不慣れでも一生懸命授

業をしてくださっている様子を見て、自分ももっと

頑張らないといけないと思いました」といった声を

聞いています。やはり、「生徒のためを思うなら、やっ

て無駄なことはない」のです。

　今後、少子化によって生徒募集に苦しむ学校が増

えていきます。これまでは進路課長として「出口」

のお世話をしてきましたが、今度は教務課長として

生徒募集の「入口」のお世話をすることになりました。

進路実績という「通知表」を、地元の中学生と保護

者がどのように評価するのか、自分の目で確認する

ことになり、進路指導の重責を再認識しています。

No. 022
愛媛県立丹

た ん

原
ば ら

高校

五味　稔 先生
ごみ・みのる
◎教職歴 28 年。同校に赴任して９年目。教務
課長・教務主任。担当教科は数学。同校での
進路課長在任時、進路が決まった生徒にペー
パーフラワーを作らせ、自分の進路先の名称
を掲示する時に、それを飾らせるようにした。新
入生には「あなたも先輩みたいに花を作れるよ
うに、一緒に頑張ろう」と声をかけるという。

愛媛県立丹原高校　全日制／普通科・園芸科学科／共学／１学年約110人／2020 年度進路実績（現役のみ）国公立大は、信州大、
香川大、愛媛大などに17人が合格。私立大は、京都産業大、松山大などに延べ 54人が合格。短大、専門学校進学 30人。就職 26人。
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　平素は、弊社ならびに弊社の学校事業活動にご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この度、学校教育のシンクタンク組織として、ベネッセ文教総研を設立いたしましたので、その旨、
ご挨拶申し上げます。

　ベネッセコーポレーションの前身である福武書店の創業者、福武哲彦は、かつて小学校の教師で
した。その経験から、創業者は常に、「学校は２つの役割を担っている。１つは、今の生徒を育む役
割。もう１つは、将来を見通しながら教育のあり方、形を考え、実践する役割だ。だからこそ、『半
歩現実・半歩未来』が、学校支援を行う我々の基本スタンスなのだ」と申しておりました。

　学校が今、対応すべき課題は、「大学入学共通テスト」実施初年度入試を始めとして、withコロ
ナにおける学校運営やクラス経営、教科指導、特別活動、さらには新たな教育手法・指導モデルへ
のチャレンジと、枚挙に暇がありません。と同時に、新学習指導要領に基づく教育課程の編成の準
備と実施、その先の大学入試への対応といった未来課題についても考える必要があると拝察してお
ります。

　そうした課題感から、地域に成り立つ学校として、将来を生きる生徒のために、どのような役割
を果たすべきか、学校経営・運営のあり方を校内でどのように整理していけばよいのか、学校が抱
える、今と未来の課題への取り組みに微力ながらも貢献すべく、ベネッセ文教総研を設立いたしま
した。その活動の柱は、学校経営・運営や先生方の指導力の向上に特化した研究と、その成果をエ
ビデンスとした情報発信になります。具体的な活動計画は、今後、本誌『VIEW21』などを通じて
お伝えしてまいります。

　ベネッセ文教総研からの提言・提案も含めた発信、学校現場の実践をお伝えする『VIEW21』や
先生方の活動をご支援するベネッセハイスクールオンライン、そして全国の支社からの訪問活動と、
トータルに学校をご支援してまいりたいと考えております。これからも、先生方からのご意見を踏
まえながら、「半歩現実・半歩未来」のスタンスで活動してまいります。引き続き、ご指導、ご鞭撻
のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

ベネッセコーポレーション
学校カンパニー長

山河健二

ベネッセ文教総研 設立のご挨拶

今号では、連載コーナー「－疑問や課題を解決！ 実践につながる！－新課程レポート」（P.67 ～ 71）におきまして、
ベネッセ文教総研が作成した、「高校現場における新学習指導要領に基づく教育課程（以下、新教育課程）の検討の
流れ」と「新教育課程編成における検討ポイント」を掲載しておりますので、新教育課程編成のご検討の際にお役
立ていただけますと幸いです。
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「主体的・対話的で
深い学び」の核心へ

◎８月号の特集を受けて、今号よ
り、「教育の『これから』を考える」
と題したシリーズ特集をスタート
します。１回目のテーマは、「主
体的・対話的で深い学び」です。
その学びの視点は、「アクティブ・
ラーニング」という言葉で登場し、
新学習指導要領の告示を経て、学
校現場に広く浸透しました。その
実践に手応えを感じている教師が
いる一方で、実践の質の差を懸念
する声も聞かれます。その差は、

「主体的・対話的で深い学び」の
理解の質の違いによって生じてい
るのではないか―現場の先生方
が異口同音に指摘したその点に着
目し、今号の特集を企画しました。
先生方の授業の「これから」を考
えるヒントになれば幸いです。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今号の刊行にあたって

─疑問や課題を解決！実践につながる！─　新課程レポート67

SDGsの視点で見る大学の学び
 58 解説　目標 4・6　	
 60 大学の学び　目標 4　質の高い教育をみんなに
	 	 東京大学大学院　教育学研究科　学校教育高度化
	 	 専攻　教育内容開発コース　北村友

ゆ う

人
と

研究室		
	 	 教育現場を理解する研究者を育成し、	日本や世界の教育改善に貢献する
 62 大学の学び　目標 6　安全な水とトイレを世界中に
	 	 金沢工業大学　バイオ・化学部　応用化学科　土佐研究室	
	 	 水処理などを効率化する新技術を開発し、衛生的で安心な水環境を実現する

58

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

「思うようにやりなさい。生徒のためを思うなら、
やって無駄なことはない」
愛媛県立丹
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味　稔
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巻末

80

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」34
  宮崎県立高鍋農業高校
	 	 学校生活の場面ごとに行動目標を設け、その達成状況をデータで
	 	 示すことで、自己肯定感を高め、前向きな行動を促す

工夫が求められる今こそ、非認知能力を育成する特別活動を生徒主体の活動に

シリーズ	教育の「これから」を考える❶
「主体的・対話的で深い学び」を問う

	 若手教師・教育創造M
ミーティング

TG64
第３回オンラインミーティング＆有志メンバーによる授業研究・リポート
日々の授業実践や思いを語り合い、
若手としての共通の課題を追究する

テーマ　新教育課程の編成方針と校内での推進方法
実践事例　青森県立青森高校
資質・能力、指導・評価を踏まえた新教育課程編成へ

NEXTリーダーがオンライン＆
　　 オフラインで集まり、語り合う

これからの進路指導のための　世の中トレンド解説
スペシャルニーズ
解説者	 内閣府認定特区高等学校　
	 	 明

めいほうかん

蓬館高校　校長・理事長　日野公
こうぞう

三

54

 8 ５人の教師が考える「主体的・対話的で深い学び」実践事例　
	 	 生徒に身につけさせたい資質・能力を起点とした「これから」の授業の実現を目指して
  主体的・対話的で深い学び　

  9  国語　宮崎県立高鍋高校　三浦章
あき
子
こ
	

	 	 	 「当事者意識」を高める協働学習で抽象と具体を行き来し、深い学びに迫る
	 	 12 	 地理歴史・公民（世界史）　静岡県立御

ご
殿
てん
場
ば
高校　美

み
那
な
川
がわ
雄一	

	 	 	 生徒が自分の言葉で歴史を語り合い、世界史の本質に触れることで、想像力や広い視野を育む
  15  数学　大阪府・私立近畿大学附属高校・中学校　芝

しばいけ
池宗

むねかつ
克

	 	 	 教師の役割を生徒に委譲しながら、社会で求められる数学的な力を養う	
  18  理科（生物）　熊本県立熊本北高校	　溝

みぞかみ
上広樹

	 	 	 生徒が疑問や質問を出し合う対話を軸にした学びで、自律的学習者を育てる
  21  英語　大阪府立今宮高校　森　一

かず
真
ま
	

	 	 	 「知りたい」「伝えたい」思いを、題材、人間関係、授業の仕組みで刺激する
 24 解説「主体的・対話的で深い学び」　５人の教師の実践を交えて　
	 	 「深い学び」の構造を理解して、知識を「駆動」させる学びを実現
	 	 國學院大學　人間開発学部　初等教育学科　教授　田村　学
 28 VIEW21 PRESENTSオンライン・ワークショップ　
	 	 第１回リポート　自校の教師同士の対話を通じて、	教育の「これから」を考える
 31 〈イベントのご案内〉第２回オンライン・ワークショップ
 32 生徒の・教師の・自校の・社会のNEXTを語り合うワークシート

 VIEW’S REPORT72
「生徒国際イノベーションフォーラム2020＠オンライン」開催
世界中の生徒や教師たちが、「学校のWell-being」を語り合う
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実践事例３

実践事例４

実践事例５

生徒とともに！
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─
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
て
、
学
校
行
事
に
お
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

常つ
ね
ま
つ松

　
本
校
で
中
止
と
し
た
学
校
行
事

は
、１
学
期
で
は
芸
術
鑑
賞
会
と
球
技
大

会
で
す
。教
師
間
で
は
学
校
行
事
の
実
施

に
つ
い
て
賛
否
両
論
あ
り
ま
し
た
が
、島

根
県
は
臨
時
休
業
期
間
が
１
か
月
半
足
ら

ず
と
比
較
的
短
か
っ
た
た
め
、授
業
の
遅

れ
も
学
校
再
開
後
の
工
夫
で
十
分
補
え
る

と
判
断
し
、学
校
行
事
の
時
間
を
比
較
的

削
り
ま
せ
ん
で
し
た
。い
わ
ゆ
る「
３
密
」を

避
け
る
よ
う
最
大
限
に
配
慮
し
、例
え
ば
、

毎
年
９
月
上
旬
に
行
っ
て
い
る
学
園
祭

は
、
規
模
を
縮
小
し
つ
つ
、
例
年
通
り
３

日
間
開
催
し
ま
し
た
。生
徒
が
提
案
し
て

く
れ
た
様
々
な
感
染
予
防
策
の
１
つ
と
し

て
、
体
育
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
観
客
数

を
制
限
し
た
上
で
演
目
ご
と
に
座
席
を
指

定
し
、「
３
密
」を
防
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

藤
野
　
都
立
高
校
で
は
、
東
京
都
教
育
委

員
会
の
判
断
に
よ
り
、
大
半
の
学
校
行
事

を
中
止
ま
た
は
延
期
と
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
私
自
身
、
集
団
で
１
つ
の
物
事
を
成

し
遂
げ
る
特
別
活
動
が
、
生
徒
の
人
間
的

な
成
長
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
や
教
師

に
、「
感
染
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う

こ
と
は
前
提
と
し
て
、
実
施
を
可
能
に
す

る
工
夫
を
考
え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、
中

止
し
た
文
化
祭
と
体
育
祭
の
代
替
と
な
る

「
活
動
報
告
会
」
の
実
施
を
提
案
し
ま
し

た
。
生
徒
会
役
員
と
各
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
計
画
を
立
て
、
全
校
生
徒
の
熱
意

と
創
意
工
夫
に
よ
り
、
９
月
中
旬
に
皆
が

充
実
感
を
得
ら
れ
る
行
事
を
実
施
で
き
ま

し
た
。

中
森
　
本
校
で
も
、生
徒
会
執
行
部
の
約

40
人
が
臨
時
休
業
中
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
ツ
ー
ル
で
議
論
し
、感
染
予
防
に
配
慮

し
た
計
画
を
立
て
、学
校
祭
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
生
徒
会
で
は
ほ
か
に
も
、

臨
時
休
業
期
間
中
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に

意
見
箱
を
設
置
し
て
生
徒
か
ら
の
様
々
な

質
問
に
答
え
た
り
、
新
入
生
に
向
け
て
制

服
の
着
こ
な
し
方
を
紹
介
す
る
記
事
を
配

信
し
た
り
と
、
高
校
生
活
を
支
援
す
る
活

動
を
自
主
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

─
学
級
づ
く
り
の
軸
と
な
る
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
活
動
も
十
分
実
施
で
き
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

藤
野
　
臨
時
休
業
中
は
、
生
徒
が
抱
え
て

い
る
不
安
や
負
担
を
教
師
間
で
共
有
・
理

解
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
生
徒
を
支
援

し
て
い
く
か
が
、
大
き
な
課
題
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
全
生
徒
が
１

台
ず
つ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
所
有
し
て
お

り
、
臨
時
休
業
の
開
始
時
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
ツ
ー
ル
で
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
毎
日

実
施
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
１
ク
ラ
ス

約
40
人
全
員
で
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
画
面
越
し
で
は
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
様
子
を
つ
か
む
こ
と
が
難
し

か
っ
た
た
め
、
担
任
・
副
担
任
が
半
分
ず

つ
受
け
持
ち
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
を

島根県立松江北高校 
校長 常

つ ね ま つ

松 徹
福井県立若

わか

狭
さ

高校 
校長 中森一郎

東京都立三
み

鷹
たか

中等教育学校 統括校長 藤野泰
や す ろ う

郎

特別企画

工夫が求められる今こそ、非認知能力を
育成する特別活動を生徒主体の活動に
学校行事や生徒会活動などの特別活動も、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて中止や延期が余儀なくされている。
そうした事態に直面し、改めて、生徒の成長に寄与する特別活動の意義を実感したといった学校現場の声も多い。
そこで、次年度以降の教育活動計画に特別活動をどう位置づけ、実施していけばよいのか、3校の校長が語り合った。

感
染
予
防
の
ア
イ
デ
ア
を

生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
出
し
合
う

特
別
活
動
の
状
況
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生
徒
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
最
も
楽
し

み
な
行
事
の
１
つ
で
す
。職
員
会
議
で
は
、

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
い
う
意
見

も
出
ま
し
た
が
、
教
師
も
生
徒
も
、
学
園

祭
の
意
義
を
十
分
理
解
し
て
い
た
た
め
、

感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
と
し
た
上
で
実

施
す
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

藤
野
　
本
校
で
は
、理
科
で
年
間
50
回
以

上
の
実
験
を
行
う
な
ど
、体
験
学
習
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
学
校
行
事
は
、
体
験
学

習
の
最
た
る
例
で
あ
り
、行
事
当
日
に
加

え
て
、
準
備
や
振
り
返
り
な
ど
、
生
徒
が

主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
で
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
す
。
相
手
の
目
を
見
て
、

言
葉
を
交
わ
す
こ
と
は
、
人
間
だ
か
ら

こ
そ
の
行
動
で
す
。直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、一
体
感
を
持
っ
て
集
団

で
物
事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
、学
校
に

来
て
、
学
校
行
事
や
生
徒
会
活
動
を
し
て

こ
そ
で
き
る
経
験
で
あ
り
、こ
れ
ほ
ど
大

事
な
教
育
活
動
は
な
い
と
、教
師
、
生
徒
、

保
護
者
の
誰
も
が
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

中
森
　
本
校
の
学
校
祭
や
体
育
祭
、合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、ク
ラ
ス
単
位
の
ほ
か

に
、学
年
縦
割
り
チ
ー
ム
で
の
対
抗
戦
も

行
い
ま
す
。異
年
齢
の
集
団
で
の
活
動
と

い
う
点
で
は
同
じ
部
活
動
と
も
ま
た
違
う

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
す
。今
年
度
の
体

育
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、中
止
し
た
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
代
え
て
全
校
生
徒
で
合

唱
を
行
い
ま
し
た
。夕
暮
れ
の
空
に
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
響
き
わ
た
り
、言
葉
で

は
表
現
で
き
な
い
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

─
対
面
で
の
集
団
活
動
が
、
生
徒
の
成

長
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

中
森
　
今
年
度
の
学
校
行
事
は
、感
染
予

防
に
配
慮
し
た
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、そ
れ
は
教
師
に
も
経
験
が
な
い
こ

と
だ
っ
た
た
め
、生
徒
と
同
じ
目
線
で
議

論
し
て
き
ま
し
た
。生
徒
会
執
行
部
を
中

心
に
知
恵
を
出
し
合
い
、協
力
し
合
っ
て
、

一
か
ら
行
事
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。生
徒
会
担
当
の
教
師
は
、「
今
年
度
の

生
徒
会
執
行
部
は
、例
年
以
上
に
主
体
的

に
取
り
組
み
、
責
任
感
も
強
い
」
と
評
価

し
て
い
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、

伝
統
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
学
校
行

事
を
生
徒
主
体
で
創
り
上
げ
る
好
機
だ
と

捉
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

─
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
見
据

え
、
次
年
度
以
降
の
教
育
活
動
計
画
に
特

別
活
動
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
実
施

し
て
い
く
の
が
よ
い
と
お
考
え
で
す
か
。

三
鷹
中
等
教
育
学
校
の
取
り
組
み
を
伺

い
、画
面
越
し
で
も
生
徒
と
教
師
が
対
面

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。教
師
に
よ
る
生

徒
支
援
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
３
校
と
も
、
制
約
が
あ
る
中
で
も
工

夫
し
て
特
別
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
改
め
て
、
特
別
活
動
の
意
義
を
ど
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

常
松
　
例
え
ば
、
学
園
祭
で
は
、
生
徒
が

意
見
を
出
し
合
い
、
様
々
な
調
整
を
し

な
が
ら
準
備
を
進
め
、
問
題
が
起
き
て
も

解
決
策
を
考
え
て
乗
り
切
る
な
ど
、
最
後

ま
で
物
事
を
や
り
抜
く
力
や
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
社

会
で
生
き
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力

で
あ
り
、
学
校
行
事
や
生
徒
会
活
動
、
部

活
動
な
ど
は
、
そ
の
よ
う
な
非
認
知
能
力

の
育
成
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
、
常
々

思
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
学
外
か
ら

大
勢
来
場
す
る
学
園
祭
の
実
施
の
是
非
が

大
き
な
議
論
と
な
り
ま
し
た
。
ど
の
学
校

で
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
学
園
祭
は

使
っ
て
生
徒
と
１
対
１
で
順
番
に
話
す
形

に
し
ま
し
た
。
教
師
が
生
徒
の
声
を
丁
寧

に
聞
く
こ
と
で
、
生
徒
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
６

月
の
学
校
再
開
後
の
ス
ム
ー
ズ
な
ク
ラ
ス

運
営
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

中
森
　
本
校
も
、
４
月
中
旬
か
ら
毎
朝
、

生
徒
各
自
が
体
調
や
前
日
の
学
習
時
間
な

ど
を「Google 

フ
ォ
ー
ム
」（
＊
１
）で
報

告
し
、
担
任
が
そ
れ
を
確
認
し
て
、
気
に

な
る
生
徒
に
電
話
し
て
話
を
聞
く
よ
う
に

し
ま
し
た
。
本
校
で
は
今
年
度
か
ら
、
生

徒
が
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、

そ
れ
に
思
う
存
分
取
り
組
め
る
高
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
教
師
が
支
援
す
る
こ
と

を
目
指
し
、「
指
導
」
か
ら
「
支
援
」
へ

の
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。
各
部
署
主
導

か
ら
、
学
年
会
を
軸
と
し
た
体
制
に
刷
新

し
、
学
年
間
の
連
携
も
密
に
し
て
情
報
共

有
を
図
り
、
学
年
会
に
よ
る
支
援
体
制
を

築
い
て
お
い
た
こ
と
が
、
臨
時
休
業
中
の

生
徒
支
援
に
効
果
を
上
げ
ま
し
た
。

常
松
　
本
校
で
は
臨
時
休
業
中
、週
２
回

程
度
、担
任
と
副
担
任
が
分
担
を
し
て
生

徒
に
電
話
を
か
け
、状
況
把
握
に
努
め
ま

し
た
。毎
日
の
健
康
観
察
を
生
徒
自
身
に

「Classi

」（
＊
２
）
で
報
告
さ
せ
て
、
気
に

な
る
内
容
を
入
力
し
て
い
た
生
徒
に
は
、

担
任
が
連
絡
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

＊１　アンケートを作成し、そのアンケートの集計や分析を行えるオンラインツール。　
＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

集
団
で
物
事
を
成
し
遂
げ
る
経
験
が

非
認
知
能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る

特
別
活
動
の
意
義

特
別
活
動
を
他
の
教
育
活
動
と

有
機
的
に
連
動
さ
せ
る

次
年
度
の
活
動
計
画
立
案
の
ポ
イ
ン
ト
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中
森

　本
校
で
鍵
と
な
る
の
は
、
探
究
学

習
と
特
別
活
動
の
連
動
で
す
。
本
校
の
学

校
祭
で
は
、
社
会
課
題
の
中
か
ら
テ
ー
マ

を
選
ん
で
探
究
し
、
提
案
す
る
、
ク
ラ
ス

単
位
の
企
画
が
あ
り
ま
す
。
海
洋
科
学
科

の
ク
ラ
ス
が
「
海
洋
酸
性
化
の
実
態
」
を

テ
ー
マ
に
す
る
な
ど
、
探
究
学
習
の
研
究

テ
ー
マ
と
関
連
し
た
社
会
課
題
を
テ
ー
マ

に
選
ん
だ
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
。
資
質
・

能
力
の
育
成
に
効
果
的
な
学
び
と
す
る
た

め
に
は
、
授
業
や
特
別
活
動
、
さ
ら
に
は

部
活
動
も
含
め
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
が

有
機
的
に
連
動
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
野
　
中
森
校
長
が
言
わ
れ
た
通
り
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
は

重
要
で
す
。
本
校
で
あ
れ
ば
、
教
育
理
念

の
「
思
い
や
り
・
人
間
愛
を
持
っ
た
社
会

的
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」の
達
成
に
向
け
て
、

教
育
活
動
計
画
に
特
別
活
動
を
ど
う
位
置

づ
け
、
実
施
し
て
い
く
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
新
た
な
生
活
様
式
の
中
で
、
学
校

行
事
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
、
生
徒
会
活

動
な
ど
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
教
師
と
生
徒
が
一
緒
に

考
え
る
べ
き
課
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

常
松
　
様
々
な
活
動
を
生
徒
主
体
で
行
う

こ
と
は
、新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
も
一
層
重
要
で
す
。こ
れ

ま
で
は
よ
い
成
果
を
出
そ
う
と
、教
師
が

手
を
か
け
る
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、生
徒
に
多
く
を
任

せ
、失
敗
も
含
め
て
何
事
も
経
験
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。全
校
体
制
で
取
り

組
む
探
究
学
習
に
お
い
て
進
め
て
い
る
地

域
と
の
連
携
を
、特
別
活
動
を
充
実
さ
せ

る
視
点
で
強
化
す
る
こ
と
も
課
題
で
す
。

中
森
　
生
徒
や
学
校
に
と
っ
て
、教
師
で

も
生
徒
で
も
な
い
地
域
や
外
部
の
人
か

ら
、特
別
活
動
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
資

質
・
能
力
が
生
徒
に
育
ま
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
評
価
を
受
け
る
こ
と
は
、
大
き

な
意
味
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
実
は
、
海
外

の
連
携
先
か
ら
、
日
本
の
学
校
は
取
り
組

み
を
外
部
に
積
極
的
に
発
信
す
べ
き
だ

と
、ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
探
究

学
習
に
限
ら
ず
、学
校
祭
や
部
活
動
で
も

成
果
を
外
部
に
発
信
し
、形
成
的
評
価
を

受
け
る
。
そ
れ
が
次
の
活
動
へ
の
原
動
力

に
な
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
し
た
社
会

に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
は
、
学
校
教
育

に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
井
県
立
若
狭
高
校

◎
教
育
目
標
は
、「『
異
質
の
も
の
に
対
す
る
理
解
と

寛
容
の
精
神
』
を
養
い
、
教
養
豊
か
な
社
会
人
の
育

成
を
目
指
す
」。
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
は
現
在
２
期
目
。「
日

本
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
研
究
校
。

◎
設
立

　
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
・
定
時
制
／
全
日
制
は
、普
通
科
・

文
理
探
究
科
（
国
際
探
究
科
、
理
数
探
究
科
）・
海

洋
科
学
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
１
学
年
約
３
０
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北
大
、筑
波
大
、金
沢
大
、

福
井
大
、神
戸
大
な
ど
に
80
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

東
京
理
科
大
、
明
治
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関

西
大
、関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
４
９
人
が
合
格
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.w

akasa-h.ed.jp

東
京
都
立
三
鷹
中
等
教
育
学
校

◎
東
京
都
立
三
鷹
高
校
を
母
体
に
開
校
し
た
中
高

一
貫
教
育
校
。
基
本
理
念
に
「
思
い
や
り
・
人
間

愛
を
持
っ
た
社
会
的
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
掲
げ

る
。
東
京
都
教
育
委
員
会
「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」

「Society5.0

に
向
け
た
学
習
方
法
研
究
校
」
な
ど

の
指
定
校
。

◎
設
立

　
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
１
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
東

京
医
科
歯
科
大
、
一
橋
大
、
京
都
大
、
九
州
大
な
ど

に
42
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上

智
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
６
８
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　h
ttp

://w
w

w
.m

itakach
u

to
-e.m

etro.
tokyo.jp/site/zen/

島
根
県
立
松
江
北
高
校

◎
教
員
伝
習
校
変
則
中
学
科
を
前
身
と
す
る
伝
統

校
。
校
訓
は
「
質
実
剛
健
」。
教
育
目
標
は
、「
高
い

知
性
と
豊
か
な
心
情
、
強
い
意
志
を
培
い
、
心
身
と

も
に
健
康
な
人
格
の
形
成
を
目
指
す
」。
授
業
改
革

と
地
域
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
て
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

◎
設
立

　
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、東
京
大
、一
橋
大
、京
都
大
、大
阪
大
、

神
戸
大
、
鳥
取
大
、
島
根
大
、
広
島
大
、
九
州
大

な
ど
に
１
６
５
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命

館
大
な
ど
に
延
べ
３
９
１
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.m

atsuekita.ed.jp

特別企画
工夫が求められる今こそ、非認知能力を育成する特別活動を生徒主体の活動に

東
京
都
立
三
鷹
中
等
教
育
学
校

　統
括
校
長

藤
野
泰
郎 

ふ
じ
の
・
や
す
ろ
う

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

福
井
県
立
若
狭
高
校

　校
長

中
森
一
郎 
な
か
も
り
・
い
ち
ろ
う

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。

島
根
県
立
松
江
北
高
校

　校
長

常
松
徹 

つ
ね
ま
つ
・
と
お
る

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。
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コロナ禍の中で、
自身の授業のあり方を
見つめ直す教師たち

「主体的・対話的で
深い学び」の
実現に向けた

授業改善の取り組みは
拡大傾向に

教育の「これから」を考える

「主体的・対話　的で深い学び」
を問う前号（８月号）の特集を受けて、教育の

「これから」を考えるシリーズ特集をスタートする。

第１回のテーマは、新学習指導要領において、

資質・能力を育成するための学びとして

求められている「主体的・対話的で深い学び」だ。

「アクティブ・ラーニング」の言葉で注目されて以来、新学習指導要領の実施が近づくに連れて、

その学びの実現に向けた授業改善の取り組みは全国に広がっている。ただ、それは特定の指導方法のことではない

半面、教師間の理解や認識が合わせづらいのも実情のようだ。そして、コロナ禍の中での授業実践を通じて、

自身の授業のあり方を見つめ直している教師も少なくない。「主体的・対話的で深い学び」とは、

どのような学びなのか─今号は、その問いに５人の教師とともに向き合ってみていただきたい。

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2020 年６月、８月にウェブとファクスで実施）。

学びに向かう姿勢を育成すれば、自宅学習になったとしても、生徒は自身で学習内容を考え、有意義に
過ごせたのではないかと考えると、教師の力不足を感じる。学校で作成した動画を活用して積極的に学
ぶ生徒もいて、自分で学習を進められる生徒とそうでない生徒の差が大きく開いてしまった。「主体的な
学び」とは何か、どうしたら生徒が「主体的に学べる」のだろうか。（茨城県）

オンライン教材を作成し、テキストとしっかり向き合えば、対面でなくても生徒が自ら獲得できる力が
あることが分かった。今は、対面でしかできないことは何か、考えている。 （北海道）

「アクティブ・ラーニング」の重要性が広まっていった頃、「指導の特定の型や手法ではなく、考え方で
ある」と繰り返し言われていた。しかし、改善を繰り返し、定着してきた授業形態を、コロナ禍におい
て変えざるを得ないことに対して困惑している自分がいる。「それまでやってきた型や手法」が使えずに
困るというのは、「型や手法」にこだわっていた部分があったからだろう。「主体的・対話的で深い学び」
の原点に立ち返り、授業のあり方を再考している。 （山形県）

＊ベネッセコーポレーション教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」（2020 年９月）を基に編集部で作成。

◎「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の状況

7472719

5393024

4373324

組織的な取り組み
多くの先生の
取り組み

ごく一部の先生の
取り組み 未着手

不明

2018年度

2019年度

2020年度

（％）

0

2

2
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「主体的・対話的で深い学び」
５人の教師の実践を交えて
國學院大學　人間開発学部　初等教育学科　教授　田村 学

▶P. 24─27

オンライン・ワークショップ　
第１回リポート
自校の教師同士の対話を通じて、 
教育の「これから」を考える

▶P. 28─30

５人の教師が考える
「主体的・対話的で深い学び」

教育の「これから」を考える

「主体的・対話　的で深い学び」
を問う

シ リ ー ズ 1

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。
「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

特集

生徒の・教師の・自校の・社会の
NEXTを語り合うワークシート
今号の特集のテーマを
自校の教師同士で深める
ツールとして、ご活用ください
▶P. 32─33

国語
宮崎県立高鍋高校

三浦章
あ き

子
こ

P. 9─11

地理歴史・公民
（世界史）
静岡県立御

ご

殿
てん

場
ば
高校

美
み な

那川
が わ

雄一
P. 12─14

数学
大阪府・私立近畿大学
附属高校・中学校

芝
し ば い け む ね か つ

池宗克
P. 15─17

理科（生物）
熊本県立熊本北高校

溝
み ぞ か み

上広樹

P. 18─20

英語
大阪府立今宮高校

森 一
か ず

真
ま

P. 21─23

解 説

実 践 事 例

 Oc tober  20207

0-01-J-22043-000 2020 年度VIEW21高校版 10月号 6頁 ＣＭ
ＹＫ

再
2
念
校

10/09
中田 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-22043-000 2020 年度VIEW21高校版 10月号 7頁 ＣＭ

ＹＫ
再
2
念
校

10/09
中田 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P06-07_view21koukou-10g.indd   7 2020/10/09   14:23



　「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
は
、

新
学
習
指
導
要
領
で
は
下
記
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
が
、自
身
の
授
業
を
振
り

返
っ
た
時
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
に
対
応
す

る
活
動
と
し
て
、ど
の
よ
う
な
実
践
を
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
。中
央
教
育
審
議
会
の

答
申（
＊
）で
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」の
実
現
は
、「
形
式
的
に
対
話

型
を
取
り
入
れ
た
授
業
や
特
定
の
指
導
の

型
を
目
指
し
た
技
術
の
改
善
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
く
」、「
特
定
の
指
導
方
法
の

こ
と
で
も
、学
校
教
育
に
お
け
る
教
員
の

意
図
性
を
否
定
す
る
こ
と
で
も
な
い
」
と

示
さ
れ
て
お
り
、教
師
に
よ
っ
て
方
法
も

内
容
も
様
々
だ
。
そ
こ
で
、５
人
の
教
師

の
実
践
か
ら
、そ
の
多
様
性
を
感
じ
つ
つ
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
本
質

に
つ
い
て
一
考
し
て
い
た
だ
き
た
い（
図
）。

「理想の授業」を目指すアプローチに対応する、５人の教師が示す実践の視点図

資質・能力を育成するために
目指す「理想の授業」を描く

理想と現状のギャップ
（解決すべき問題）を捉える

現在の自分の授業を振り返る

「理想の授業」を目指すアプローチ ５人の教師が示す実践の視点

５
人
の
教
師
が
考
え
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
　

生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
を
起
点
と
し
た

「
こ
れ
か
ら
」の
授
業
の
実
現
を
目
指
し
て

本
誌
の
連
載
「
実
践

　ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
登
場
し
た
５
人
の
教
師
を
再
び
取
材
。

彼
ら
が
考
え
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
実
践
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
気
づ
き
を
踏
ま
え
た
自
身
の
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
。

＊　中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の 学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（2016 年12月）。

新学習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」の説明

資質・能力を育む主体的な学び
学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連づけ
ながら、見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って
次につなげる「主体的な学び」が実現できているかという視点。

資質・能力を育む対話的な学び
子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手がか
りに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が
実現できているかという視点。

資質・能力を育む深い学び
習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見
方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連づけてより深く理解し
たり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考え
たり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現
できているかという視点。

「深い学び」に関する補足　「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指して授業改善を進めるに
あたり、特に「深い学び」の視点に関して、各教科等の学びの深まりの鍵となるのが「見方・考え方」
である。各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方である「見方・考え方」は、新しい
知識及び技能を既に持っている知識及び技能と結びつけながら社会の中で生きて働くものとして
習得したり、思考力、判断力、表現力等を豊かなものとしたり、社会や世界にどのようにかかわ
るかの視座を形成したりするために重要なものであり、習得・活用・探究という学びの過程の中
で働かせることを通じて、より質の高い深い学びにつなげることが重要である。

＊文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　総則編」（2018 年 7 月）を基に
編集部で作成。

例
事
践
実

「主体的・対話的で深い学び」
私 が 考 え る

私の「これから」の授業、越えるべき壁

コロナ禍における気づき

私が実践してきた「これまで」の授業
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資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
私

は
「
１
人
で
で
き
る
学
び
」
と
「
皆
が
い

る
か
ら
で
き
る
学
び
」
を
生
徒
に
意
識
さ

せ
る
指
導
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
漢
字
や
語
句
の
学
習
は
１
人
で
進
め

ら
れ
ま
す
が
、
題
材
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
合
っ
た
り
、
伝
え
方
を
工
夫
し
て
表

現
力
を
高
め
た
り
す
る
国
語
の
本
質
に
か

か
わ
る
学
習
は
、
他
者
の
存
在
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　
授
業
で
は
、
１
人
で
考
え
る
よ
り
も
思

考
が
深
ま
っ
た
り
、
新
た
な
視
点
を
獲

得
し
た
り
し
や
す
い
な
ど
、「
皆
が
い
る
」

意
義
を
繰
り
返
し
伝
え
、
そ
う
い
っ
た
体

験
が
で
き
る
よ
う
に
、
単
元
や
題
材
の
特

性
に
合
わ
せ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
群

読
、
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法（
P.
10
＊
）

な
ど
、「
皆
が
い
る
か
ら
で
き
る
学
び
」

を
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

学
び
に
取
り
組
む
中
で
、
資
質
・
能
力
が

育
ま
れ
る
実
感
を
得
る
と
、
生
徒
は
「
こ

の
学
び
を
通
し
て
、
こ
ん
な
ス
キ
ル
を
獲

得
し
た
い
」
と
い
っ
た
目
的
意
識
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う

三浦先生の実践を
Playback

三浦先生の実践は、本誌 2017年10月号 P.26-29「主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング」にも掲載しています。
ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）の「HOME→教育情報→高校向け→バックナンバー」でご覧ください。

宮崎県立高鍋高校　秋月藩校「明倫堂」の精神を引き継いで開校。「身心學道」「師弟同行」「文武
両道」「真善美」などを教育理念に掲げる。2019 年度、課題研究を通して学力向上を目指す探究
科学科を設置。同年度から、文部科学省「学校 ICT 環境整備促進実証研究事業」の指定校。
設立　1923（大正12）年　形態　全日制／普通科・探究科学科・生活文化科／共学　生徒数　１学年
約 260人　2020 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、筑波大、横浜国立大、九州大、熊本大、
宮崎大、鹿児島大などに 47 人が合格。私立大は、法政大、立教大、関西大などに延べ 78 人が合格。
URL　http://takanabe-hs.ed.jp/

みうら・あきこ
教職歴 26 年。同校に赴任して10 年目。指導教諭。探究科学
科主任。国語科担当。アクティブ・ラーニングの実践は７年目。
本誌 2017年 10月号「実践　アクティブ・ラーニング」に登場。

特集 「主体的・対話的で深い学び」を問う
教育の「これから」を考えるシ リ ー ズ 1

相手の立場や思いを想像し、自分の考え
や気持ちを相手に的確に伝えられる思考力

や表現力、対話力。それらを発揮しながら、多様な価値観を持つ他者と対話・
協働することで、問題を解決したり、何かをつくり上げたりする力。

「
当
事
者
意
識
」を
高
め
る
協
働
学
習
で

抽
象
と
具
体
を
行
き
来
し
、
深
い
学
び
に
迫
る

宮
崎
県
立
高
鍋
高
校 
三
浦
章あ

き

子こ

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

1
例
事
践
実

題
材
を
自
分
に
結
び
つ
け
て
、

そ
の
本
質
を
理
解
す
る

私
が
実
践
し
て
き
た「
こ
れ
ま
で
」の
授
業

私が育成を目指す資質・能力

資質・能力を育む主体的な学び
生徒が学習の内容や目的を理解し、「今、あるいは今後の自分に必要な事柄だ」
といった強い思いを持って実践する学び。主体的な学びは、対話的な学び、深
い学びを行うための動機となると考える。

資質・能力を育む対話的な学び
学習のテーマに対して、どの生徒も高い関心を持ち、楽しさを感じ、話が尽きな
い状態で意見を述べ合うことで、考えを広げたり、深めたりする学び。状況に合
わせて表現方法を工夫し合うことで、対話が円滑に
行われ、話が尽きず、考えが広がる状態をつくる。

資質・能力を育む深い学び
抽象と具体を往還する過程で題材の本質を深く理
解し、思考を深め、表現を磨いていく学び。生徒が
自分の持つ情報や経験と題材とを結びつけ、自分
事として捉え直すことで理解を深め、自分の言葉で
説明できるようになる。

「主体的・対話的で深い学び」私 が 考 え る

国語

 Oc tober  20209

0-01-J-22043-000 2020 年度VIEW21高校版 10月号 9頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
09/28
羽崎

再
念
校
10/07
松下

再
2
念
校

10/09
八木 − −/−

− − −/−
−

P09-11_view21koukou-10g.indd   9 2020/10/09   10:49



に
も
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
生
徒
が
協
働
的
な
学
び
に
主

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
深
い
学
び
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
国
語
に
お
け
る
深
い
学
び
と
は
、
抽
象

と
具
体
の
往
還
を
通
し
て
題
材
の
本
質
を

理
解
し
、
思
考
を
深
め
、
表
現
を
磨
く
こ

と
だ
と
、私
は
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、１
年

次
の
現
代
文
の
授
業
で
は
、評
論「
ま
ち
の

豊
か
さ
と
は
何
か
」
を
精
読
し
た
後
、
筆

者
の
考
え
る「
豊
か
さ
」に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
っ
て
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
探
究
学
習
で
行
っ
た
地
域
で
の
活
動

を
振
り
返
り
、
そ
こ
で
自
分
た
ち
が
感
じ

た「
豊
か
さ
」と
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
評

論
の
テ
ー
マ
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
直
さ

せ
る
こ
と
を
意
図
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　
あ
る
生
徒
は
、「
私
は
、
探
究
学
習
を

通
じ
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
こ
そ
が
、
筆
者
の
述
べ
る

豊
か
さ
だ
と
感
じ
た
」と
発
表
し
ま
し
た
。

ほ
か
の
発
表
者
も
、
筆
者
の
主
張
を
き
ち

ん
と
捉
え
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る

「
豊
か
さ
」
を
自
分
な
り
の
言
葉
で
具
体

的
に
説
明
で
き
て
お
り
、
深
い
学
び
を
実

現
で
き
た
手
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
抽
象
と
具
体
の
往
還
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、
シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
で
す
。
３
年
間

の
指
導
を
通
し
て
、「
比
較
す
る
」「
分
類

す
る
」「
関
係
づ
け
る
」「
整
理
す
る
」
な

ど
、
様
々
な
思
考
過
程
を
具
体
化
す
る
多

様
な
シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
提
示
し
、
生

徒
自
身
が
場
面
に
合
わ
せ
て
適
切
な
ツ
ー

ル
を
選
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
例
示
し
た
評
論
の
授
業
で
は
、
筆
者

の
主
張
を
「
ス
テ
ッ
プ
・
チ
ャ
ー
ト
」
な

ど
で
ま
と
め
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た

（
写
真
２
）。
シ
ン
キ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
使
う

と
、
問
い
を
自
分
の
体
験
な
ど
に
結
び
つ

け
て
考
え
た
り
、
複
数
の
情
報
を
自
分
の

言
葉
で
再
構
成
し
て
相
手
に
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
複
雑
な
情
報
を
シ
ン
キ

ン
グ
ツ
ー
ル
で
図
式
化
し
て
要
点
を
捉
え

る
練
習
は
、
生
徒
が
今
後
の
生
活
や
仕
事

な
ど
の
場
面
に
お
い
て
、
他
者
に
説
明
す

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
思
考
力
の
育
成
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
る
臨
時
休
業
中
は
、プ
リ
ン
ト
学
習
が

中
心
と
な
り
、「
皆
が
い
る
か
ら
で
き
る
学

び
」が
中
断
さ
れ
ま
し
た
。私
自
身
、オ
ン

ラ
イ
ン
で
人
と
話
す
機
会
が
増
え
た
こ
と

か
ら
、そ
の
学
び
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛

感
し
、対
話
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
顔
を
合
わ
せ
る
対
話
以

外
に
も
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
が
あ
る
こ
と
を
、生
徒
に
理
解
し
て

＊　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこ
で得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

写真１　１年次の現代文の授業では、「まちの豊かさ」をテーマにした評論を読んだ後、探究学習を行っ
ている時のグループに分かれて、それぞれが考える「豊かさ」について話し合った。普段から協働学
習を多く取り入れているため、積極的に意見を述べ合う姿が見られた。三浦先生は各グループを回り、
興味深い視点を認めるなどして、話し合いが活性化するようにしていた。

写真２　どのグループも、筆者の主張を考える上で適切だ
と思うシンキングツールを自分たちで判断して選び、多様
な意見を図式化することによって収束させていった。

特集 「主体的・対話的で深い学び」を問う
教育の「これから」を考えるシ リ ー ズ 1

対
話
の
あ
り
方
に
変
化
を
感
じ
、

状
況
に
応
じ
て
表
現
す
る
力
を
育
成

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
気
づ
き
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ほ
し
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
学
校
再
開
後
、
教
室
内
を
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
仕
切
り
、
数
人
の
生
徒

が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
で
考
え
を
伝

え
合
い
、
ほ
か
の
生
徒
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

―
に
映
し
出
さ
れ
た
画
面
を
見
る
と
い
っ

た
形
態
の
発
表
を
授
業
に
取
り
入
れ
ま
し

た
（
写
真
３
・
４
）。
発
表
を
聞
い
た
生

徒
は
、「
資
料
ば
か
り
を
見
ず
に
、
前
を

向
い
て
話
し
た
方
が
よ
い
」「
資
料
の
提

示
方
法
を
工
夫
し
た
方
が
よ
い
」な
ど
と
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
に
よ
る
対
話

は
、「
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
表
現
で
対

話
す
る
力
」
の
育
成
が
ね
ら
い
で
す
。
ほ

か
に
も
地
域
の
人
に
電
話
を
し
た
り
、
壇

上
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、

様
々
な
対
話
の
状
況
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

で
適
切
な
表
現
方
法
は
異
な
り
ま
す
。
授

業
で
は
、普
段
と
異
な
る
対
話
を
体
験
し
、

「
対
面
で
話
す
場
合
と
何
が
違
う
か
」
と

問
い
か
け
た
こ
と
で
、
生
徒
の
考
え
る
対

話
の
あ
り
方
を
揺
さ
ぶ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
実
は
臨
時
休
業
中
、
実
施
ま
で
２
年
を

切
っ
た
新
学
習
指
導
要
領
を
読
み
直
し
、

こ
れ
か
ら
の
国
語
で
は
、「
実
社
会
」「
客

観
的
視
点
」「
情
報
収
集・整
理・分
析
」「
他

者
性
」
と
い
っ
た
観
点
が
ま
す
ま
す
重

視
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
中
で
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱

を
育
成
す
る
指
導
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う

と
、
３
年
間
を
通
し
て
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
を
効
果
的
に
育
む
た
め
に
取
り

上
げ
る
べ
き
題
材
と
そ
の
順
序
な
ど
を
組

み
立
て
、
県
内
の
若
手
の
教
師
た
ち
と
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
用
い
て
議
論
し

ま
し
た
。
そ
う
し
た
対
話
は
、
資
質
・
能

力
を
育
成
す
る
指
導
が
一
層
重
視
さ
れ
る

中
で
不
可
欠
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
今
後

の
指
導
の
方
向
性
で
あ
る
と
改
め
て
認
識

で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、「
皆
が
い
る
か
ら
で
き
る
学

び
」
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
授
業
で
も
、
教
師
が
一
方
的
に

説
明
す
る
時
間
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
、「
１
人

で
で
き
る
学
び
」
を
効
率
的
に
行
え
る
よ

う
、
家
庭
学
習
の
取
り
組
ま
せ
方
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
授
業
で
の
協
働
学
習
の
比

率
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
ほ
か
の
生
徒
と
考
え
を
深
め
て
い
く

活
動
が
授
業
の
中
心
に
な
れ
ば
、
生
徒
は

ま
す
ま
す
意
欲
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
こ
の
題
材
に
つ
い

て
も
っ
と
考
え
た
い
」「
こ
ん
な
学
習
活

動
を
し
て
み
た
い
」
な
ど
と
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
活
動
が
深
ま
っ
て
い
く
と
、
ま

さ
に
「
話
が
尽
き
な
い
」
と
い
っ
た
状
態

に
な
り
、
考
え
が
広
が
る
好
循
環
を
も
た

ら
す
対
話
が
生
み
出
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

　
生
徒
が
そ
う
し
た
創
造
的
な
学
び
手
と

な
っ
た
時
、
新
学
習
指
導
要
領
の
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
説
明
に
あ

る
「
思
い
や
考
え
を
基
に
創
造
し
た
り
す

る
こ
と
に
向
か
う
」
と
い
っ
た
状
態
が
実

現
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
取

り
組
み
の
途
上
で
あ
り
、
よ
り
高
い
次
元

の
深
い
学
び
を
追
究
し
て
い
き
ま
す
。

写真４　発表者の生徒がオンライン会議ツールでグループでまとめた考えを発表する様子を、ほかの
生徒はプロジェクタ―で視聴。三浦先生が「気になったことはありませんか」と投げかけると、多く
の生徒が、オンライン会議ツールでの対話と通常の対話との違いを意識したアドバイスをしていた。

写真３　発表者は、教室の
後方のホワイトボードで仕
切られた場所に入り、オン
ライン会議ツールで考えを
発表した。

特集 「主体的・対話的で深い学び」を問う
教育の「これから」を考えるシ リ ー ズ 1

学
び
合
い
を
主
体
に
し
た
授
業
で

創
造
的
な
学
び
手
を
育
て
た
い

私
の「
こ
れ
か
ら
」の
授
業
、越
え
る
べ
き
壁
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私
は
、「
教
科
の
本
質
を
生
徒
に
委
ね

る
授
業
」
を
目
指
し
て
、
協
働
学
習
を
土

台
と
し
た
論
述
指
導
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
教
師
の
説
明
だ
け
で
も
知
識
は
得
ら

れ
ま
す
が
、
生
徒
が
自
分
の
頭
で
考
え

て
、
表
現
を
工
夫
す
る
学
習
を
重
ね
な
け

れ
ば
、
様
々
な
資
質
・
能
力
の
育
成
に
結

び
つ
か
な
い
か
ら
で
す
。

　
以
前
は
、
授
業
の
中
で
重
要
で
面
白
い

山
場
ほ
ど
、
私
が
没
入
し
て
説
明
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
、
生
徒
に
自
分
の
言
葉

で
歴
史
を
語
ら
せ
て
世
界
史
の
本
質
を
体

験
さ
せ
る
、言
わ
ば
、生
徒
が「
歴
史
す
る
」

授
業
を
試
み
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
１
年

生
の
授
業
で
は
、教
科
書
に
書
か
れ
た「
啓

蒙
思
想
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
影
響
を
与
え

た
」
と
い
う
記
述
を
、
ル
ソ
ー
の
『
社
会

契
約
論
』
と
「
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
」
の

読
み
比
べ
を
通
じ
て
確
認
し
、
そ
の
内
容

を
論
述
す
る
活
動
を
山
場
と
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、「
教
科
書
の
記
述
は
本
当
か
、

自
分
で
確
か
め
て
ほ
し
い
」「
歴
史
の
研

究
者
と
同
じ
作
業
を
体
験
し
て
ほ
し
い
」

と
投
げ
か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
に
批
判
的

美那川先生の実践を
Playback

美那川先生の実践は、本誌 2017年２月号 P.22-25「授業を進化！　思考を深化！　実践　アクティブ・ラーニング」にも掲載しています。
ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）の「HOME→教育情報→高校向け→バックナンバー」でご覧ください。

静岡県立御殿場高校　校訓に「質実剛健にして美しく」を掲げる。工業・商業・家庭の３学科を擁
する専門高校。３年間を通して各教科の授業や特別活動を結びつけ、育成を目指す資質・能力を体
系化した「教科横断ＭＡＰ」の下、「地域の未来を創造する人材」の育成を図る。
設立　1902（明治 35）年　形態　全日制／創造工学科・創造ビジネス科・生活創造デザイン科／共
学　生徒数　１学年約200人　2020年度進路実績（現役のみ）　私立大は、千葉工業大、関東学院大、
常葉大などに延べ12人が合格。短大、専門学校進学50人。就職124人。
URL　http://www.edu.pref.shizuoka.jp/gotemba-h/home.nsf/

みながわ・ゆういち
教職歴 16 年。同校に赴任して４年目。3 学年主任。地理歴
史・公民科（世界史）。アクティブ・ラーニングの実践は12 年目。
本誌 2017年２月号「実践　アクティブ・ラーニング」に登場。

時間軸や空間軸を広く捉えて、各事象の
つながりを理解したり、各事象への思考

を深めたりできる広い視野。自分とは直接的なかかわりがない世界で起きる事
象や異なる価値観を持つ人に対して、想像を巡らせて理解や共感をする力。

生
徒
が
自
分
の
言
葉
で
歴
史
を
語
り
合
い
、世
界
史
の

本
質
に
触
れ
る
こ
と
で
、想
像
力
や
広
い
視
野
を
育
む

静
岡
県
立
御ご

殿て
ん

場ば

高
校 

美み

那な

川が
わ

雄
一 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

2
例
事
践
実

自
分
の
言
葉
で
歴
史
を
語
ら
せ
て

生
徒
が
「
歴
史
す
る
」
授
業

私
が
実
践
し
て
き
た「
こ
れ
ま
で
」の
授
業

私が育成を目指す資質・能力

資質・能力を育む主体的な学び
学びに前向きな気持ちを持つとともに、知識・技能を活用したり、思考力・判断力・
表現力等を発揮したりすることで、新たな疑問や仮説を創出していく学び。常に
自己と対話して、自分の学びの状態を改善しようとする学び。

資質・能力を育む対話的な学び
自他の意見の違いに気づき、新たな視点を得ることで、自己を成長させる学び。
世界史の授業では、歴史学のルールを共有して、根拠に基づいて自分の考えを
語り合うこと。

資質・能力を育む深い学び
「主体的な学び」「対話的な学び」が実現されて、
学習課題や教材、あるいは自分の人生の課題に対
して、より深く向き合い、新たな考えや価値を創造
していく学び。世界史においては、歴史は絶対的真
実ではないことに気づき、他者とのかかわりなどを
通して自分の考えを形づくっていく学び。

「主体的・対話的で深い学び」私 が 考 え る

地理歴史・公民
（世界史）

12 Oc tober  2020
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な
視
点
を
持
た
せ
、
確
か
め
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
喚
起
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
個

人
で
『
社
会
契
約
論
』
と
「
フ
ラ
ン
ス
人

権
宣
言
」
を
読
み
比
べ
、「
啓
蒙
思
想
の

影
響
が
見
ら
れ
る
・
見
ら
れ
な
い
」
の
ど

ち
ら
か
、
自
分
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
共
通
す
る
言
葉
や
内
容
な
ど
を
根

拠
と
し
て
論
述
さ
せ
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　
次
に
、周
り
の
生
徒
と
論
述
を
交
換
し

て
読
み
合
い
、「
こ
の
考
え
方
が
よ
い
」「
こ

こ
が
分
か
り
づ
ら
い
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト

を
書
い
て
戻
し
、指
摘
さ
れ
た
点
や
他
者

の
論
述
を
読
み
気
づ
い
た
点
な
ど
を
参
考

に
自
分
の
論
述
を
加
筆
・
修
正
さ
せ
ま
し

た（
写
真
２
）。そ
こ
で
は
、主
体
的
に
学

ぼ
う
と
す
る
生
徒
ほ
ど
、完
成
度
の
高
い

論
述
に
し
よ
う
と
、新
た
な
視
点
を
加
え

た
り
、表
現
を
直
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
歴
史
学
は
、
研
究
者
が
膨
大
な
資
料
を

照
合
し
て
検
証
を
重
ね
た
結
果
で
あ
り
、

教
科
書
の
一
文
一
文
も
そ
う
し
た
作
業
に

基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
資

料
（『
社
会
契
約
論
』と「
フ
ラ
ン
ス
人
権

宣
言
」
の
一
部
）
は
、
生
徒
が
読
ん
で
内

容
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
私
が
書
き
換
え

た
も
の
で
す
が
、
生
徒
は
、
研
究
者
と
同

様
の
作
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
歴
史

の
本
質
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。そ
う
し
た
学
習
を
繰
り
返
す
中
で
、

「
世
界
史
は
、
年
号
や
事
実
を
覚
え
る
だ

け
で
よ
い
」
と
い
っ
た
思
い
込
み
か
ら
脱

し
、
広
い
時
間
軸
や
空
間
軸
で
事
象
を
捉

え
た
り
、
自
分
と
は
直
接
的
な
関
係
が
な

い
事
象
に
も
想
像
を
巡
ら
せ
た
り
す
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
世
界
史
な
ら
で
は
の
資

質
・
能
力
が
育
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
授
業
の
最
後
に
は
、
前
時
と
本
時
の
ま

と
め
と
し
て
、「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
誰
か
」
と
問
い

か
け
、「
裕
福
な
商
人
」「
貧
乏
な
農
民
」「
貧

乏
な
都
市
民
衆
」「
女
性
」
の
中
か
ら
選

ば
せ
ま
し
た
（
Ｐ
．14
写
真
３
）。
こ
の
問

い
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
理
解
す
る
た
め

に
、
多
く
の
研
究
者
が
取
り
組
ん
で
き
た

興
味
深
い
テ
ー
マ
で
す
。生
徒
の
多
く
は
、

「
貧
乏
な
農
民
」「
貧
乏
な
都
市
民
衆
」
を

選
び
、
私
が
「
裕
福
な
商
人
」
が
正
解
だ

と
伝
え
る
と
、
学
級
全
体
が
ど
よ
め
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
中
で
『
社
会
契

約
論
』
を
購
入
で
き
る
経
済
力
が
あ
り
、

難
し
い
文
章
を
読
め
る
教
育
を
受
け
た
の

は
誰
か
」
と
問
う
と
、「
そ
う
か
！
」
と

い
っ
た
気
づ
き
の
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
上

が
り
ま
し
た
。
次
時
は
、
４
者
の
各
立
場

か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
展
開
を
読
み
解
き

ま
す
。
最
後
の
気
づ
き
が
余
韻
と
し
て
生

徒
の
中
に
残
り
、
主
体
的
に
学
ぶ
姿
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
臨
時
休
業
中
は
、
生
徒
の
よ
い
論
述
を

紹
介
す
る
動
画
の
配
信
な
ど
を
行
い
ま
し

写真 1　論述に取り組む時間は約20分間。この
生徒は、「両方に『自由』という言葉が用いられ
ている」などの根拠を示し、啓蒙思想がフランス
革命に影響を与えたという立場で論述していた。

写真２　書いた論述を複数の生徒で見せ合い、互いによい点や気づいたことを指摘し合った。美那川
先生は、「相手のよいと思った点を積極的に自分に取り入れる姿勢は、就職後、社会に出てからも大
切にしてほしい」と生徒に伝えて、学び合いの活性化を促した。

「
個
」で
課
題
に
向
き
合
う
場
面

で
も
、つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
気
づ
き
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た
。
学
校
再
開
後
に
生
徒
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
動
画
で
勉
強
を
進
め
ら

れ
た
」「
問
題
の
解
き
方
や
答
え
は
、解
答
・

解
説
を
見
れ
ば
分
か
る
」
と
い
っ
た
声
が

あ
る
一
方
で
、「
自
分
だ
け
で
勉
強
す
る

大
変
さ
に
気
づ
い
た
」「
１
人
で
勉
強
す

る
と
不
安
に
な
る
」
な
ど
の
声
も
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
校
に
は
勉
強
が
得
意
で
は
な
い
生
徒

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
生

徒
も
、
学
校
で
学
び
の
場
と
経
験
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
勉
強
に
向
か
え
る

の
だ
と
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
協
働

学
習
に
限
ら
ず
、「
個
」
で
課
題
に
向
き

合
う
場
面
で
も
、
共
通
の
課
題
に
取
り
組

む
と
い
う
生
徒
同
士
の
つ
な
が
り
を
感
じ

さ
せ
る
指
導
は
大
切
で
す
。「
フ
ラ
ン
ス

革
命
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
誰

か
」
と
い
う
問
い
で
も
、
自
分
１
人
で
は

な
く
、
皆
で
間
違
え
た
か
ら
こ
そ
、
気
づ

き
や
理
解
は
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

生
徒
の
姿
か
ら
、
ず
っ
と
心
が
け
て
き
た

「
学
習
集
団
を
育
て
る
」
と
い
う
目
標
を
、

よ
り
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
以
前
は
、授
業
で
で
き
る
だ
け
多
く
話

し
合
い
を
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、最
近
は

密
を
避
け
る
た
め
、
話
し
合
い
は
必
要
な

場
面
に
絞
っ
た
り
、
ノ
ー
ト
の
交
換
に
し

た
り
と
、
対
話
の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
に
変
え
て
み
る
と
、
話
し

合
い
は
こ
こ
ぞ
と
い
う
場
面
で
行
う
の
が

効
果
的
で
、何
度
も
繰
り
返
す
と
、生
徒
が

授
業
の
山
場
を
感
じ
づ
ら
い
の
だ
と
気
づ

き
ま
し
た
。今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

ク
ラ
ス
を
超
え
た
意
見
交
換
の
場
を
設
け

る
な
ど
、
様
々
な
形
式
の
対
話
を
取
り
入

れ
て
、
生
徒
間
や
教
師
と
の
つ
な
が
り
を

一
層
感
じ
ら
れ
る
授
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
現
在
は
、「
教
師
が
何
を
教
え
て
、何
を

教
え
な
い
か
」を
精
査
す
る
作
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
、育
成
し
た
い
資
質
・
能
力

を
踏
ま
え
、「
生
徒
に
何
を
考
え
さ
せ
る

か
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ

の
授
業
の
み
な
ら
ず
、
単
元
、
さ
ら
に
は

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
を
同
様
の
視
点
か
ら

見
直
し
、指
導
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
世
界
史
の
学

び
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
学
習
内
容
が

増
え
て
、
や
や
も
す
る
と
、
詰
め
込
み
型

の
授
業
に
陥
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
状
況

下
で
、
生
徒
に
委
ね
る
部
分
を
ど
こ
に
設

定
す
る
か
の
見
定
め
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
生
徒
が
思
考
す
る
授
業
で
は
、
同
一
の

テ
ー
マ
に
対
し
て
、
生
徒
間
の
認
識
が

全
く
異
な
る
状
況
が
起
こ
り
得
ま
す
。
そ

も
そ
も
歴
史
学
と
は
、
新
し
い
資
料
が
発

見
さ
れ
た
り
、
思
考
の
切
り
口
を
変
え
た

り
す
る
こ
と
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
明

確
な
根
拠
に
基
づ
く
と
い
っ
た
歴
史
学
の

ル
ー
ル
さ
え
守
ら
れ
て
い
れ
ば
、
生
徒
間

の
認
識
が
異
な
る
の
は
む
し
ろ
望
ま
し
い

こ
と
で
す
。
そ
の
差
異
が
さ
ら
な
る
対
話

を
生
み
出
し
、
学
び
が
深
ま
っ
て
い
く
か

ら
で
す
。
絶
対
的
な
真
実
を
学
ぶ
の
で
は

な
く
、
生
徒
が
根
っ
こ
で
は
つ
な
が
り
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
根
拠
に
基
づ
い
て

歴
史
を
語
り
合
い
、
そ
の
関
係
性
の
中
で

自
分
の
位
置
を
確
認
し
て
成
長
し
て
い

く
。
そ
れ
が
、
私
の
理
想
と
す
る
世
界
史

の
授
業
で
す
。

写真３　フランス革命の中心的な担い手を考えさせ、正解だと思う選択肢に手を挙げさせた場面。こ
の後、「社会に不満を抱く、貧しい農民や都市民衆が革命を起こしたのだろう」といった生徒の思い込
みが覆されたことで、教室中から驚きの声が上がり、本テーマへの関心をさらに高める姿が見られた。

生
徒
間
の
考
え
方
の
差
異
か
ら

対
話
が
生
ま
れ
、学
び
は
深
ま
る

私
の「
こ
れ
か
ら
」の
授
業
、越
え
る
べ
き
壁
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私
は
２
０
１
０
年
頃
か
ら
、
ペ
ア
や
グ

ル
ー
プ
で
協
働
的
に
問
題
を
解
く
授
業
ス

タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

生
徒
た
ち
は
、
私
の
指
示
に
応
じ
て
表
面

的
に
は
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

頭
や
心
が
十
分
に
活
性
化
し
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
13
年
度
、
学
校
全
体
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

反
転
授
業
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
一
気
に
授
業
の
あ
り
方
が
変
わ
り
、

生
徒
の
様
子
も
変
化
し
ま
し
た
。
反
転
授

業
で
は
、
生
徒
は
自
宅
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
を
使
っ
て
教
科
書
の
内
容
の
解
説

動
画
を
視
聴
し
、
教
室
で
は
そ
の
復
習
や

応
用
に
時
間
を
割
き
ま
す
。
そ
の
１
つ
の

形
が
、
生
徒
が
作
問
し
、
そ
れ
を
ほ
か
の

生
徒
が
解
き
、
作
問
し
た
生
徒
が
採
点
と

解
説
を
行
う
「
級
友
と
の
錬
磨
」
と
名
づ

け
た
演
習
形
式
の
授
業
で
す
。

　「
級
友
と
の
錬
磨
」
で
は
、
解
説
役
の

生
徒
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
解
答
を
採
点

す
る
中
で
、 「
な
ぜ
間
違
う
の
か
」 「
別
解

は
な
い
か
」
な
ど
、
他
者
の
視
点
を
借
り

芝池先生の実践を
Playback

芝池先生の実践は、本誌 2017 年６月号 P.24-27「主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング」にも掲載しています。
ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）の「HOME →教育情報→高校向け→バックナンバー」でご覧ください。

大阪府・私立近畿大学附属高校・中学校　日本工業学校として設立し、1949 年に現校名に改称。
2001（平成 13）年に附属中学校と高校が統合した。タブレット端末や電子黒板などで授業の ICT 
化を推進。英語特化コースの設置、留学制度の充実など、グローバル教育にも注力している。
設立　１939（昭和 14）年　形態　全日制／普通科／共学　生徒数　1 学年約 1000 人　
2020 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東京大、京都大、大阪大、神戸大、奈良県立医
科大などに 141 人が合格。私立大は、近畿大などに延べ 1300 人が合格。
URL　https://www.jsh.kindai.ac.jp/

しばいけ・むねかつ
教職歴 32 年。同校に赴任して 18 年目。2010 年頃から協働
学習を取り入れ、13 年度から反転授業を開始。本誌 2017
年６月号「実践　アクティブ・ラーニング」に登場。

これからの複雑化する社会を生き抜く上
では、事実を正確に捉えられるようにな

ることが求められるため、数学を使って物事の本質を見抜く力を育みたい。そ
して、授業で経験する協働的な学びを通して、人とよりよくかかわっていく力
を身につけてほしい。

教
師
の
役
割
を
生
徒
に
委
譲
し
な
が
ら
、

社
会
で
求
め
ら
れ
る
数
学
的
な
力
を
養
う

大
阪
府
・
私
立
近
畿
大
学
附
属
高
校
・
中
学
校 

芝し
ば

池い
け

宗む
ね

克か
つ

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

3
例
事
践
実

生
徒
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
て

資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る

私
が
実
践
し
て
き
た「
こ
れ
ま
で
」の
授
業

資質・能力を育む主体的な学び
教師からの指示や働きかけがなくても、自ら課題を設定したり、それに取り組ん
だりする学び。その時、生徒は目の前の課題に対して当事者意識を持ち、何をど
のように学ぶのかを自分で管理し、ともに学ぶ他者に対して責任も持っている。

資質・能力を育む対話的な学び
生徒が、他者と問いかけ合うことを通じて、熟考
するための手がかりを得ようとする学び。教師に
は、生徒が他者と問いかけ合うに値するテーマを
設定することが求められる。

資質・能力を育む深い学び
他者との対話を経て、過去の自分と比べて思考が
深まる学び。知識・技能が身についていること、
数学的な見方・考え方を用いることで、世の中の
事象に対する解釈が変わったり、深まったりしてい
ることを自覚するためには、振り返りが必要になる。

「主体的・対話的で深い学び」私 が 考 え る

私が育成を目指す資質・能力

数学特集 「主体的・対話的で深い学び」を問う
教育の「これから」を考えるシ リ ー ズ 1
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て
思
考
し
ま
す
。
解
説
の
場
面
で
は
、
重

要
な
箇
所
を
空
欄
に
し
て
お
き
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
対
話
し
な
が
ら
穴
埋
め
し
て
い

く
形
式
で
解
説
す
る
な
ど
、
聞
き
手
の
思

考
や
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
解
説
役

の
生
徒
は
工
夫
を
凝
ら
し
ま
す
。
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
成
長
を
願
う
気
持
ち
は
、
授
業

中
の
活
動
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
生
徒
が
将
来
社
会
に
出
た
時
に

も
求
め
ら
れ
る
、
相
手
に
物
事
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
力
、
周
囲
の
思
考
を
促
す

力
、
発
言
を
引
き
出
す
力
を
育
む
土
台
と

し
て
も
重
要
で
す
。

　
生
徒
間
の
協
働
を
授
業
の
根
幹
に
据
え

る
こ
と
は
、
学
校
の
本
質
的
な
価
値
を

高
め
る
も
の
だ
と
確
信
し
た
私
は
、
そ
れ

ま
で
教
師
の
役
割
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
、
で
き
る
だ
け
生
徒
に
委
譲
し
よ
う
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
の
進

行
の
一
部
を
生
徒
に
任
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
最
終
的
に
は
生
徒
同
士
で
深
い
学
び

に
つ
な
が
る
問
い
か
け
も
し
合
え
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
１
年
生
の
授
業
（
写
真
１
〜

３
）
で
は
、
宿
題
の
中
で
多
く
の
生
徒
の

理
解
度
が
低
か
っ
た
問
題
を
取
り
上
げ
、

教
師
役
の
生
徒
に
よ
る
授
業
と
ペ
ア
で
の

教
え
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
生

徒
は
宿
題
に
取
り
組
み
、
問
題
ご
と
の
理

解
度
を
「
○
△
×
」　
の
記
号
で
オ
ン
ラ

イ
ン
上
に
入
力
し
ま
す
。
記
号
は
、
理
解

が
進
む
に
つ
れ
て
、
生
徒
自
身
で
更
新
で

き
ま
す
。
入
力
し
た
結
果
は
ク
ラ
ス
全
員

が
見
る
こ
と
が
で
き
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は

ど
の
く
ら
い
理
解
し
て
い
る
の
か
、
×
や

△
は
ど
ん
な
ペ
ー
ス
で
○
に
更
新
さ
れ
て

い
る
の
か
な
ど
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
み
ん
な
で
×
や
△

を
○
へ
と
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気

を
ク
ラ
ス
に
つ
く
る
た
め
、
そ
し
て
一
人

ひ
と
り
の
生
徒
が
今
の
自
分
の
で
き
て
い

る
こ
と
、
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
把
握
す

る
こ
と
で
、
×
や
△
を
○
に
変
え
て
い
く

た
め
の
見
通
し
を
持
ち
、
主
体
的
な
学
び

を
実
現
す
る
た
め
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

受
け
た
臨
時
休
業
中
、
私
の
授
業
は
、
動

画
や
課
題
の
配
信
を
中
心
と
し
た
一
方
向

型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
主
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
反
転
授
業
で
家
庭
学
習

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
部
分
が
授
業
の

中
心
と
な
り
、
生
徒
同
士
の
教
え
合
い
な

ど
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
一
部
の

授
業
で
は
双
方
向
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
行
い
ま
し
た
が
、
生
徒
が
熟
考
す
る
環

境
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
つ
く
る
こ
と
は
難

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に
、
入
学
し
た

ば
か
り
で
人
間
関
係
が
十
分
に
構
築
で
き

て
い
な
い
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
真
に
双
方
向
型
の
授
業
を
つ
く
る

こ
と
は
困
難
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
、
知
識
の
伝
達
と
い
う
授
業
の
目
的
の

一
部
分
を
補
完
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

対
面
授
業
の
代
わ
り
に
は
な
ら
な
い
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
６
月
第
２
週
に
登
校
再
開
と
な
り
、
授

業
の
様
子
は
以
前
の
形
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
３
人
で
向
か
い
合
っ
て

話
し
合
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
ペ
ア
で
隣

り
合
っ
た
ま
ま
話
し
合
う
よ
う
に
す
る
な

写真１　１年生の授業では、２人の生徒が教室の
前後で教師役を務め、宿題の中で生徒の理解度が
低かった２問を題材に授業を進める。芝池先生は
教師役の生徒に、「一方的に説明するだけではなく、
重要な部分を考えてもらえるような問いかけをし
てください」と声をかける。教師役の生徒は、「こ
の場合の考え方を説明してください」「皆さん、今
の説明を踏まえると、次の問題はどんな解き方に
なるか、近くの人と話し合ってみてください」と、
生徒に問いかけながら授業を進める。

豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く

対
面
授
業
の
価
値
を
実
感

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
気
づ
き
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ど
、
人
数
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

の
確
保
に
対
す
る
配
慮
は
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
１
年
生
は
、
１
学
期
に
対
面

授
業
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
分
、
２
学

期
に
な
っ
た
今
も
、
生
徒
間
の
関
係
づ
く

り
を
重
視
し
て
い
る
段
階
で
す
。
協
働
や

切
磋
琢
磨
は
豊
か
な
人
間
関
係
が
な
い
と

実
現
し
ま
せ
ん
か
ら
、
決
し
て
焦
っ
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
教
師
の
指
示
を
待
た
ず
、
生
徒
が
他
者

と
協
働
し
て
学
習
に
取
り
組
む

─
目
標

と
す
る
生
徒
像
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
と
も
に
反
転

授
業
に
取
り
組
む
同
僚
の
中
西
洋
介
先
生

と
の
対
話
を
通
じ
て
で
す
。
私
た
ち
教
師

は
、生
徒
が
主
体
的
な
学
習
者
、ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
が
、「
主
体
的
な
学
習
者
」
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態
の
人
を
指
す
の

か
、
中
西
先
生
は
「reactive

（
反
応
的

な
）」「inactive

（
不
活
発
な
）」「proactive

（
積
極
的
な
、
主
体
的
な
）」
と
い
う
言
葉

で
整
理
し
ま
し
た
。
朝
の
挨
拶
で
例
え
る

な
ら
ば
、
私
が
生
徒
に
「
お
は
よ
う
」
と

挨
拶
し
、返
事
が
あ
る
の
が
「reactive

」、

返
事
が
な
い
の
が「inactive

」な
状
態
で
、

私
の
挨
拶
を
待
た
ず
に
自
ら
挨
拶
す
る
の

が
「proactive

」
な
状
態
で
す
。
学
習
な

ら
ば
、
教
師
の
指
示
を
待
た
ず
、
自
ら
学

ぶ
の
が
「
主
体
的
な
学
習
者
」
で
す
。

　
教
師
の
働
き
か
け
が
な
く
て
も
、
目
標

と
見
通
し
を
持
っ
て
学
び
続
け
る
生
徒
を

育
て
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
模

索
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
手
応
え
も
感
じ

て
い
ま
す
。
先
日
、
担
任
を
し
て
い
る
１

年
生
の
教
室
の
後
ろ
の
黒
板
に
、「
や
っ

て
み
て
！
」
と
数
学
の
問
題
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
よ
い
問
題
を
思
い
つ
い
た
か

ら
み
ん
な
に
共
有
し
た
く
な
っ
た
生
徒
が

い
た
の
で
し
ょ
う
。
生
徒
が
問
い
を
立
て

て
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
そ
の
問
い
に
取
り

組
む
と
い
う
、「
級
友
と
の
錬
磨
」
に
つ

な
が
る
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る

の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
生
徒
が
主
体
的
な
学
習
者
と
し
て
成
長

す
る
時
、
教
師
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
知
識

を
活
用
し
、
仲
間
と
の
協
働
を
経
て
答
え

に
た
ど
り
着
く
よ
う
な
問
い
を
与
え
る
の

も
役
割
の
１
つ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
加
え

て
、
学
習
を
通
じ
て
達
成
感
を
生
徒
に
持

た
せ
た
り
、
く
じ
け
そ
う
な
生
徒
が
い
れ

ば
寄
り
添
っ
た
り
と
、
一
人
ひ
と
り
に
必

要
な
声
か
け
を
し
て
い
く
役
割
が
今
後
ま

す
ま
す
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
時
代
と
と
も
に

変
わ
る
生
徒
の
気
質
に
合
わ
せ
た
声
か
け

が
で
き
る
よ
う
、
教
師
の
私
も
学
び
続
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

写真２　芝池先生の授業には、ペア活動が頻繁に取り
入れられている。授業の冒頭で宿題の答え合わせ、分
からなかったところの説明などをペアで行った後、
芝池先生の「円順列を考える時のポイントは？」とい
う問いを受けて、２人で話し合う。宿題で多くの生徒
の理解度が低かった２問を使った場面（写真１）では、
ペアでどちらの問題の授業に参加するのか分担を決め、
席を移動してそれぞれの授業に参加。再び元の席に戻っ
て理解した内容を説明し合う。ペアを組む相手の学び
を保証する責任感がおのずと高まる。

写真３　ペア活動が終わった生徒に、「もう１問新たな例題を作
るなら、どんな問題にしますか」と芝池先生は問いかける。生
徒に自ら問いを立てさせ、学びを深めるきっかけをつくっている。

〈参考文献〉芝池宗克・中西洋介『反転授業が変える教育の未来ー生徒の主体性を引き出す授業への取り組み』（明石書店）
中西洋介『反転授業の実践知ーICT 教育を活かす「新しい学び」21 の提言』（明石書店）

教
師
の
働
き
か
け
を
待
た
ず

自
ら
学
ぶ
生
徒
を
育
て
る

私
の「
こ
れ
か
ら
」の
授
業
、越
え
る
べ
き
壁
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生
徒
が
生
物
の
す
ご
さ
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
人
間
的
に
成
長
す
る
学
び
を
目
指

し
て
、
授
業
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
形
で
、年
度
初
め
に

生
徒
に
提
示
し
て
い
ま
す
。各
学
期
の
初

め
に
は
前
学
期
の
学
び
を
振
り
返
り
、
本

学
期
の
目
標
を
立
て
さ
せ
て
い
ま
す
。生

徒
と
面
談
し
、「
な
ぜ
、
目
標
に
到
達
で

き
た
と
思
う
の
か
」「
ど
ん
な
場
面
で
力

を
発
揮
で
き
た
の
か
」「
ど
こ
が
で
き
て

い
な
い
の
か
」
な
ど
、
私
と
の
対
話
の
中

で
生
徒
が
自
分
の
状
況
を
認
識
し
、目
標

に
向
け
て
行
動
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
日
々
の
授
業
は
、
①
目
標
確
認
、
②
前

時
の
復
習
（
ペ
ア
活
動
）、
③
解
説
（
Ｋ

Ｐ
法
［
＊
］、写
真
１
）、④
内
容
理
解
（
グ

ル
ー
プ
活
動
）、
⑤
本
時
の
振
り
返
り
と

い
う
構
成
に
し
て
い
ま
す
。
軽
重
は
あ
り

ま
す
が
、「
主
体
的
」「
対
話
的
」「
深
い
」

学
び
が
連
動
す
る
よ
う
に
年
間
計
画
を
立

て
、
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、２
年
生
の「
生
物
」で
は
、
教

理科（生物）

溝上先生の実践を
Playback

溝上先生の実践は、本誌 2017年８月号 P.22-25「主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング」にも掲載しています。
ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）の「HOME→教育情報→高校向け→バックナンバー」でご覧ください。

熊本県立熊本北高校　「敬愛」「向学」「進取」の校訓の下、「師弟一如」の教育活動を展開。米国モ
ンタナ州の姉妹校との交流や海外研修などを柱とした、グローバル人材の育成、スーパーサイエン
スハイスクール（SSH）としての最先端の理数教育など、特色ある教育活動に取り組む。
設立　1982（昭和57）年　形態　全日制／普通科・理数科・英語科／共学　生徒数　１学年約 360
人　2020年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、北海道大、広島大、九州大、熊本大、鹿児
島大などに124人が合格。私立大は、同志社大、立命館大、西南学院大などに延べ457人が合格。
URL　https://sh.higo.ed.jp/kitash/

みぞかみ・ひろき
教職歴11年。同校に赴任して4 年目。ＳＳＨ研究部長。理科

（生物）担当。アクティブ・ラーニングの実践は 8 年目。本誌
2017年８月号「実践　アクティブ・ラーニング」に登場。

［興味・関心］学習内容を自分事として捉
え、自然環境の課題について探究し、生

命を尊重する態度。［協働性］相手の説明を傾聴し、気づきや疑問を基に、自ら
の意見を発展させ、周囲によい影響を与えることができる。［科学的思考力］重
要語句同士を関連づけながら、自らの言葉で生命現象を説明でき、自分で情報
を集め、分析する力。（２年生「生物」のルーブリックより）

生
徒
が
疑
問
や
質
問
を
出
し
合
う
対
話
を

軸
に
し
た
学
び
で
、
自
律
的
学
習
者
を
育
て
る

熊
本
県
立
熊
本
北
高
校 

溝み
ぞ

上か
み

広
樹 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

4
例
事
践
実

対
話
か
ら
自
分
に
な
い
気
づ
き

を
得
て
こ
そ
、
理
解
は
深
ま
る

私
が
実
践
し
て
き
た「
こ
れ
ま
で
」の
授
業

私が育成を目指す資質・能力

資質・能力を育む主体的な学び
楽しいと感じ、自分に必要な事柄として知りたいという思いを強く持って進める学
び。自ら目標を設定し、その到達に必要なことを見いだして取り組む、自律した学び。

資質・能力を育む対話的な学び
自分にはない視点・気づきを得て、それらを基に理解を深め、考えを広げる学び。
クラスメートとの対話が、その学びに最適な場だと
考える。生徒の質問には生徒が気づきを得られるよ
う対応し、資料も生徒が気づきを得られる内容を厳
選する。

資質・能力を育む深い学び
学習内容を、日常生活や他教科の学習などと関連づ
けたり、比較したりして、情報を整理しながら自分事
として捉え、自分の言葉で説明できるようになる学
び。自身の中で生物学を体系化する学びでもある。

「主体的・対話的で深い学び」私 が 考 え る

特集 「主体的・対話的で深い学び」を問う
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科
書
の
単
元
の
順
序
を
変
え
て
、「
進
化
」

の
単
元
を
最
初
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。す

べ
て
の
生
物
は
、膨
大
な
時
間
を
か
け
た

進
化
に
よ
っ
て
現
在
の
形
に
な
り
、今
後

も
変
化
し
続
け
ま
す
。人
間
も
そ
の
営
み

の
結
果
の
１
つ
だ
と
い
う
感
動
が
、
生
物

の
学
習
へ
の
興
味
を
喚
起
す
る
と
思
い
ま

す
し
、進
化
の
視
点
か
ら
そ
の
後
に
学
習

す
る
生
命
現
象
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、知
識
の
体
系
化
に
有
効
だ
か

ら
で
す
。

　
ま
た
、
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
問
い
を

変
え
て
い
ま
す
。
私
の
授
業
を
受
け
始
め

て
か
ら
１
〜
２
か
月
は
、
教
科
書
の
内
容

の
理
解
を
促
す
よ
う
な
問
い
が
大
部
分
で

す
が
、
生
徒
同
士
で
意
見
や
疑
問
を
率
直

に
出
し
合
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ら
、

意
見
が
分
か
れ
た
り
、視
点
の
違
い
が
出

た
り
す
る
よ
う
な
問
い
を
増
や
し
ま
す
。

　
直
近
の
２
年
生
で
行
っ
た
「
代
謝
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
の
授
業
で
は
、Ａ
Ｔ
Ｐ
が
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
通
貨
」
に
例
え
ら
れ
る
こ
と

を
示
し
、
Ａ
Ｔ
Ｐ
と
通
貨
の
類
似
点
と
相

違
点
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
類
似
点
は
一
般
的
な
性
質
が
分
か

れ
ば
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
相
違
点
は
情
報

を
体
系
的
に
整
理
で
き
て
い
な
い
と
出
せ

ま
せ
ん
。
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
時
に
他
者

の
視
点
が
あ
れ
ば
、
自
分
に
は
な
い
気
づ

き
を
得
て
、
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
実
際
、
あ
る
生
徒
か

ら
「
お
釣
り
が
出
な
い
」
と
い
う
相
違
点

が
挙
が
る
と
、
多
く
の
生
徒
が
は
っ
と
し

た
表
情
を
見
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
に

も
な
か
っ
た
発
想
で
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
、生
徒
の
声
を
丁

寧
に
聞
き
（
写
真
２
）、
よ
い
気
づ
き
を

促
す
疑
問
や
教
科
書
の
内
容
を
超
え
た
質

問
な
ど
は
、
そ
の
場
で
全
体
に
共
有
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
他
者
と
の
対
話
は

自
身
の
学
び
を
深
め
る
も
の
と
、
対
話
の

意
義
が
理
解
で
き
れ
ば
、
生
徒
同
士
の
学

び
合
い
は
促
進
さ
れ
、
や
が
て
自
分
た
ち

だ
け
で
学
ぶ
よ
う
に
な
る
状
態
を
、
こ
れ

ま
で
何
度
も
見
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

自
律
的
な
学
び
に
導
く
こ
と
も
、私
の
目

標
の
１
つ
で
す
。

　
臨
時
休
業
中
は
、
50
分
間
の
授
業
動
画

を
配
信
し
ま
し
た
。
通
常
授
業
に
で
き

る
だ
け
近
づ
け
た
い
と
考
え
、
普
段
は
ペ

ア
活
動
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
う
場
面
で

は
、
私
が
発
問
し
た
後
、
生
徒
が
考
え
て

説
明
す
る
時
間
と
し
て
数
分
間
置
い
て
か

ら
、「
こ
の
ポ
イ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
た

ら
合
格
で
す
」
と
、解
答
の
基
準
を
示
し
、

自
己
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
加

え
て
、
生
徒
が
本
時
に
学
習
し
た
重
要
語

句
を
３
つ
選
び
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
本
時

の
学
習
内
容
の
要
点
を
記
述
す
る
「
本
時

の
重
要
語
句
と
振
り
返
り
」
を
授
業
プ
リ

写真 2　内容理解のグループ活動において、「多くのグループが同じような疑問を抱いているので、補
足説明をします」と溝上先生が言うと、生徒はぱっと顔を上げ、一斉に先生に注目した。「生徒の状況
を見極め、支援することこそ、協働学習における教師の役割」と、溝上先生は語る。

写真１　協働学習の時間を十分確保するため、教師の
解説は、キーワードを書いたシートを貼りながら説明
するＫＰ法を利用し、効率的に進める。

＊　紙芝居プレゼンテーション法。公益社団法人日本環境教育フォーラムの川嶋直氏が開発した思考整理とプレゼンテーションの手法。

生
徒
か
ら
の
質
問
に
答
え
る

動
画
で
、
他
者
の
視
点
を
共
有

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
気
づ
き
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ン
ト
内
に
設
け
ま
し
た
（
図
）。
配
信
動

画
で
あ
っ
て
も
、
学
習
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ

関
連
づ
け
な
が
ら
整
理
し
、
自
分
の
言
葉

で
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
深
い
学
び
に

少
し
で
も
導
く
た
め
の
試
み
で
し
た
。

　
動
画
は
授
業
を
担
当
す
る
２
・
３
年
生

に
配
信
し
、
生
徒
に
質
問
や
要
望
を
聞
き

ま
し
た
。
す
る
と
、
３
年
生
か
ら
は
、「
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
や
先
生
と
質
問
し
合
え
る
場

が
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望
が
上
が
り
ま

し
た
。
３
年
生
は
私
が
１
・
２
年
次
も
担

当
し
て
お
り
、他
者
と
の
対
話
に
よ
っ
て

自
身
の
学
び
が
深
ま
る
と
実
感
し
て
い
た

か
ら
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
質
疑
応
答
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
私
が
初
め
て
受
け
持
つ
２
年
生

か
ら
は
、「
具
体
的
な
解
答
例
が
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
解
答
の

基
準
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
自
己
評
価
で
は

不
安
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
答
え

を
知
り
た
い
と
言
う
２
年
生
と
、自
分
で

考
え
よ
う
と
す
る
３
年
生
と
の
違
い
か

ら
、改
め
て
他
者
と
の
対
話
の
重
要
性
を

実
感
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、
２
年
生
に
は
、

解
答
の
基
準
の
後
に
解
答
例
を
示
す
と
と

も
に
、
授
業
動
画
と
は
別
に
、
他
の
生
徒

が
ど
ん
な
質
問
を
し
た
の
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
生
徒
か
ら
の
様
々
な
質

問
に
私
が
答
え
る
動
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
学
校
再
開
後
の
授
業
で
す
ぐ
に
協
働

学
習
を
行
え
る
よ
う
、
人
に
よ
っ
て
視
点

や
考
え
は
異
な
る
こ
と
に
少
し
で
も
気
づ

い
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
授
業
プ
リ
ン
ト
も
工
夫
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
は
、
そ
の
日
の
授
業
の
プ
リ
ン

ト
の
み
を
配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
臨
時

休
業
中
は
登
校
日
に
単
元
分
の
プ
リ
ン
ト

を
ま
と
め
て
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
表
紙
を
つ
け
、
そ
こ
に
単
元
の
学
習

の
目
的
が
分
か
り
、
学
習
に
見
通
し
を
持

て
る
よ
う
な
コ
ラ
ム
を
作
成
し
、
掲
載
し

ま
し
た
。
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
す

る
導
入
を
強
化
し
た
い
と
以
前
か
ら
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
臨
時
休
業
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
授
業
プ
リ
ン
ト
の
工
夫
は
学
校
再
開
後

も
継
続
し
、
以
前
よ
り
予
習
・
復
習
や

自
己
評
価
が
し
や
す
い
形
に
な
り
ま
し
た

（
図
）。
今
後
の
課
題
は
、
自
身
の
生
物
の

専
門
性
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
で

す
。
１
つ
の
重
要
語
句
を
多
く
の
切
り
口

で
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
そ
の
語

句
と
社
会
課
題
と
の
関
連
性
が
つ
か
め
る

よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
対

話
が
よ
り
活
性
化
し
、
思
考
が
さ
ら
に
深

ま
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
校
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
「
深

い
学
び
」
で
示
さ
れ
た
「
思
い
や
考
え
を

基
に
創
造
し
た
り
す
る
こ
と
」
に
向
か
え

る
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
探
究
学
習

で
す
。
今
年
度
の
２
年
生
に
も
探
究
学
習

に
意
欲
的
な
生
徒
が
多
く
、
人
間
の
肌
や

消
毒
の
有
効
性
な
ど
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

早
々
と
計
画
を
立
て
、
研
究
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。
生
徒
が
自

身
の
興
味
・
関
心
を
思
う
存
分
追
究
し
て

い
け
る
よ
う
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
部
長
と
し
て
、

教
科
学
習
と
探
究
学
習
の
連
携
を
一
層
図

る
こ
と
も
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

単元ごとに配布する授業プリントの表紙には、
学習内容への期待や見通しを持てるようなコラ
ムを掲載。

２年生「生物」の授業プリント図

表紙裏には、生物の学習におけるルーブリック
を掲載。単元終了後に自己評価を先生に提出す
る。生徒が復習しやすいよう、毎授業の板書を
写真に撮り、写真共有アプリにアップしている。

＊学校資料を抜粋して掲載。

学びの成果を可視化できるよう、本時のテーマの
確認から振り返りまでを、授業ごとにＡ４判１枚
にまとめている。授業の最後に行う「本時の重要
語句と振り返り」では、重要語句を３つ選ばせて、
本時の学習内容をまとめる。最初にまとめを書い
て、その中の重要語句に線を引く生徒、重要語句
を書き出し、それを組み合わせてまとめを書く生
徒など、様々だ。

生
徒
の
思
考
が
深
ま
る
問
い
を

目
指
し
、自
身
の
専
門
性
を
高
め
る

私
の「
こ
れ
か
ら
」の
授
業
、越
え
る
べ
き
壁
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授
業
が
よ
り
実
践
的
な
英
語
力
を
身
に

つ
け
る
場
と
な
る
よ
う
に
、「
英
語
を
使

い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
生
徒
に
抱
か

せ
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
授
業
改
善
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。「
こ
の
話
を
し
た

い
、
聞
き
た
い
」「
こ
の
人
の
考
え
を
知
り

た
い
、こ
の
人
に
考
え
を
伝
え
た
い
」「
み

ん
な
で
話
し
合
っ
て
こ
の
問
題
を
解
決
し

た
い
」と
い
っ
た
気
持
ち
が
生
ま
れ
た
時
、

生
徒
は
言
語
活
動
と
し
て
英
語
の
授
業
に

没
頭
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
気
持
ち

が
生
徒
の
中
に
生
ま
れ
る
よ
う
に
、
授
業

が
生
徒
に
と
っ
て
も
自
分
に
と
っ
て
も
学

び
た
い
と
思
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
る

か
、
常
に
意
識
し
て
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
２
年
生
の
授
業
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
の
被
災
経
験
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
泥
水
を
飲
み
水
に
変
え
る
水

質
浄
化
剤
の
開
発
に
成
功
し
た
日
本
の
中

小
企
業
経
営
者
を
取
り
上
げ
た
英
文
が
教

材
と
な
り
ま
す
。
浄
化
剤
の
開
発
に
は
納

豆
菌
を
利
用
す
る
な
ど
、
紹
介
さ
れ
て
い

る
内
容
は
十
分
興
味
深
い
も
の
で
す
が
、

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
さ
ら
に
高
め
る
に

大阪府立今宮高校　旧制大阪府立今宮中学として設立。進学校型の総合学科として1996年に普通
科から改編。総合学科の特色を生かして幅広い知識を得ながら自主自立の精神を育む教育を実践し、
社会をリードする多くの人材を育成してきた。
設立　１９06（明治39）年　形態　全日制／総合学科／共学　生徒数　１学年約 240人　
2020 年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、大阪教育大、神戸大、大阪市立大などに 36 人
が合格。私立大は、同志社大、立命館大、関西大、近畿大、関西学院大などに延べ 136 人が合格。
URL　http://www.osaka-c.ed.jp/imamiya/

もり・かずま
教職歴９年。同校に赴任して３年目。アクティブ・ラーニングの
実践は８年目。本誌 2018 年２月号「実践　アクティブ・ラーニ
ング」に登場。

自分の考えや思いを一生懸命相手に伝え、
相手の言葉にも真摯に耳を傾けることがで

きる力。そうした力の土台として、伝え合い、聞き合うことで、自分や相手の困
り事を解決しようとする、対話の必要性を察知する感性が不可欠だと考えている。

「
知
り
た
い
」「
伝
え
た
い
」思
い
を
、

題
材
、
人
間
関
係
、
授
業
の
仕
組
み
で
刺
激
す
る

大
阪
府
立
今
宮
高
校 
森

　一か
ず

真ま

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

5
例
事
践
実

英
語
を
使
う
必
要
性
を

授
業
の
中
で
醸
成
す
る

私
が
実
践
し
て
き
た「
こ
れ
ま
で
」の
授
業

私が育成を目指す資質・能力

資質・能力を育む主体的な学び
「話さなければいけない」ではなく、思わず前のめりに話したくなるような学び。
そのためには、「みんなはどう考えているのだろうか」「本当はどうなのだろうか」
と他者の考えを聞き、自分の考えを言いたくなる題材やペアワークの仕組みで、
生徒の感情を動かすことが授業において必要。

資質・能力を育む対話的な学び
英語表現において、そして英語を通して学んでいる題材について、自分と異なる
意見を前にした時に、「なぜ、自分とは違うのか」と、
他者とともに考えられるような学び。そのためには、
生徒が安心感を持って授業に臨めることが大切。

資質・能力を育む深い学び
「どうして？」「なるほど！」といった声が上がる学び。
そのためには、生徒が自分なりの疑問や仮説を持
つことが必要である。疑問や仮説を持つためには、
教師が話し過ぎないようにするのと同時に、発問の
質を高める必要がある。教師の遊び心も重要。

「主体的・対話的で深い学び」私 が 考 え る

英語

森先生の実践を
Playback

森先生の実践は、本誌 2018 年 2月号 P.26-29「主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング」にも掲載しています。
ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）の「HOME→教育情報→高校向け→バックナンバー」でご覧ください。
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は
、
私
か
ら
の
適
度
な
情
報
提
供
と
生
徒

へ
の
問
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
震
災
が
も

た
ら
し
た
被
害
に
つ
い
て
伝
え
、「
震
災

は
、
今
の
私
た
ち
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に

変
え
た
と
思
い
ま
す
か
」
と
、
意
見
が
分

か
れ
そ
う
な
問
い
を
投
げ
か
け
ま
す
。
す

る
と
、
生
徒
に
「
み
ん
な
は
ど
う
思
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
」「
自
分
の
考
え
を
聞
い

て
ほ
し
い
」
と
疑
問
や
仮
説
が
生
ま
れ
、

他
者
と
話
し
た
い
と
心
か
ら
願
う
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
話
し
合
い
の
途
中
に
は
、

私
が
「
み
ん
な
は
こ
う
思
っ
て
い
る
だ
ろ

う
け
ど
、実
は
…
…
」と
、生
徒
の
疑
問
や

仮
説
を
超
え
る
事
実
や
視
点
を
与
え
、
生

徒
の
思
考
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
私
の
授
業
で
は
ペ
ア
活
動
に
多
く
の
時

間
を
割
く
た
め
、
英
語
を
「
言
葉
」
と
し

て
気
軽
に
使
い
な
が
ら
、
脳
を
活
性
化
さ

せ
る
場
づ
く
り
の
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、
私
か
ら
の
問
い
に
ペ
ア
で

意
見
を
述
べ
合
う
際
、
意
見
を
述
べ
る
順

番
が
決
ま
っ
た
後
に
私
が
問
い
を
与
え
る

よ
り
も
、
順
番
が
決
ま
る
前
に
私
が
問
い

を
与
え
た
方
が
、
ペ
ア
の
生
徒
は
ど
ち
ら

も
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
頭
を
働
か
せ
ま

す
。
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
、
文
法
事
項
の

中
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
ペ
ア
で
説
明

し
合
う
場
合
に
も
、
い
き
な
り
「
分
か
ら

な
い
こ
と
を
話
し
合
っ
て
」
と
促
す
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
打

ち
明
け
や
す
く
す
る
よ
う
、
ま
ず
個
人
で

理
解
が
あ
い
ま
い
な
と
こ
ろ
に
下
線
を
引

か
せ
て
か
ら
、
そ
れ
を
ペ
ア
で
交
換
し
、

自
分
が
線
を
引
い
た
部
分
に
つ
い
て
話
し

合
わ
せ
ま
す
。
そ
う
し
た
工
夫
や
配
慮
を

徹
底
し
た
授
業
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
つ

た
な
い
英
語
で
あ
っ
て
も
自
分
の
話
し
た

い
内
容
を
話
し
合
え
る
雰
囲
気
を
醸
成
し

て
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

受
け
た
臨
時
休
業
中
は
、
授
業
動
画
の
配

信
に
よ
る
一
方
向
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

と
、
課
題
配
信
に
よ
っ
て
授
業
を
進
め
る

期
間
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
プ
リ
ン

ト
の
問
題
を
順
番
に
解
い
て
い
く
課
題
は
、

生
徒
に
と
っ
て
は
意
欲
的
に
取
り
組
み

に
く
い
で
す
し
、
そ
う
し
た
課
題
が
生
徒

の
英
語
力
を
ね
ら
い
通
り
に
高
め
て
い
る

の
か
、
英
語
と
い
う
教
科
特
性
に
見
合
っ

た
も
の
な
の
か
、
私
は
常
々
疑
問
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
休
業
中
、
次

の
２
つ
の
課
題
を
生
徒
に
与
え
ま
し
た
。

１
つ
は
、
私
が
英
語
で
話
し
て
い
る
動
画

を
生
徒
が
動
画
投
稿
サ
イ
ト
で
視
聴
し
、

そ
の
内
容
の
要
旨
や
そ
れ
に
対
す
る
自
分

の
意
見
を
英
語
で
述
べ
る
と
い
う
思
考
型

課
題
で
す
。
も
う
１
つ
は
、
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
型
の
課
題
で
す
。

写真２　森先生の授業には、生徒による様々な活動が盛り込まれるが、先生が心がけるのは、生徒の
学びのリズムを乱さないよう、指示を短くすること。もちろん、「聞く」活動も大切だが、聞かせたい
のは手順の説明ではなく、テーマに対する他者の考えだ。

写真１　「コミュニケーション英語Ⅱ」の授業。スライドを
用い、前時までの語いや内容の確認、音読とリスニング、空
所補充を用いた内容の読解を、ペア活動を主体に進めていく。

家
庭
学
習
課
題
は
成
長
を

自
覚
さ
せ
る
も
の
に
し
た
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
気
づ
き
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日
本
語
が
書
か
れ
て
い
る
複
数
の
ス
ラ
イ

ド
を
動
画
の
中
で
次
々
に
投
影
し
、生
徒
は

そ
れ
を
英
語
に
直
し
て
発
音
し
て
い
き
ま

す
。そ
し
て
、最
後
に
、発
音
し
て
き
た
単
語

を
使
え
ば
説
明
で
き
る
絵
を
投
影
し
、
そ

の
説
明
の
英
文
を
作
る
と
い
う
課
題
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
私
は
、
生
徒
に
予
習
な
ど
の

家
庭
学
習
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
臨
時
休
業
は
、
身
に

つ
け
た
英
語
を
使
っ
て
実
際
に
表
現
す
る

達
成
感
を
、
生
徒
に
味
わ
っ
て
も
ら
う
家

庭
学
習
の
あ
り
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
英
語
と
い
う
教

科
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

そ
う
し
た
家
庭
学
習
の
実
現
の
可
能
性
が

高
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
私
が
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
は
、
授
業
で
英
語
を
使
い
な

が
ら
生
徒
が
、「
こ
の
人
の
こ
と
を
知
り

た
い
」
と
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
知
的
好
奇
心

を
抱
い
た
り
、「
こ
の
人
の
よ
う
に
英
語

を
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
目
標
と

す
る
憧
れ
の
存
在
を
見
つ
け
た
り
し
て
、

英
語
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、「
こ
の
よ
う
な

ス
テ
ッ
プ
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
め
ば
英

語
が
上
達
す
る
よ
」
な
ど
と
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
見
通
し
を
持
た
せ
、
主
体
的
な

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
の
で
す
。
そ
の

た
め
、生
徒
が
自
分
の
英
語
力
を
自
覚
し
、

今
後
の
見
通
し
を
教
師
で
あ
る
私
と
共
有

す
る
場
と
し
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス

ト
の
さ
ら
な
る
充
実
が
不
可
欠
で
す
。

　
し
か
し
、
現
状
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ

ス
ト
に
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ

ス
ト
を
実
施
す
る
際
、
授
業
２
コ
マ
分

を
使
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
プ
リ
ン

ト
の
課
題
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
順
番
を
待
つ
の

で
す
が
、
２
コ
マ
で
40
人
の
評
価
を
す
る

た
め
に
は
、
生
徒
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

没
頭
し
て
い
て
も
、
短
い
時
間
で
切
り
上

げ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
私
が
期
待
し
て
い
る
の
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
す
。
生
徒
が
自
ら
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
撮
影
し
、
そ
れ
を
提
出

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
テ
ス
ト
に
必
要
な
ス
キ
ル
の
下
支
え

と
な
り
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て
も
、
自
分

の
成
長
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
今

後
の
学
習
の
見
通
し
を
立
て
や
す
く
な

り
ま
す
し
、
生
徒
同
士
で
お
互
い
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
合
え
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
身
近
に
憧
れ
の
存
在
が
で
き
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
は
、
教
育
活
動
の
質
向
上
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
英
語
を
使
い
た
い
と
い
う
思
い
は
、
新

た
な
価
値
観
に
出
合
い
た
い
と
い
う
欲
求

で
あ
り
、
そ
の
欲
求
を
満
た
す
機
会
が
留

学
で
あ
り
、
そ
し
て
言
語
活
動
で
す
。
英

語
や
国
語
は
も
ち
ろ
ん
、
高
校
の
す
べ
て

の
授
業
で
、
新
た
な
価
値
観
と
の
出
合
い

を
生
徒
に
体
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
生
徒
の
学
び
は
も
っ
と
豊
か
に
な
り

ま
す
。
業
務
の
削
減
を
し
な
が
ら
、
教
科

や
学
年
を
超
え
た
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

も
私
た
ち
の
課
題
で
す
。

写真３　新たに学んだ語いや文法事項は、プリントを見て覚えたからといってすぐに使えるものでは
ない。覚えたことを書いたり、話したり、聞いたり、ペアやグループの活動の中で実際に繰り返し使
いながら、真の英語力として定着させていくことが求められる。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
も

教
育
活
動
の
質
向
上
を
図
り
た
い

私
の「
こ
れ
か
ら
」の
授
業
、越
え
る
べ
き
壁

特集 「主体的・対話的で深い学び」を問う
教育の「これから」を考えるシ リ ー ズ 1

 Oc tober  202023

0-01-J-22043-000 2020 年度VIEW21高校版 10月号 22頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
09/28
羽崎

再
念
校
10/07
松下

再
2
念
校

10/09
八木 − −/−

− − −/−
−0-01-J-22043-000 2020 年度VIEW21高校版 10月号 23頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校
09/28
羽崎

再
念
校
10/07
松下

再
2
念
校

10/09
八木 − −/−

− − −/−
−

P21-23_view21koukou-10g.indd   23 2020/10/09   11:15



　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
社
会
の
変
化

や
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
を
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
に
確
か
に
育
む
た
め
の

学
び
が
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」で
す（
図
１
）。
そ
れ
が
実
現
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
授
業
そ
の
も
の
を
評
価

す
る
の
で
は
な
く
、
設
定
し
た
資
質
・
能

力
が
生
徒
に
育
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
、注
意
深
く
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
活
動
あ
っ
て
学
び
な
し
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
、
形
式
的
な
学
び
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
、
常
に
心
に
留
め
て

お
き
た
い
点
で
す
。

　「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
は
、

「
授
業
改
善
」と「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
が
両
輪
と
な
っ
て
実
現
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
主
に
授
業

改
善
の
面
か
ら
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」が
、ど
の
よ
う
な
学
び
で
、そ
れ

を
い
か
に
し
て
授
業
で
実
現
し
て
い
く
の

か
に
つ
い
て
、Ｐ
．９
〜
23
の
実
践
事
例
に

も
触
れ
な
が
ら
お
話
し
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、「
主
体
的
な
学
び
」
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　「
主
体
的
な
学
び
」
を
分
か
り
や
す
く

表
現
す
る
と
、「
自
分
で
自
分
の
学
び
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
」
と
言
え
ま

す
。意
欲
が
前
面
に
出
て
い
る
様
子
を「
主

体
的
な
学
び
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
状
態

と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

たむら・まなぶ　新潟大学教育学部卒業。専門はカリキュラム論など。
新潟県公立学校教諭、同県柏崎市教育委員会指導主事、文部科学
省初等中等教育局教育課程課教科調査官、同省同局視学官などを
歴任。同省で新学習指導要領の作成に携わる。２０１７年度から現職。
著書に『深い学び』（東洋館出版社）などがある。

資
質
・
能
力
を
確
か
に
育
む

３
つ
の
学
び
の
あ
る
授
業
を

背
景

生
徒
が
自
覚
と
目
的
を
持
ち
、

自
分
の
学
び
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

主
体
的
な
学
び

　
　
　「主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
５
人
の
教
師
の
実
践
を
交
え
て

「
深
い
学
び
」の
構
造
を
理
解
し
て
、

知
識
を「
駆
動
」さ
せ
る
学
び
を
実
現

國
學
院
大
學
　

人
間
開
発
学
部
　

初
等
教
育
学
科
　

教
授
　
田
村
学

Ｐ
．９
〜
23
で
は
、５
人
の
教
師
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
、そ
の
実
現
を
目
指
す
具
体
的
な
実
践
を
見
て
き
た
。

本
記
事
で
は
、
文
部
科
学
省
で
新
学
習
指
導
要
領
の
作
成
に
携
わ
っ
た
國
學
院
大
學
の
田
村
学
教
授
が
、

５
人
の
実
践
に
も
触
れ
な
が
ら
、
改
め
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
学
び
な
の
か
、

そ
れ
を
い
か
に
し
て
授
業
で
実
現
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
整
理
・
解
説
す
る
。

説
解
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が
、そ
れ
は「
主
体
的
な
学
び
」の
１
つ
の

側
面
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
学
習
内
容
に
つ
い

て
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
は
大
切
で
す

が
、「
主
体
的
な
学
び
」
で
は
、「
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
」「
こ
ん

な
こ
と
を
学
び
た
い
」「
難
し
そ
う
だ
け

れ
ど
乗
り
越
え
た
い
」
と
い
っ
た
自
ら
の

意
志
の
下
、一
人
ひ
と
り
が
学
習
内
容
を

自
分
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
自
分
の
力
で

そ
れ
に
取
り
組
む
姿
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　「
主
体
的
な
学
び
」
の
実
現
に
は
、
現

実
味
の
あ
る
質
の
高
い
課
題
の
設
定
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。［
実
践
事
例
４
］
熊
本
県

立
熊
本
北
高
校
の
溝み

ぞ
か
み上
広
樹
先
生
（
Ｐ
．

18
〜
20
）
は
、生
徒
間
で
意
見
が
分
か
れ

た
り
、
視
点
の
違
い
が
出
た
り
す
る
課
題

を
設
定
し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
は
、
自
分

の
知
識
や
考
え
と
の
違
い
に
接
し
、「
あ

れ
？
」「
お
や
？
」
と
い
っ
た
疑
問
を
持

つ
と
、
そ
れ
を
「
解
決
し
た
い
」
と
い
う

思
い
を
強
め
て
、
課
題
に
真
剣
に
向
き
合

い
、
主
体
的
に
学
び
を
進
め
ま
す
。
そ
の

よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
の
学
習
者
の
考
え

な
ど
の
違
い
か
ら
疑
問
を
生
み
出
す
仕
か

け
は
、
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え

さ
せ
る
た
め
に
有
効
で
す
。

　
課
題
設
定
で
は
、
学
習
の
２
つ
の
見
通

し
を
持
た
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
１
つ

は
、「
こ
れ
を
達
成
し
よ
う
」
と
い
っ
た

ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
の
見
通
し
、
も
う
１
つ

は
、「
こ
の
方
法
で
進
め
る
と
解
決
で
き

る
」
と
い
っ
た
過
程
に
つ
い
て
の
見
通
し

で
す
。
そ
れ
ら
２
つ
の
見
通
し
を
持
て
る

と
、
生
徒
は
「
自
分
の
力
で
解
決
で
き
そ

う
だ
」
と
感
じ
、
一
層
主
体
的
な
学
び
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
授
業
で
は
、生
徒
に
学
習
内
容
へ
の
興

味
・
関
心
を
持
た
せ
よ
う
と
、導
入
に
時

間
を
か
け
る
工
夫
も
見
ら
れ
ま
す
が
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
の

た
め
に
は
、協
働
学
習
や
振
り
返
り
に
も

重
点
を
置
く
の
で
、導
入
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。ど
れ
だ
け
教

科
・
科
目
の
本
質
に
迫
れ
る
問
い（
課
題
）

を
設
定
で
き
る
か
の
方
が
重
要
で
す
。

 

　「
対
話
的
な
学
び
」
は
、
多
様
な
他
者

と
の
学
び
合
い
を
通
じ
て
、
学
習
の
質
を

高
め
る
と
と
も
に
、問
題
を
解
決
し
た
り
、

新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
創
造
し
た
り
す
る
学

び
で
す
。「
自
分
」「
他
者
」「
外
部
リ
ソ
ー

ス
」
の
三
方
か
ら
の
情
報
を
比
べ
た
り
、

関
連
づ
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
知
識
や
情

報
を
再
構
成
し
て
い
く
の
で
す
。

　［
実
践
事
例
３
］
大
阪
府
・
私
立
近
畿
大

学
附
属
高
校
・
中
学
校
の
芝し

ば
い
け池
宗む

ね
か
つ克
先

生（
Ｐ
．15
〜
17
）
が
行
う
「
級
友
と
の
錬

磨
」
は
、「
対
話
的
な
学
び
」
の
好
例
で
す
。

生
徒
が
作
っ
た
問
題
を
ほ
か
の
生
徒
が
解

き
、
そ
の
後
の
対
話
を
通
し
て
他
者
の
視

点
を
取
り
入
れ
て
、
互
い
の
思
考
を
深
め

て
い
ま
し
た
。
対
話
の
質
を
高
め
る
た
め

に
は
、
生
徒
が
真
剣
に
問
い
続
け
る
姿
勢

が
不
可
欠
で
す
。「
級
友
と
の
錬
磨
」
は
、

対
話
を
通
じ
て
「
な
ぜ
、間
違
え
た
の
か
」

「
も
っ
と
よ
い
考
え
方
は
な
い
の
か
」
と

い
っ
た
自
問
自
答
を
生
み
出
し
、
知
識
を

再
構
成
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
実
践
で
す
。

　
生
徒
に
話
し
合
い
を
委
ね
る
だ
け
で

は
、「
対
話
的
な
学
び
」は
深
ま
り
ま
せ
ん
。

生
徒
間
の
相
互
作
用
は
、
教
師
が
、
生
徒

が
持
っ
て
い
る
知
識
や
情
報
を
把
握
し
、

そ
れ
ら
を
ど
う
処
理
さ
せ
て
、
ど
う
い
っ

た
成
果
に
結
び
つ
け
る
の
か
を
戦
略
的
に

考
え
な
け
れ
ば
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

　［
実
践
事
例
１
］
宮
崎
県
立
高
鍋
高
校

の
三
浦
章あ

き

子こ

先
生（
Ｐ
．９
〜
11
）
は
、
思

考
ツ
ー
ル
を
用
い
て
学
び
合
い
の
効
果
を

高
め
て
い
ま
し
た
。
知
識
や
情
報
の
整
理

や
分
析
、
関
連
づ
け
な
ど
を
補
助
す
る
思

考
ツ
ー
ル
を
適
切
に
活
用
で
き
る
と
、
対

話
の
過
程
や
そ
の
成
果
が
可
視
化
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
理
解
が
深
ま
り
、
話

し
合
い
が
方
向
づ
け
ら
れ
て
、
生
徒
が
意

見
を
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
高
校
の
授
業
で
も
グ
ル
ー
プ
活
動
が
浸

透
し
た
今
、
次
に
実
践
が
期
待
さ
れ
る
の

は
、
ク
ラ
ス
全
体
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。
日
本
人
が
苦
手
と
す
る
大
勢
の

前
で
堂
々
と
意
見
を
述
べ
る
力
は
、
今
後

ま
す
ま
す
必
要
に
な
り
ま
す
。
意
見
が
拡

教科等固有の学びの有り様（教科の本質）図1

主体的な学び

対話的な学び

深い学び

知識・技能

学びに向かう
力・人間性等

見方・考え方

見方：どのように対象を捉えるか（教科等固有の対象を捉える視点）
考え方：どのように対象とかかわり、対象に迫るか（教科等固有のアプローチの仕方、プロセス）

思考力・判断力
・表現力等

学びを人生や社会に
生かそうとする学びに
向かう力・人間性等

の涵養

生きて働く
知識・技能の
習得

未知の状況にも
対応できる
思考力・判断力・
表現力等の育成

多
様
な
他
者
と
の
学
び
合
い
で

知
識
や
情
報
を
再
構
成
す
る

対
話
的
な
学
び

＊田村学『深い学び』（東洋館出版社、2018年）P.33掲載の資料を基に編集部で作成。
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散
し
や
す
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
有

効
な
の
が
、
板
書
に
お
け
る
思
考
ツ
ー
ル

で
す
。「
今
回
は
多
面
的
に
考
え
る
た
め

に
、
二
次
元
表
を
使
お
う
」
な
ど
と
、
教

師
が
思
考
ツ
ー
ル
を
用
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
方
向
性
を
示
す
と
、
意
見
交
換

が
活
発
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
の
考

え
を
整
理
し
や
す
い
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
す
。

　
生
徒
が
前
向
き
に
学
習
し
、対
話
を
活

発
に
行
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、質
の
高
い

学
び
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
数
学
は「
数
理

に
目
を
向
け
て
、
論
理
的
に
考
え
る
こ

と
」、地
理
歴
史
・
公
民
な
ら「
社
会
事
象

に
目
を
向
け
て
、社
会
の
機
能
を
追
究
す

る
こ
と
」と
い
っ
た
、そ
の
教
科
・
科
目
の

本
質
で
あ
る「
見
方
・
考
え
方
」を
働
か
せ

る
こ
と
で
、「
深
い
学
び
」は
実
現
し
ま
す
。

　「
深
い
学
び
」
は
、
ほ
か
の
２
つ
の
学

び
に
比
べ
て
少
し
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
な
り
の
言
葉
で
説
明

す
る
と
、「
知
識
・
技
能
が
相
互
に
関
連

づ
け
ら
れ
て
、
構
造
化
さ
れ
た
り
身
体
化

さ
れ
た
り
し
て
高
度
化
し
、
駆
動
す
る
状

態
に
向
か
う
学
び
」
と
な
り
ま
す
。
知
識

は
、
身
に
つ
け
た
当
初
は
ば
ら
ば
ら
で
、

様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
ず
、
失
わ
れ
や

す
い
状
態
で
す
。そ
こ
か
ら
、「
深
い
学
び
」

を
通
し
て
各
教
科
・
科
目
で
身
に
つ
け
た

知
識
の
活
用
・
発
揮
を
繰
り
返
す
と
、
知

識
が
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
り
、
統
合

さ
れ
た
り
し
て
、
学
習
や
生
活
の
場
面
で

使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
、
定
着
も
深

ま
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
態
を
、私
は「
知

識
が『
駆
動
』す
る
」と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　「
知
識
が
『
駆
動
』
す
る
」
学
び
に
は
、

大
き
く
４
タ
イ
プ
（
図
２
）
あ
り
、
そ
れ

ら
は
、資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
で
あ
る

「
知
識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

の
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す（
図
３
）。そ
の

学
び
の
好
例
は
、［
実
践
事
例
２
］
静
岡
県

立
御ご

殿て
ん

場ば

高
校
の
美み

那な

川が
わ

雄
一
先
生（
Ｐ
．

12
〜
14
）の
授
業
に
見
ら
れ
ま
す
。「
フ
ラ

ン
ス
革
命
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の

は
誰
か
」
と
い
う
美
那
川
先
生
の
問
い
か

け
に
、生
徒
は
既
有
の
知
識
を
用
い
て「
そ

う
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
」と
気
づ
き
、

一
気
に
思
考
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
ま
さ

に
、
❸
知
識
が
場
面
と
つ
な
が
る
タ
イ
プ

の
状
態
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　［
実
践
事
例
５
］
大
阪
府
立
今
宮
高
校

宣言的な知識は、「ＡはＢである」といった事実を表
す知識で、一般的にイメージされる知識を指す。個
別の宣言的な知識の関連性に気づいて相互に結びつ
けられると、知識の質が高まり、「概念化」する。

❶−１	宣言的な知識がつながるタイプ
	 〈ネットワーク型Ⅰ〉

❸	知識が場面とつながるタイプ ❹	知識が目的や価値、手応えとつながるタイプ

❶−２	宣言的な知識がつながるタイプ
	 〈ネットワーク型Ⅱ〉

❷	手続き的な知識がつながるタイプ
	 〈パターン型〉

各教科の特別な場面や状況で学んだ個別的な知識
が、ほかの場面や状況でも使えそうだと気づくと、汎
用的に自由自在に活用・発揮できるようになる。問題
解決のために自分が持つ知識のどれが使えるかを選
択し、必要に応じて新たな知識を組み合わせて思考
できるようになる。

生徒はもともとおぼろげに中心的な知識（中心概念）
を持っており、そこに多くの個別の宣言的な知識がつ
ながると、認識の質が高まる。すると、中心概念はよ
り明確で高次の概念へと高まっていく。

知識を活用・発揮し、それらが「目的や価値」と結び
つくと、知識をより適切・適正に人生や社会に生かそ
うとする姿勢につながる。また、充実感や達成感、自
己有能感などの「手応え」とつながると、「やってよかっ
た」「次もやってみよう」と、知識が「持続・安定」し
ていく。

手続き的な知識は、行為などに関する知識
で、自転車の乗り方など、繰り返し練習する
ことで無意識的にできるようになる知識を指
す。技能とは、手続き的な知識の集合体とも
言える。数学の計算、外国語の会話、楽器
の演奏などがそれに該当する。深い学びを
通して、手順ややり方に関する知識が一連の
知識構造としてつながると、知識は身体化、
自動化されていく。

知識 知識 知識

知識

知識

知識

知識

知識

知識 知識

知識

知識

知識 知識

知識

知識

知識

知識

おぼろげに
有している
中心概念

知識

知識 知識

知識

知識

中心概念

知識

知識

身体化・自動化

適
切
・

適
正

安
定
・

持
続

場面
場面

場面

場面

場面

場面

手応え

目的

価値

「知識が『駆動』する」学びの４タイプ図2

４
タ
イ
プ
の
学
習
過
程
を
理
解
し
、

「
深
い
学
び
」の
構
造
を
捉
え
る

深
い
学
び

＊田村学『深い学び』（東洋館出版社、2018年）
P.44、45、50、57、61掲載の資料を基に編
集部で作成。
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の
森
一か

ず

真ま

先
生
（
Ｐ
．21
〜
23
）
は
、
授

業
中
の
ペ
ア
活
動
や
グ
ル
ー
プ
活
動
に
加

え
、
生
徒
が
家
庭
学
習
で
も
身
に
つ
け
た

英
語
を
使
っ
て
実
際
に
表
現
す
る
活
動
を

取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
様
々
な
場
面
や

状
況
を
想
定
し
、
知
識
を
ど
う
活
用
す
る

と
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
る
の
か
を
、
生
徒
が
自
覚
的
に
試
行
錯

誤
す
る
中
で
、
❷
手
続
き
的
な
知
識
が
つ

な
が
る
タ
イ
プ
の
よ
う
に
、
知
識
は
身
体

化
・
自
動
化
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　「
深
い
学
び
」は
、様
々
な
知
識
を
活
用

し
、
そ
れ
ら
を
関
連
づ
け
る
こ
と
な
ど
で

実
現
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
学
習
内
容
を
自

分
の
課
題
と
し
て
捉
え
る
「
主
体
的
な
学

び
」
と
、
知
識
を
整
理
し
て
再
構
成
す
る

「
対
話
的
な
学
び
」は
、「
深
い
学
び
」に
関

連
し
て
い
ま
す
。３
つ
の
学
び
は
そ
れ
ぞ

れ
に
意
味
や
価
値
が
あ
り
ま
す
が
、「
知

識
が『
駆
動
』す
る
状
態
に
向
か
う
」と
い

う「
深
い
学
び
」
の
実
現
を
意
識
し
た
も

の
に
、ほ
か
の
２
つ
の
学
び
が
な
っ
て
い

る
か
と
い
っ
た
視
点
が
重
要
な
の
で
す
。

　「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」で
は
、

授
業
ご
と
や
単
元
末
に
振
り
返
り
を
行
う

こ
と
も
大
切
で
す
。［
実
践
事
例
４
］
の

溝
上
先
生（
Ｐ
．18
〜
20
）
は
、
学
習
内
容

を
文
章
に
し
て
書
く
振
り
返
り
を
毎
授
業

行
っ
て
い
ま
し
た
。文
章
を
書
い
て
振
り

返
る
と
、よ
り
深
く
考
え
る
機
会
と
な
る

だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
気
づ
き
が
生

徒
間
で
共
有
し
や
す
く
な
り
ま
す
。他
者

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、振
り
返

り
の
効
果
が
さ
ら
に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

　
振
り
返
り
に
は
、
ⓐ
学
習
内
容
を
確
認

す
る
、
ⓑ
直
近
の
学
習
内
容
を
過
去
の
学

習
内
容
と
関
係
づ
け
た
り
、
一
般
化
し
た

り
す
る
、
ⓒ
学
習
内
容
を
自
分
と
結
び
つ

け
、
自
己
変
容
を
自
覚
す
る
と
い
っ
た
機

能
が
あ
り
ま
す
。
ⓐ
と
ⓑ
は
、
知
識
・
技

能
や
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育

成
に
重
要
で
す
。
さ
ら
に
ⓒ
に
よ
っ
て
、

充
実
感
や
達
成
感
、
自
己
有
能
感
と
い
っ

た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
と
し
て
の
手
応
え

を
生
徒
が
感
じ
る
こ
と
で
、
学
び
は
一
層

深
ま
り
ま
す
。

　
知
識
を
構
造
化
さ
せ
、駆
動
す
る
状
態

へ
と
向
か
う
学
び
の
過
程
は
、複
雑
に
見

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
各
教

科
・
科
目
の
専
門
知
識
が
豊
富
な
高
校
の

先
生
方
は
、学
び
の
構
造
さ
え
押
さ
え
れ

ば
、ス
ム
ー
ズ
に
実
践
で
き
る
で
し
ょ
う
。

い
わ
ゆ
る「
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
」で
授
業

づ
く
り
を
し
て
き
た
先
生
方
で
あ
れ
ば
、

教
科
・
科
目
の
専
門
知
識
が
整
理
さ
れ
た

状
態
で
自
身
の
中
に
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
授
業
改
善
の
土
台
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、

す
べ
て
の
生
徒
に
資
質
・
能
力
を
育
成
す

る
授
業
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
人
間

の
認
知
特
性
は
様
々
で
、
例
え
ば
、
音
声

言
語
に
よ
る
説
明
よ
り
も
、
視
覚
的
な
説

明
や
活
動
を
取
り
入
れ
た
方
が
、
学
び
が

深
ま
り
や
す
い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し

た
多
様
な
生
徒
の
視
点
に
立
ち
、
学
習
者

本
位
の
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
深
い
学
び
」
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ

た
知
識
は
、
は
が
れ
落
ち
に
く
く
、
し
っ

か
り
定
着
し
ま
す
。
ま
ず
は
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
考
え
方
に
改
め

て
触
れ
、
少
し
ず
つ
実
践
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
生
徒
の
学
ぶ
姿
勢
や
表
情
の
変
化

に
手
応
え
を
感
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
資

質
・
能
力
を
育
む
学
び
を
一
層
追
究
し
た

い
と
感
じ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

資質・能力の３つの柱と「知識の構造化」の関係図３

知識・技能

学びに向かう力・人間性等

思考力・判断力・表現力等

目的や価値、手応えとつながり、構造化して
高度化した知識は、「どのように社会・世界と
かかわり、よりよい人生を送るか」という「学
びに向かう力・人間性等」になると考えられる。

学びを人生や社会に生かそうとする

生きて働く

❶	宣言的な知識が
	 つながるタイプ
	 〈ネットワーク型Ⅰ・Ⅱ〉
❷	手続き的な知識が
	 つながるタイプ
	 〈パターン型〉

相互につながり合った知識や
技能は、生きて働く「知識・
技能」（何を理解しているか、
何ができるか）になる。

❸	知識が場面とつながる
	 タイプ

場面や状況とつながった知識・
技能は「思考力・判断力・表
現力等」（理解していること・
できることをどう使うか）に
なると考えられる。

未知の状況にも対応できる

❹	知識が目的や価値、手応えとつながるタイプ

こ
れ
ま
で
の
実
践
を
土
台
に

学
習
者
本
位
の
授
業
改
善
を

今
後
の
実
践
に
向
け
て

「
深
い
学
び
」の
実
現
を
意
識
し
、

す
べ
て
の
学
び
を
連
動
さ
せ
る

＊田村学『深い学び』（東洋館出版
社、2018年）P.63掲載の資料を
基に編集部で作成。
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本
誌
は
、
今
号
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
教
師
や
生
徒
の
気
づ
き
や
学
び
を
踏

ま
え
て
新
学
習
指
導
要
領
を
捉
え
直
し
、 

教
育
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
る
シ
リ
ー

ズ
特
集
を
開
始
し
た
。
そ
の
起
点
と
な
っ

た
前
号
の
８
月
号
で
は
、
育
成
を
目
指
す

「
資
質
・
能
力
」
と
は
何
か
、
そ
れ
は
ど

う
い
っ
た
場
面
で
発
揮
さ
れ
た
り
、
育
ま

れ
た
り
す
る
の
か
を
、高
校
生
や
社
会
人
、

そ
し
て
現
場
の
教
師
た
ち
の
気
づ
き
や
学

び
を
通
し
て
改
め
て
捉
え
直
し
た
。
予
測

困
難
な
社
会
を
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教

育
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
す
る
の
か

を
考
え
る
特
集
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た

「
ま
だ
誰
も
明
確
な
『
答
え
』
を
持
っ
て

い
な
い
課
題
」
に
学
校
現
場
が
取
り
組
む

際
に
は
、
す
べ
て
の
教
師
が
立
場
や
職
歴

を
超
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
思
い
を
共

有
す
る「
対
話
」が
必
要
と
な
る
。そ
こ
で
、

自
校
に
対
話
の
文
化
を
醸
成
す
る
き
っ
か

け
に
し
て
も
ら
う
べ
く
、
本
誌
の
特
集
を

踏
ま
え
て
、
自
校
の
教
師
が
教
育
の
「
こ

れ
か
ら
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
オ
ン
ラ
イ

ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
た
。

　
そ
の
第
１
回
目
が
、
９
月
18
日
に
実
施

さ
れ
た
。
ま
ず
、
本
誌
編
集
部
が
８
月
号

の
特
集
の
概
要
を
説
明
。
次
に
、
講
師
・

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
長
野
県
蘇

南
高
校
の
小
川
幸
司
校
長
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
気
づ
き
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
で
求
め
ら
れ
る
「
資
質
・
能
力
」
の
視

点
か
ら
、
自
校
の
教
育
活
動
の
再
構
築
を

行
っ
た
取
り
組
み
（
８
月
号
・
特
集
P.

　

26

〜
29
に
掲
載
）
を
紹
介
し
た
（
写
真
１
）。

そ
の
後
、
臨
時
休
業
下
で
の
生
徒
の
成
長

に
つ
い
て
お
互
い
の
気
づ
き
を
共
有
し
、

資
質
・
能
力
の
さ
ら
な
る
育
成
の
た
め
の

教
育
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
合

う
、
自
校
の
教
師
同
士
に
よ
る
対
話
が
行

写真 1　教師同士
の対話を重視して、
コロナ禍による想
定外の事態に向き
合った経験を語る
小川校長。定期的
な職員会議以外に
も、教師を小ブロッ
クに分けて毎日語り
合う場を設けるな
ど、「動的な対話の
集団」づくりに挑ん
だ。

自校の教師同士の対話を通じて、 
教育の「これから」を考える

新学習指導要領の実施まで２年を切った今、自校の教育の「これから」について、教師同士がそれぞれの考えや思
いを率直に語り合う場が求められている。そこで、VIEW21編集部は、自校の教師同士で自校の教育の「これから」
について考え、語り合うオンライン・ワークショップを企画。その第1回目を9月18日に実施した。

第１回リポート 

オンライン・ワークショップ

本
誌
８
月
号
の
特
集
に
登
場
し
た

実
践
者
の
講
話
を
基
に
対
話

日時	 2020	年９月18	日（金）
	 15	時	00	分	～	17	時	00	分

形式	 オンライン（ライブ配信）

第１回オンライン・ワークショップ
の概要

主な内容
❶VIEW21編集部と講師の長野県蘇

そ
南
なん
高校・小川幸司校長による本誌 8月号の特集

記事についての解説
❷本誌 8月号の特集の末尾に掲載のワークシート（P.32～33）を活用した、校内での対話
　　「自校で育成を目指す資質・能力」「臨時休業を始めとする想定外の事態の中で
の気づき」「教育活動の見直し」の3点について、それぞれ自校の教師同士で語り
合い、その内容をオンライン上のシートに書き込むことで、参加校がお互いの状況
や課題を共有。さらに、講師の小川校長が助言を行った。

８月号より発刊ごとに開催
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だ
。
ま
ず
、
参
加
者
各
自
が
事
前
に
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
た
、
①
「
自
校
で
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
（
自
校
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
今
後
検
討
す
る

場
合
は
、
学
年
団
や
分
掌
な
ど
で
重
視
し

て
い
る
資
質
・
能
力
）」
と
、
②
「『
臨
時

休
業
を
始
め
と
す
る
想
定
外
の
事
態
の
中

で
、
生
徒
が
発
揮
し
て
い
た
資
質
・
能
力

と
、
生
徒
が
十
分
に
発
揮
で
き
な
か
っ
た

資
質
・
能
力
』、
そ
れ
ぞ
れ
そ
う
思
う
背

景
と
な
っ
た
生
徒
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
に
つ

い
て
、
自
校
の
教
師
同
士
で
共
有
し
た
上

で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
シ
ー
ト
に
書
き
込
み
、

そ
れ
を
参
加
校
間
で
共
有
し
た
。
小
川
校

長
は
、
各
校
に
見
ら
れ
る
共
通
点
や
特
徴

に
言
及
し
、
課
題
に
つ
い
て
は
助
言
を

行
っ
た
。

　
そ
し
て
、
③
「
資
質
・
能
力
の
さ
ら
な

る
育
成
の
た
め
に
、
継
続
・
発
展
さ
せ
る

べ
き
教
育
活
動
、
新
た
に
始
め
る
べ
き
教

育
活
動
、
中
止
を
含
む
抜
本
的
な
見
直
し

が
必
要
な
教
育
活
動
」
に
つ
い
て
、
①
・

②
と
同
様
の
流
れ
で
対
話
を
行
っ
た
。
そ

う
し
て
、
各
教
師
が
見
聞
き
し
た
生
徒
の

様
子
と
、
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
教
育
活
動

に
つ
い
て
の
考
え
を
共
有
し
、
意
見
を
交

わ
す
こ
と
を
通
じ
て
、自
校
の
教
育
の「
こ

れ
か
ら
」
を
見
い
だ
し
て
い
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加

校
の
中
か
ら
、２
校
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

　
石
川
県
・
私
立
星
稜
中
学
校
・
高
校
は
、

主
体
的
に
学
ぶ
力
や
思
考
力
、
判
断
力

な
ど
を
生
徒
が
身
に
つ
け
て
い
け
る
よ
う

に
、
様
々
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
校
内
の
教
育

わ
れ
た
。
２
０
２
０
年
度
の
本
誌
の
特
集

の
末
尾
に
は
、
そ
の
号
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
自
校
の
教
師
同
士
で
語
り
合
い
、
実
践

に
つ
な
げ
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
そ
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
使
っ
た
対
話
が
展
開
さ
れ
た
。

　
対
話
の
具
体
的
な
流
れ
は
次
の
通
り

対
話
を
通
じ
て
、
自
校
の

「
こ
れ
か
ら
」
が
見
え
て
き
た

写真 2　星稜中学
校・高校からは、３
人の教師が参加。
同校は、中高一貫
校としてのグランド
デザインの策定に
向けて動き始めて
いる。

参加した教師のワークシート図

本ワークショップに参加した教師のワークシート。「教科や分掌に一任していた事柄の中には、学校や学年団としてもっと
対話を重ね、改善を図るべきことがあると、自校の教師と共有できたのが最大の収穫」と感想を語った。
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活
動
を
統
合
す
る
大
き
な
目
標
の
設
定
の

必
要
性
を
感
じ
、
教
師
間
の
目
線
合
わ
せ

の
方
法
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
今
回
の
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し

た
（
P.
　

29
写
真
２
）。
同
校
の
生
徒
の
多

く
が
、
臨
時
休
業
中
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
教
師
に
積
極
的
に
質
問
や
相
談
を
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
向
上
心
を
持
っ
て
学

び
に
向
か
う
力
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と

を
、
教
師
た
ち
は
実
感
し
た
と
い
う
。
そ

う
し
た
生
徒
の
成
長
を
、
今
回
の
対
話
を

通
し
て
確
認
し
た
こ
と
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
デ
ザ
イ
ン
に
生
徒
も
参
画
さ
せ
、
到

達
目
標
を
生
徒
自
身
が
設
定
し
て
、
教
師

と
と
も
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
仕
組
み

づ
く
り
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
、
今
後

の
教
育
活
動
の
あ
り
方
を
大
胆
に
展
望
し

た
。
同
校
の
教
師
の
１
人
は
、「
今
回
の

対
話
に
よ
っ
て
、
個
人
で
考
え
て
い
た
こ

と
に
一
本
筋
が
通
り
、
方
針
が
で
き
た
よ

う
に
感
じ
た
」
と
、
手
応
え
を
語
っ
た
。

　
福
井
県
立
若わ

か
さ狭
高
校
は
、
全
国
の
高
校

教
師
が
コ
ロ
ナ
禍
で
ど
の
よ
う
な
課
題
に

直
面
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
教
育
的
転
機
と
し

て
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
で
、
自
校
の
現
状
を
俯
瞰
的
に
捉

え
直
し
た
い
と
思
い
、
参
加
（
写
真
３
）。

同
校
の
教
師
た
ち
は
、
蘇
南
高
校
の
小
川

校
長
の
、
従
来
の
学
校
観
に
と
ら
わ
れ
な

い
取
り
組
み
を
聞
く
中
で
、
福
井
県
立
中

学
校
・
高
校
計
28
校
の
全
生
徒
に
貸
与
さ

れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に
注
目
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
備
さ
れ
、
教
育
手
段

が
増
え
た
時
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
機

会
を
ど
の
よ
う
に
設
計
し
て
い
く
か
」「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
十
分
に
活
用
し
な
が
ら
も
、
学
校

と
い
う
場
で
し
か
で
き
な
い
教
育
活
動
を

模
索
す
る
重
要
性
」
を
語
り
合
っ
た
。
同

校
の
教
師
の
１
人
は
、「
社
会
が
激
変
す

る
中
で
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
力
が

今
ま
で
以
上
に
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
、教
師
と
し
て
の
課
題
を
語
っ
た
。

　
本
誌
で
は
、
今
後
も
授
業
の
あ
り
方
や

学
習
評
価
、
特
別
活
動
を
テ
ー
マ
と
し
た

教
育
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
る
特
集
と
、

自
校
の
教
師
同
士
の
対
話
を
通
じ
て
、
各

特
集
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
考
え
を
深
め
る

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開

し
て
い
く
。
各
校
の
「
こ
れ
か
ら
」
の
学

校
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊　カリキュラム・マネジメントに関するワークショップの詳細は、本誌2019年 6月号の特集（P.2〜23）に掲載しています。

写真3　若狭高校か
らは４人の教師が
参加。同校は、「責
任を持って、主体
的に社会を変えて
いこうとする意志」
を生徒に育むため、
教科の授業や探究
学習の改善などに
取り組んでいる。

VIEW21編集部では、2019年 3月に
開催した「カリキュラム・マネジメント」
に関するワークショップ（＊）などを
通じて、ファシリテーションの経験と
ノウハウを積み重ねてきました。オン
ライン・ワークショップの実施は初め
てでしたが、当日は、「自分（自校）の
問題意識や考えは自分（自校）だけが
持っていたわけではなかった」「自分（自
校）にはない問題意識や考えだ」といっ
た気づきを参加者に持っていただける
よう心がけ、そして何より、「対話を楽
しんでもらいたい」という思いで、丁
寧に会を進行しました。画面を通じて
うかがい知ることができた、熱を帯び
た対話の様子や、事後アンケートの声
からも、参加者が対話を楽しまれた様
子が伝わってきました。積極的に参加
をいただいたことに、改めて感謝申し
上げます。

自校の教師同士での
対話を楽しめるよう配慮

VIEW21 編集部 ファシリテーターより

参加者の声（事後アンケートより）

同じ高校の生徒に対して、それぞれの教科でどの
ような授業を行っているのか、その一端を共有で
きました。今回の対話が、生徒観を深めたり、具
体的な授業改善につながったりするきっかけにな
りそうです。こうした対話の機会を校内でさらに
設けることで、例えば、生徒が苦手としている数
学の内容を、理科の授業で扱う際に留意して指導
するなど、教科間連携が進むと思います。

同僚と対話する中で、校内における情報や目標の共
有がまだ十分ではないということが明らかになりま
した。そして、自分が常々感じている課題意識は決
して個人的なものではなく、学校共通の課題である
ということを、改めて確認することができました。

今回のオンライン・ワークショップに参加した教
師から、「本校はこうした対話の場が少ない。もっ
と必要だ」という意見が出ました。これを機会に、
対話の場をぜひ設けていこうと思いました。

教師によって表現は異なっていても、「原点となる
考え」が共通していることが見えてきました。迷っ
た時には、今回のワークショップで見えた原点に
戻ればよいのだと思いました。
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新学習指導要領の実施まで２年を切った中で学校現場が直面した臨時休業を始めとする想定外の事態は、予測困難
な社会を生きるために必要な資質・能力とはどのようなものか、そして、その資質・能力を育むための「主体的・
対話的で深い学び」を実現する授業とはどのような授業なのかを、改めて先生方に問うものでした。今こそ、「主体的・
対話的で深い学び」について問い直し、具体的な授業改善へとつなげていく好機と捉え、VIEW21 編集部では、自
校の教師同士で「主体的・対話的で深い学び」について考え、語り合うオンライン・ワークショップを企画。新学
習指導要領の作成に携わった、國學院大學の田村学教授（本号 P.24 〜 27）の協力を得て開催します。資質・能力
を育む授業の「これから」を自校の教師同士で考える機会として、多くの先生方の参加をお待ちしています。

講師・ファシリテーター ワークショップの主な内容

國學院大學
人間開発学部
初等教育学科 教授

田村 学
◎専門はカリキュラム論など。新潟県公
立学校教諭、同県柏崎市教育委員会指
導主事、文部科学省初等中等教育局教
育課程課教科調査官、同省同局視学官
などを歴任。同省で新学習指導要領の
作成に携わる。２０１７年度から現職。著
書に『深い学び』（東洋館出版社）など。

❶10月号の特集について解説
10 月号の特集について、田村教授と編集部が解説

❷自校の教師同士で対話
田村教授と編集部のファシリテーションの下、本号 P.32〜33 掲載のワークシート
を用いた、自校の教師同士による対話を通じて、「主体的・対話的で深い学び」と、
その実現に向けた授業改善について考える

❸質疑応答、議論内容共有
記事についての質疑応答と、各校の対話の内容の共有を行う

本号 P.32〜33のワークシートを用いながら、
自校の教師同士の対話を通じて、自校の教育の「これから」を考えます

本号 P.32〜33のワークシートにお取り組みの上、
自校の先生方と一緒に（２人以上）ご参加ください

自校の教師同士の対話を通じて、
「主体的・対話的で深い学び」
を考える

PRESENTS

日時
2020 年11月25日（水）15時 30 分 〜 17 時 30 分
＊15 時 10 分からベネッセ教育情報センターによる新学習指導要領に関する情報提供を予定しています。

形式
オンライン（ライブ配信）
申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します

参加申し込み
方法・締め切り

QRコード、またはURLから登録してください
参加申し込みは 2020 年11月19日（木）まで

https://enquete.benesse.ne.jp/
forms/o/we7767ef96/form.php

参加費 無料

イベントのご案内

第 2 回オンライン・ワークショップ
2020年

11月25日（水）
オンラインで

開催！
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テ
ー
マ

私
が
考
え
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
上
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
生
徒
に
育
む
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
学
び
を
実
現
す
る
授
業
の
あ
り
方
は
、
学
校
や
生
徒
の
状
況
、
そ
し
て
教
師
の
教
育
観
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
つ
い
て
校
内
で
対
話
し
、
具
体
的
な
授
業
改
善
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

『VIEW21』高校版
2020年 10月号特集

NEXTを
語り合う
ワークシート

生徒の

教師の
自校の 社会の

本ワークシートを複写、またはダウンロード
し、各自が、下記①〜③の上段部分を記入し

た上で集まる。各教師の記入内容を共有しながら、参考にしたいと思ったこと
や質問したいことを、①〜③の下段にある囲みに、それぞれ記入する。自校の
教師と意見を交わすことを通じて、目指すべき「主体的・対話的で深い学び」を、
参加者個々が深めていく。

ワークシートの使い方

でご覧ください。

私
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

❶
の
資
質
・
能
力
を
育
む
、
私
が
考
え
る

「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」

※
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
授
業
実
践
を
通
じ
て
新
た
に
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
そ
の
点
も
踏
ま
え
て
書
く
。

「
主
体
的
な
学
び
」
と
は

「
対
話
的
な
学
び
」
と
は

「
深
い
学
び
」
と
は

12

自校の教師の話を聞いて、つけ加
えたいと思った資質・能力や、自
分が表現したものよりもフィットす
ると思った資質・能力を記入する。
また、質問したいことなどがあれ
ば記入。

特集 「主体的・対話的で深い学び」を問う
教育の「これから」を考えるシ リ ー ズ 1
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「主体的・対話的で深い学び」を自分なりの言葉で表現できる先生は少ないかもしれません。そ
のため、ファシリテーター役の先生は、対話への参加を自校の先生に呼びかける際に、「ワーク
シートの中に答えられない項目があったのならば、それは授業改善のチャンスということです」

といった言葉を添えることで、対話の場への参加に対する心理的なハードルを下げられるでしょう。また、参加者が対話を重
ねても「主体的・対話的で深い学び」についての理解に深まりが見られない時は、対話の途中に今号の特集の「実践事例（P.9
〜 23）」「解説（P.24〜 27）」を読む時間を設けることで、新たな視座を得ることができ、対話が活性化するかもしれません。

ファシリテーター役の
先生へ　　

このマークのある図版は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME→教育情報→高校向け」

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ご
案
内

❶
の
資
質
・
能
力
を
育
む
、
私
が
考
え
る

「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」

※
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
授
業
実
践
を
通
じ
て
新
た
に
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
そ
の
点
も
踏
ま
え
て
書
く
。

「
主
体
的
な
学
び
」
と
は

「
対
話
的
な
学
び
」
と
は

「
深
い
学
び
」
と
は

❷
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
（
あ
る
い
は
、
引
き

続
き
）
取
り
組
み
た
い
授
業
の
具
体
的
な
改
善
内
容

※
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
授
業
実
践
を
通
じ
て
新
た
に
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
そ
の
点
も
踏
ま
え
て
書
く
。

3

本
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
自
校
の
教
師
同
士
に
よ
る
対
話
を
通
じ
て
、
教
育
の
「
こ
れ
か
ら
」
を

考
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
P.

　

31
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自校の教師の話を聞いて、つけ加えたいと思った要素
や、自分が表現したものよりもフィットすると思った要
素を記入する。また、質問したいことなどがあれば記入。

自校の教師の話を聞いて、自分も取
り入れたいと思った改善内容や、質
問したいことなどを記入。

特集 「主体的・対話的で深い学び」を問う
教育の「これから」を考えるシ リ ー ズ 1
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宮
崎
県
立
高
鍋
農
業
高
校
は
、
地
域
の

農
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
担
っ
て
き

た
伝
統
校
だ
。
だ
が
、
農
業
就
業
人
口
の

減
少
を
背
景
に
定
員
割
れ
が
生
じ
、
生
徒

の
学
力
の
多
層
化
な
ど
が
起
き
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
同
校

は
、
２
０
１
８
年
度
、
宮
崎
県
教
育
委
員

会
「
高
等
学
校
に
お
け
る
『
通
級
に
よ
る

指
導
』」の
拠
点
校
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
学
校
改
革
に
踏
み
出
し
た
。

　
教
育
相
談
部
の
市
原
洋
平
先
生
は
、通

級
に
よ
る
指
導
を
、特
別
な
指
導
を
限
定

的
な
場
で
行
う
個
別
支
援
に
と
ど
め
ず
、

学
校
全
体
の
指
導
改
善
に
結
び
つ
け
ら
れ

る
と
考
え
、
宮
崎
大
学
教
育
学
部
の
半
田

健け
ん

講
師
に
相
談
。
半
田
講
師
か
ら
は
、
行

動
目
標
を
提
示
し
た
上
で
、
そ
の
達
成
に

向
け
た
指
導
を
行
い
、
望
ま
し
い
行
動
を

見
せ
た
生
徒
を
認
め
る
と
い
う
、
学
校
全

体
で
取
り
組
む
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
支

援
「
ス
ク
ー
ル
ワ
イ
ド
Ｐ
Ｂ
Ｓ
（Positive 

Behavior Support

）」
を
紹
介
さ
れ
た
。

　「
当
時
の
生
徒
に
は
、
学
習
や
生
活
の

面
で
課
題
が
見
ら
れ
、退
学
者
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の
教
師
が
問

題
意
識
を
持
ち
つ
つ
も
、指
導
の
足
並
み

が
そ
ろ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
指
導
の

目
標
を
共
有
し
、教
師
が
生
徒
の
よ
さ
を

積
極
的
に
褒
め
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

で
、学
校
全
体
に
前
向
き
な
雰
囲
気
を
醸

成
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　「
ス
ク
ー
ル
ワ
イ
ド
Ｐ
Ｂ
Ｓ
」
が
通
級

に
よ
る
指
導
を
し
や
す
く
す
る
と
考
え
た

こ
と
も
、
導
入
の
大
き
な
理
由
だ
。

　「
目
標
と
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に

つ
な
が
る
望
ま
し
い
行
動
を
明
確
に
し
、

ま
ず
、
全
体
を
対
象
と
し
た
支
援
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
個
別
の
支
援
の
方
が

有
効
な
生
徒
が
浮
か
び
上
が
る
と
い
っ
た

流
れ
を
想
定
し
ま
し
た
。『
ス
ク
ー
ル
ワ
イ

ド
Ｐ
Ｂ
Ｓ
』
の
延
長
線
上
に
『
通
級
に
よ

る
指
導
』
を
位
置
づ
け
れ
ば
、
対
象
者
が

周
囲
か
ら
特
別
視
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

支
援
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

教
室
を
始
め
と
し
た
日
常
生
活
の
場
で
、

個
別
の
支
援
で
学
ん
だ
内
容
が
生
か
し
や

す
く
な
る
と
考
え
ま
し
た
」（
市
原
先
生
）

　
市
原
先
生
は
、
新
た
な
取
り
組
み
を
職

員
会
議
で
提
案
。
全
教
師
の
賛
同
が
得
ら

れ
た
た
め
、
導
入
準
備
を
始
め
た
。

　
ま
ず
は
、
18
年
11
月
に
全
教
師
を
対
象

カリキュラム・
マネジメント
を通じて実現

学校教育
目標

授業・
指導改善

評価・検証授業・
指導実践

カリキュラム・
指導計画

学校生活の場面ごとに行動目標を設け、
その達成状況をデータで示すことで

自己肯定感を高め、前向きな行動を促す
宮崎県立高鍋農業高校

◎校訓は「研学修技」「勤労興産」「礼節敬愛」「感
恩報謝」。旧高鍋藩の舞鶴城跡にあり、藩校「明
倫堂」の教えを引き継ぐ。実習農場は、大規模
農家を想定した規模と設備を備える。2017 年
度、文部科学省「スーパー・プロフェッショナル・
ハイスクール（ＳＰＨ）」の指定を受け、専門性
の高い人材育成に取り組む。
◎設立　1903（明治 36）年
◎形態　全日制／園芸科学科・畜産科学科・食品科学科・フードビジネス科／共学
◎生徒数　１学年約110人
◎2020年度進路実績（現役のみ）　４年制大は、別府大、南九州大、宮崎産業経営
大などに５人が合格。農業大学校進学23人。短大、専門学校進学35人。就職63人。
◎URL　http://www.takanabe-ah.ed.jp/

今回

今回 今回

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

生
徒
を
褒
め
て
前
向
き
に
し
、

学
校
の
雰
囲
気
を
よ
く
し
た
い

資
質
・
能
力
の
育
成
の
３
つ
の

観
点
か
ら
行
動
目
標
を
設
定
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「
礼
節
敬
愛
の
取
り
組
み
」と
名
づ
け
た
。
　

　
次
に
、
全
教
師
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
、
３
観
点
ご
と
に
学
校
生
活
の
各
場

面
で
の
望
ま
し
い
行
動
、
す
な
わ
ち
、
行

動
目
標
を
検
討
し
た
。
各
目
標
は
、
生
徒

の
力
を
信
じ
、
達
成
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

レ
ベ
ル
に
設
定
。
各
目
標
の
達
成
状
況
の

評
価
方
法
は
、
新
た
な
取
り
組
み
を
導
入

す
る
の
で
は
な
く
、
既
に
実
施
し
て
い
る

遅
刻
・
早
退
数
な
ど
の
調
査
か
ら
設
定
し
、

教
師
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
し
た
。

　
最
終
的
に
は
、「
教
室
授
業
」「
実
習
」「
休

み
時
間
」
な
ど
の
６
場
面
の
行
動
目
標
を

示
し
た「
礼
節
敬
愛
の
取
り
組
み
」（
図
１
）

と
、
各
目
標
の
評
価
方
法
を
示
す
「
行
動

評
価
表
」（
図
２
）
を
作
成
。
19
年
度
の

新
入
生
か
ら
適
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
市
原
先
生
が
在
校
生
に
そ

の
計
画
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、「
取
り
組
み

は
よ
い
け
れ
ど
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
思

う
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　「
そ
の
生
徒
に
は
、『
１
年
生
は
先
輩
の

行
動
を
参
考
に
す
る
か
ら
、
２
・
３
年
生

が
変
わ
ら
な
い
と
浸
透
し
な
い
』
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
確
か
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
18
年
度
の
３
学
期
、
翌

年
度
に
新
１
年
生
の
先
輩
と
な
る
１
・
２

年
生
に
、『
集
会
』
の
場
面
で
指
導
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
市
原
先
生
）

　
集
会
の
度
に
、
ク
ラ
ス
全
員
が
集
合
す

る
ま
で
の
時
間
を
測
っ
て
そ
の
結
果
を
伝

え
た
り
、
教
師
が
整
列
の
指
導
を
し
た
り

す
る
と
、
驚
く
ほ
ど
の
効
果
が
表
れ
た
。

　「
以
前
は
遅
刻
者
が
多
く
、
雑
然
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
指
導
を
繰
り
返
す
う
ち

に
、
生
徒
は
開
始
時
刻
ま
で
に
集
ま
り
、

静
か
に
整
列
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
生
徒
の
姿
か
ら
、
粘
り
強
く
指
導

に
、
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・

能
力
を
調
査
。
教
育
相
談
部
は
、
そ
の
結

果
を
基
に
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

を
、「
じ
ぶ
ん
を
育
て
よ
う（
自
分
の
内
面
、

行
動
な
ど
）」「
な
か
ま
に
な
ろ
う
（
他
者

へ
の
尊
敬
、
親
し
み
な
ど
）」「
ま
な
び
に

親
し
も
う
（
教
養
、
情
報
活
用
、
表
現
力

な
ど
）」
の
３
観
点
に
整
理
し
た
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

「
○
○
力
」
と
定
義
す
る
だ
け
に
と
ど
め

ず
、
具
体
的
な
「
行
動
」
に
ま
で
落
と
し

込
ん
だ
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、
生
徒
が

何
を
す
れ
ば
よ
い
か
理
解
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
そ
し
て
、
最
も
多
く
の
教
師
が
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
に
挙
げ
た

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を
校
訓

の
「
礼
節
敬
愛
」
の
一
要
素
と
位
置
づ
け
、

「礼節敬愛の取り組み」行動目標（抜粋）図 1

◎ 2019年度
じぶんを育てよう なかまになろう まなびに親しもう

教
室
授
業

□高農の授業を全部好き
になろう

□先生の話を素直に聞く
姿勢を持とう

□思いやりのある言葉と
行動で、よい授業の雰
囲気をつくろう

□教え合いで、互いに理
解を深めよう

□自分の教材を大切に管
理しよう（教科書・ノー
ト・ファイル等）

□得意分野をより高レベ
ルに伸ばそう

実
習

□新しいこと・苦手なこと
にも「挑戦」をしよう

□実習の中で「気づき」
を持とう

□力を合わせる→作業効
率がよくなる→楽しく
なる！　を実感しよう

□先生の「最初の説明」

□実習で使う道具・施設
を大切に扱おう

□分からないことは、そ
の場で聞こう

じぶんを育てよう なかまになろう まなびに親しもう

授
業

•職員アンケート
•礼法キャンペーン
•容儀検査

•遅刻・早退数
•いじめアンケート
•社会スキルアンケート
•提出物状況
•授業・実習中のケガに

よる保健室来室
•授業中の指導回数

•資格取得数
•定期考査
•基礎力診断テスト伸び

率

•ＳＰＨアンケート
•基礎力診断テスト（＊1）

•ＳＰＨアンケート
•いじめアンケート

•ＳＰＨアンケート
•学習環境調査

ＳＰＨアンケートは、文部科学省「スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール」
に関連した意識調査のこと。社会スキルアンケートは、Ｐ．36図３を参照。
＊学校資料を基に編集部で作成。

◎ 2020年度
じぶんを育てよう なかまになろう まなびに親しもう

授
業

□礼儀正しい挨拶と敬語
を心がけよう

□授業中「気づいたこと」
や「疑問」には積極的
に質問しよう

□授業のルールを守り、
落ち着いた雰囲気を作
ろう

□協力する→学習効率が
よくなる→楽しくな
る！　を実感しよう

□得意分野をより伸ば
し、苦手分野には「挑
戦」をしよう

□教材・道具・施設を大
切に使おう

そ
う
じ

□段取りを確認し、自分
から進んで取り組もう

□自分たちの担当場所に
責任を持ち、協力して
キレイにしよう

□「ゴミを減らす」「汚
さない」で学びの環境
を守ろう

集
会

□顔を上げ、話している
人を見よう

□遅刻・私語といったマ
ナー違反を注意し合え
る仲間になろう

□ポートフォリオに記録
を残そう

2019 年度は、「教室授業」「実習」「休み時間」「そうじ」「集会」「寮」の６場面
を設定していたが、20 年度は、「授業」「そうじ」「集会」の３場面に精選した。
＊学校資料を基に編集部で作成。

「礼節敬愛の取り組み」行動評価表（抜粋）図２

＊1　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。

教
育
相
談
部

市
原
洋
平

い
ち
は
ら
・
よ
う
へ
い

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
部

横
田
雅
人

よ
こ
た
・
ま
さ
と

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
農
業
・
畜
産
科
。

校
長奥平

博
徳

お
く
ひ
ら
・
ひ
ろ
の
り

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
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を
続
け
れ
ば
、
生
徒
は
必
ず
変
わ
る
と
い

う
確
信
を
持
ち
ま
し
た
」（
市
原
先
生
）

　
19
年
度
が
始
ま
る
と
、
新
入
生
に
向

け
「
礼
節
敬
愛
の
取
り
組
み
」
を
実
践
し

た
。
教
師
は
、
集
会
や
ク
ラ
ス
で
取
り
組

み
の
目
的
や
目
標
達
成
を
目
指
し
て
す
べ

き
こ
と
な
ど
を
繰
り
返
し
説
明
す
る
と
と

も
に
、
生
徒
が
目
標
に
応
じ
た
行
動
を
起

こ
せ
る
よ
う
環
境
も
整
え
た
。

　
そ
の
１
つ
が
、
行
動
目
標
に
関
連
す
る

講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
生

徒
の
変
容
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

ク
ー
ル
ワ
イ
ド
Ｐ
Ｂ
Ｓ
』
で
重
要
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
１
つ
で
す
」（
市
原
先
生
）

　
19
年
度
の
１
年
生
へ
の
取
り
組
み
の
結

果
、
生
徒
と
教
師
の
双
方
に
大
き
な
変
化

が
表
れ
た
。
生
徒
に
は
、
例
年
の
１
年
生

に
比
べ
て
、
前
向
き
な
姿
勢
で
授
業
を
受

け
、
集
会
や
掃
除
な
ど
で
も
落
ち
着
い
て

行
動
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
取
り
組

み
の
好
影
響
は
全
校
に
広
が
り
、
遅
刻
者

総
数
も
減
少
し
て
い
る
（
図
５
）。
奥お

く
ひ
ら平

博ひ
ろ
の
り徳

校
長
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
学
校
全
体
の
雰
囲
気
が
明
る
く
な
り
、

活
性
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
本
校
で
多
数

を
占
め
る
学
力
中
位
層
の
生
徒
が
、
前
向

き
な
気
持
ち
で
学
校
生
活
に
臨
め
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。『
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
Ⅰ
』
で
は
自
己
分
析
を
す
る
機

会
が
多
い
た
め
、
自
分
を
客
観
的
に
見
る

力
も
育
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
結

果
、
学
校
が
自
分
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る

場
所
だ
と
実
感
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
」

　「
礼
節
敬
愛
の
取
り
組
み
」
は
当
初
、

教
育
相
談
部
が
主
導
し
て
い
た
が
、
そ
の

重
要
性
は
徐
々
に
全
教
師
に
広
が
っ
た
。

学
校
設
定
科
目
「
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
Ⅰ
」
の
設
置

だ
。
例
え
ば
、
人
権
に

関
す
る
講
演
を
行
い
、

生
徒
に
講
演
の
感
想
や

い
じ
め
の
実
体
験
に
つ

い
て
無
記
名
の
作
文
を

書
か
せ
て
、
そ
れ
を
ク

ラ
ス
内
で
共
有
す
る
。

い
じ
め
を
受
け
た
り
見

た
り
し
た
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
体
験
を
知
っ
た
こ

と
で
、「
こ
の
ク
ラ
ス

で
は
、い
じ
め
を
起
こ
さ
せ
な
い
」と
い
っ

た
共
通
意
識
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

　「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
Ⅰ
」
で
は
、
社
会
ス

キ
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
を
用
い
て
年
３
回
、
自

己
評
価
を
実
施
し（
図
３
）、そ
の
結
果
は
、

行
動
目
標
の
達
成
状
況
を
評
価
す
る
デ
ー

タ
の
１
つ
と
し
て
、
教
師
が
注
意
深
く
推

移
を
観
察
し
て
い
る
。

　
２
・３
年
次
に
は
、「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
Ⅱ
・

Ⅲ
」
を
選
択
科
目
と
し
て
設
置
し
た
。
１

年
次
の
行
動
評
価
表
の
結
果
に
基
づ
き
、

個
別
指
導
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
生
徒
に
履
修
を
推
奨
し
、
同
意
し
た
生

徒
に
は
通
級
に
よ
る
指
導
を
行
う
。
20
年

度
の
２
年
生
で
は
、
８
人
が
「
ラ
イ
フ
ス

キ
ル
Ⅱ
」
を
履
修
し
て
い
る
。

　「
挨
拶
」「
そ
う
じ
」な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
、
生
徒
に
目
標
に
応
じ
た
行
動
を
促

す
環
境
整
備
の
１
つ
だ
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
を
通
じ
て
行
動
目
標
を
改
め
て
周
知

し
、集
中
的
に
改
善
を
図
る
。キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
終
了
後
に
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果

（
図
４
）
を
示
し
た
掲
示
物
を
貼
っ
た
り
、

集
会
で
報
告
し
た
り
し
て
、
生
徒
に
必
ず

成
果
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
単
に
褒
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
具
体

的
な
根
拠
を
示
し
て
生
徒
を
褒
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
自
分
の

行
動
の
意
義
を
実
感
し
、『
次
は
こ
こ
ま

で
到
達
し
た
い
』
と
目
標
を
引
き
上
げ
、

よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
を
起
こ
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、『
ス ＊学校資料を基に編集部で作成。

「礼節敬愛　そうじキャンペーン」の１学期の結果図４

20年度１学期の「そうじキャンペーン」の成果を示したグラフ（掲
示板に掲示）。19年度から徐々に成果が出ているのが分かる。

	1	 困っている友だちを助けてあげる。
	2	 友だちの話を面白そうに聞く。
	3	 自分に親切にしてくれる友だちには親切にしてあげる。
	4	 友だちに話しかけられない。
	5	 友だちを脅かしたり、友だちに威張ったりする。
	6	 友だちが失敗したら、励ましてあげる。
	7	 友だちの頼みを聞く。
	8	 自分から友だちの仲間に入れない。
	9	 何でも友だちのせいにする。
	10	 友だちのけんかをうまくやめさせる。

全部で25項目。回答は、「全然あてはまらない」から「よく
あてはまる」の４段階で行う。＊学校資料を基に編集部で作成。

社会スキルアンケートの質問項目（抜粋）図３
目
標
達
成
に
向
け
た
行
動
を
促
す

学
校
設
定
科
目
を
設
置

学
校
全
体
が
落
ち
着
き
、

生
徒
も
教
師
も
前
向
き
に

きれい度 取り組み度

5

4

3

■2019年12月　■通常　
■キャンペーンⅠ前半　■キャンペーンⅡ後半

やったね！　これからもみんなで
学びの環境を守っていこう!!

美化委員の皆さん、ありがとう。
取り組んだ分の成果がありました !!
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保
健
体
育
科
の
教
師
が
、
集
会
時
の
指
導

に
つ
な
が
る
整
列
の
仕
方
を
授
業
に
取
り

入
れ
る
な
ど
、
各
教
師
が
生
徒
の
行
動
を

変
え
る
取
り
組
み
を
試
み
て
い
る
。
19
年

度
に
１
年
生
を
担
任
し
た
横
田
雅ま

さ

人と

先
生

は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
丁
寧
に
掃
除
に
取
り
組
む
様
子
な
ど
、

一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
を
言
葉
に
し
て
褒
め

る
と
、
生
徒
は
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
し

て
、
さ
ら
に
よ
い
行
動
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒
の
姿
か
ら
、

教
師
は
自
分
の
指
導
に
自
信
が
持
て
る
よ

う
に
な
り
、
授
業
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど

の
様
々
な
場
面
で
、
行
動
目
標
を
意
識
し

た
指
導
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

り
組
み
」
を
実
施
し
て
い
る
。
期
待
す
る

の
は
、
２
・
３
年
生
が
昨
年
１
年
間
で
見

せ
た
行
動
を
今
年
度
も
継
続
し
、
１
年
生

は
そ
れ
を
手
本
と
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、
学

校
全
体
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
だ
。

　
学
校
が
抱
え
て
い
た
問
題
が
解
決
さ
れ

て
い
く
中
で
、
こ
の
状
況
を
あ
た
り
前

と
し
て
捉
え
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
い
る

と
、
市
原
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
へ
の
期
待
が
高
ま
る
の
は
よ
い

こ
と
で
す
が
、
目
標
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ

過
ぎ
る
と
、
生
徒
を
褒
め
る
機
会
が
減
っ

た
り
、『
昨
年
の
生
徒
は
で
き
た
の
に
』

と
捉
え
て
、
生
徒
に
不
満
を
抱
い
た
り
し

か
ね
ま
せ
ん
。
多
く
の
生
徒
が
た
く
さ
ん

褒
め
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
続
け
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
行
動
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

　
教
師
の
異
動
が
あ
っ
て
も
取
り
組
み
を

継
続
で
き
る
体
制
づ
く
り
も
課
題
だ
が
、

教
師
に
前
向
き
な
気
持
ち
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
取
り
組
み
で
あ
る
と
い
う
点
は
、

継
承
の
し
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
、
市
原
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
を
叱
る
の
で
は
な
く
、
褒
め
て

前
向
き
に
す
る
指
導
に
、全
教
師
が
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。教
師
も
指
導
を

楽
し
み
な
が
ら
、
生
徒
が
笑
顔
で
成
長
で

き
る
環
境
を
提
供
し
続
け
て
い
き
ま
す
」

　
生
徒
と
教
師
の
意
識
と
行
動
が
相
乗
的

に
変
化
し
て
い
く
一
方
で
、
課
題
も
明
ら

か
と
な
る
。
教
育
相
談
部
で
の
検
討
や
職

員
研
修
で
の
協
議
の
結
果
、
20
年
度
は
取

り
組
み
の
枠
組
み
を
再
編
し
た
。
大
き
な

変
更
点
は
、
評
価
の「
場
面
」を
６
つ
か
ら

３
つ
に
精
選
し
た
こ
と
だ
。（
P.
35
図
１
）

　「
場
面
が
６
つ
も
あ
る
と
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
回
数
も
増
え
、
生
徒
も
教
師
も
取
り

組
み
に
集
中
し
づ
ら
か
っ
た
た
め
、
全
教

師
が
か
か
わ
る
『
授
業
』『
そ
う
じ
』『
集

会
』
の
３
つ
の
場
面
に
絞
り
、
行
動
目
標

も
見
直
し
ま
し
た
」（
市
原
先
生
）

　
ま
た
、
19
年
度
１
年
生
の
「
基
礎
力
診

断
テ
ス
ト
」
の
結
果
を
分
析
す
る
と
、
学

力
下
位
層
に
お
い
て
は
底
上
げ
が
図
ら
れ

て
い
た
が
、
学
力
上
位
層
は
伸
び
悩
ん
で

い
た
。
そ
こ
で
20
年
度
は
、
教
務
部
が
中

心
と
な
り
、「
学
び
の
姿
勢
を
高
め
る
授

業
づ
く
り
～
礼
節
敬
愛
の
取
り
組
み
を
通

し
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
授
業
改
善
の
研
修

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
教
務
主
任

の
成な

り
あ
い合

理
恵
子
先
生
は
、
取
り
組
み
の
ね

ら
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
授
業
の
行
動
目
標
の
１
つ
に
、『
得
意

分
野
を
よ
り
伸
ば
し
、苦
手
分
野
に
は「
挑

戦
」
す
る
』
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
が
担
当
す
る
数
学
で
も
、
上
位
層
を
伸

ば
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
し

た
。
基
礎
学
力
の
定
着
と
、
生
徒
の
得
意

分
野
を
さ
ら
に
伸
ば
す
と
い
う
２
つ
の
方

向
か
ら
、
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
」

　
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
方
法
も
見
直
し

た
。
19
年
度
は
、
全
体
に
向
け
て
取
り
組

み
の
成
果
と
課
題
を
報
告
し
た
が
、
20
年

度
は
、
行
動
目
標
の
到
達
状
況
を
整
理
し

た
個
票
を
作
成
す
る
な
ど
、
個
人
に
向
け

た
評
価
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　「
学
校
全
体
の
雰
囲
気
は
落
ち
着
き
ま

し
た
が
、
行
動
目
標
の
達
成
状
況
に
は
個

人
差
が
あ
り
ま
す
。『
先
生
は
自
分
を
見

て
く
れ
て
い
る
』と
い
う
気
持
ち
を
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
持
た
せ
る
こ
と
は
、
生
徒

と
教
師
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
望
ま
し
い

行
動
を
増
や
す
上
で
も
重
要
で
す
。
今
後

は
、
個
別
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
力
を
入

れ
、
さ
ら
に
生
徒
の
行
動
変
容
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
」（
横
田
先
生
）

　
20
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
る
臨
時
休
業
を
経
て
、
通

常
登
校
再
開
と
同
時
に
「
礼
節
敬
愛
の
取

＊学校資料を基に編集部で作成。

全学年の遅刻者数の年間推移図５

2020年度
前半

2019 年度2018 年度2017年度2016年度
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改
善
さ
れ
た
今
を
あ
た
り
前
と

せ
ず
、
生
徒
を
褒
め
続
け
た
い

新課程に向けて描く　「学校教育デザイン」

個
別
の
評
価
を
充
実
さ
せ
、

一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
る
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初
任
校
で
も
あ
る
前
任
の
商
業
高
校
時
代
に
、
清
水

絢
子
先
生
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、

Ａ
Ｌ
）の
視
点
を
授
業
に
取
り
入
れ
始
め
た
。
当
初
は
、

生
徒
の
興
味
を
か
き
立
て
よ
う
と
面
白
い
生
物
の
話
題

を
盛
り
込
ん
だ
授
業
を
行
っ
た
が
、
関
心
を
示
し
た
の

は
一
部
の
進
学
希
望
者
の
み
だ
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の

宮城県村田高校
◎宮城県村田実科高等女学校として開校。
1995年、県内初の単位制の総合学科に改編し
た。「誠意、勤労、識見、気魄、協和」を校訓
として、学力・体力・志と心の教育を目指す。
普通教科の科目に、福祉・商業・工業の専門
科目を加えた教育課程を編成し、生徒の幅広
い希望進路に対応している。
◎設立　1924（大正13）年
◎形態　全日制／総合学科／共学
◎生徒数　１学年約120人
◎2020年度進路実績（現役のみ）
４年制大は、石巻専修大、尚絅学院大、仙台大、
東北学院大、東北工業大、東北福祉大、福島
学院大に延べ９人が合格。短大、専門学校進
学31人。就職60人。
◎URL

宮城県村田高校
清水絢子　しみず・あやこ　

教職歴７年。同校に赴任して３年目。
進路指導部。理科（生物）担当。
前任校の２年目から本格的に
アクティブ・ラーニングの視点を
取り入れた授業を実践。

https://murata-h.myswan.ed.jp/

13:35 １分間スピーチ 授業
ハイライト

ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
と

生
徒
同
士
の
相
互
説
明
・
評
価
を
通
じ
て
、

知
識
を
体
系
化
さ
せ
、伝
え
る
力
を
育
む

冒頭、清水先生から、本時は単元のまとめとなるラーニ
ングマップを作成し、その内容を確認する口頭試験を行
うことが説明された。次に、事前に指名されていた生徒
が、生物多様性をテーマに調べた内容を発表する１分間
スピーチを行った。担当の生徒は、虫に寄生し、それを
栄養素にして成長する冬虫夏草について発表した。

●
３
年
生
「
生
物
」
の
「
生
態
と
環
境
」
の
全
18
時
間
の

う
ち
の
17
・
18
時
間
目
。
生
徒
各
自
で
、
単
元
の
ま
と
め

と
な
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
。
ま
と
め
た
内
容
を

ペ
ア
で
説
明
し
合
っ
た
後
、
１
人
ず
つ
口
頭
試
験
が
行
わ

れ
た
。（
Ｐ
．41
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

生物

実践

面
白
い
だ
け
の
授
業
か
ら
脱
却
し
、

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
を
考
え
直
し
た

清
水
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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生
徒
が
、
自
分
の
考
え
を
筋
道
を
立
て
て
表
現
す
る
こ

と
や
、
相
手
の
考
え
を
し
っ
か
り
聞
く
と
い
っ
た
、
社

会
を
生
き
る
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
に
乏
し
い
こ
と

に
も
、
課
題
を
感
じ
て
い
た
。

　「
授
業
を
通
じ
て
、
卒
業
後
に
も
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
が
、
私
自
身
に
そ
れ
ら

の
力
を
伸
ば
す
指
導
力
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
授
業

改
善
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
外
部
の
研
修
会
や
学
会
に

参
加
し
、
そ
こ
で
出
合
っ
た
の
が
Ａ
Ｌ
で
し
た
」

　
生
徒
に
は
、授
業
は
、教
科
・
科
目
の
知
識
だ
け
で
な

く
、
表
現
力
な
ど
も
身
に
つ
け
る
場
で
あ
る
と
折
に
触

れ
て
説
明
し
、ペ
ア
ワ
ー
ク
な
ど
を
取
り
入
れ
た
。実
践

を
重
ね
る
う
ち
に
、「
他
者
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
理
解
が
浅
い
と
こ
ろ
が
分
か
っ
た
」
と
語
る
生
徒

が
現
れ
る
な
ど
、
メ
タ
認
知
能
力
の
向
上
に
も
有
効
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。一
定
の
手
応
え
を
感
じ
た
清

水
先
生
だ
っ
た
が
、現
任
校
に
着
任
後
、す
ぐ
に
担
当
し

た
3
年
生
の
授
業
で
は
、教
科
書
の
内
容
を
生
徒
同
士

で
説
明
し
合
う
と
い
っ
た
形
態
に
生
徒
は
戸
惑
っ
た
。

　「
自
分
の
考
え
を
、
他
者
に
伝
え
る
活
動
に
慣
れ
て

お
ら
ず
、
不
安
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
前
任
校
で
感

じ
た
生
徒
の
課
題
は
現
任
校
で
も
同
じ
で
、
Ａ
Ｌ
の
有

用
性
を
感
じ
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
生
徒
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
に
時
間
を
か
け
る
べ
き
で
し
た
。
実
践
の
意
図

を
丁
寧
に
語
る
と
と
も
に
、
私
自
身
が
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
い
る
こ
と
を
開
示
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
赴
任
1
年
目
に
受
け
持
っ
た
１
年
生（
現
３
年
生
）に

は
、社
会
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
べ
く
、授
業

形
態
を
模
索
し
続
け
て
き
た
中
で
、生
徒
同
士
で
説
明

す
る
機
会
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
入
学
時
か
ら

伝
え
た
。そ
し
て
、Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を

行
う
こ
と
で
、生
徒
は
、自
分
で
考
え
た
り
、
他
者
と
協

働
し
た
り
し
な
が
ら
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。

　
実
験
や
観
察
を
重
視
す
る
清
水
先
生
は
、
授
業
を
２

時
間
連
続
と
し
、
教
科
書
の
順
序
を
変
え
て
単
元
計
画

を
立
て
、
ほ
ぼ
毎
回
、
実
験
や
観
察
を
行
っ
て
い
る
。

　「
実
験
や
観
察
で
得
た
気
づ
き
や
生
じ
た
疑
問
を
基

に
、
生
徒
が
仮
説
を
立
て
、
他
者
と
議
論
し
て
仮
説
に

対
す
る
考
え
を
深
め
、
教
科
書
に
戻
っ
て
仮
説
を
理
論

的
に
裏
づ
け
る
展
開
に
し
て
い
ま
す
。
体
験
に
基
づ
い

て
考
え
、
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
教
科
書
の
内

容
を
超
え
る
発
想
が
出
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
例
え
ば
、
野
外
で
生
き
物
を
観
察
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
撮
影
し
、
そ
の
生
き
物
の
生
態
系
に
お
け
る
役

割
や
食
物
連
鎖
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
生
徒
同
士
で
話

し
合
っ
た
り
す
る
。
そ
の
過
程
で
生
徒
か
ら
出
て
き
た

疑
問
に
対
し
て
、
教
科
書
を
用
い
て
清
水
先
生
が
説
明

す
る
。

　
そ
う
し
て
身
に
つ
け
た
知
識
や
考
え
を
体
系
化
す
る

機
会
が
、
本
時
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
だ
。
そ

れ
は
、
単
元
の
最
後
に
行
う
活
動
で
、
学
習
内
容
を
振

り
返
っ
て
自
分
が
重
要
だ
と
思
う
語
句
を
付
箋
に
書

き
、そ
れ
ら
を
矢
印
な
ど
で
関
連
づ
け
て
図
式
化
す
る
。

14:10 13:40ペアで相互説明・評価① ラーニングマップを作成

隣の席の生徒に、自分が作成したラーニングマップを用いて、
「生態と環境」について4分間で説明した。聞き手役の生徒
は、「生態系について自分の言葉で説明できる」「生物と環境
の関連性について生物名を出して説明している」など、内容
や発表に関する５項目について、できていれば１点（５点満点）
として発表者の生徒を評価し、シートに記入していった。

「生態と環境」を表すラーニングマップの作成を開始。生徒
は教科書やノートを見ながら単元の内容を振り返るととも
に、重要語句を付箋に書き、それらを関連づけて貼り、図式
化していった。清水先生は、重要語句の関連性を的確に表現
できるよう、「プランクトンは何を食べる ?」「身近な生態系
を例に挙げたら ?」などと、生徒に気づきを促す声かけをした。

実
験・観
察
を
基
に
生
徒
自
身
が
仮
説
を

立
て
、
生
徒
同
士
で
議
論

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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学
習
内
容
と
世
界
の
課
題
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
さ
せ

る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
）
の
中
で
関
連
が
あ
る
と
思

う
目
標
の
ア
イ
コ
ン
を
該
当
部
分
に
貼
ら
せ
て
い
る
。

　「
生
徒
か
ら
は
、『
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
何
度
か
作

る
う
ち
に
、
生
物
以
外
で
も
物
事
を
関
連
づ
け
て
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
』
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
情
報
を
整
理
す
る
編
集
力
や
論
理
的
思
考
力
も

身
に
つ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
そ
し
て
、
作
成
し
た
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
基
に
、

単
元
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
徒
同
士
で
説
明
し
合
っ
て
相

互
評
価
を
行
い
、
口
頭
試
験
も
実
施
す
る
。
相
手
に
伝

え
る
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、他
者
の
考
え
を
知
り
、

自
身
の
学
び
を
さ
ら
に
深
め
る
機
会
と
し
て
い
る
。

　
清
水
先
生
は
、
事
前
に
席
割
を
決
め
た
り
、
く
じ
引

き
を
し
た
り
し
て
、
ペ
ア
の
相
手
や
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
が
毎
回
変
わ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
社
会
で
は
、多
様
な
人
と
仕
事
を
し
ま
す
。ど
ん
な

相
手
で
も
、そ
の
発
言
に
耳
を
傾
け
、自
分
の
考
え
を

伝
え
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、１
年
次
の
最
初
の
授
業
で
は
、
生
徒
全
員
が

自
分
を
表
現
す
る
立
体
作
品
を
作
り
、
そ
の
作
品
に
つ

い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
感
想
を
述
べ
合
う

活
動
を
行
い
、
生
徒
が
互
い
の
人
と
な
り
を
理
解
す
る

た
め
の
場
を
設
け
た
。

　「
生
徒
が
互
い
に
認
め
合
っ
て
い
る
雰
囲
気
を
つ

く
っ
て
お
く
と
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
議
論
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
授
業
時
間
を
充
て
て
で
も
、
他
者
を
理
解
す
る

経
験
を
さ
せ
る
利
点
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
臨
時
休

業
明
け
の
最
初
の
授
業
で
は
、「
学
校
で
学
ぶ
意
義
」に

つ
い
て
生
徒
同
士
で
議
論
さ
せ
た
。す
る
と
、「
価
値
観

や
考
え
を
共
有
で
き
る
」「
他
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と

で
視
野
が
広
が
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
長

期
間
、学
校
に
来
ら
れ
な
い
経
験
を
し
て
、多
く
の
生
徒

が
仲
間
と
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
再
確
認
し
て
い
た
。

　
清
水
先
生
の
授
業
を
２
年
間
受
け
て
３
年
生
と
な
っ

た
生
徒
は
、
自
分
の
意
見
を
明
確
に
発
言
す
る
よ
う
に

な
り
、
う
ま
く
発
言
で
き
な
く
て
も
、
諦
め
ず
に
考
え
、

発
言
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

定
期
考
査
の
得
点
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
改
善
だ
。
現

在
は
記
入
時
間
が
短
い
こ
と
も
あ
り
、
授
業
の
感
想
な

ど
、
表
面
的
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　「
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
、
ひ
い
て
は
人
生
に
ど
う
生
か
す
か
、
今
後
の
展

望
ま
で
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
で
の

問
い
か
け
を
工
夫
し
、
生
徒
の
学
び
を
さ
ら
に
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

＊　Sustainable Development Goals　の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲット
から成る。

14:50

清水先生は、生徒を１人ずつ呼び、口頭試験を実施した。生
徒が説明を終えると、「地衣類は植物ですか」「人間はどこに
入りますか」といった質問をして理解度を確認。「具体例から
入るのはよいですね」などと、説明の工夫点を評価した。受
験者以外の生徒は、引き続きラーニングマップを修正。全員
の試験が終わると、生徒は振り返りシートを記入し、提出した。

14:35

ペアワークでの気づきを踏まえて、ラーニングマップを修正。
休み時間を挟んだ後、聞き手役と発表者を変えて相互説明と
評価を行った。「指摘を踏まえて知識を整理し、相手に伝わ
るように表現を工夫する活動は、疲れるけれど楽しい」といっ
た感想を述べる生徒もいた。相互説明を終えた後は、ペアの
相手からの評価を基に、再度ラーニングマップを修正した。

口頭試験 ペアで相互説明・評価②

振
り
返
り
シ
ー
ト
の
問
い
を
工
夫
し
、

よ
り
深
い
思
考
へ
と
導
き
た
い

成
果
と
課
題

活
動
の
相
手
を
ラ
ン
ダ
ム
に
変
え
、

ど
ん
な
相
手
と
も
対
話
で
き
る
力
を
育
む

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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【教科・科目】理科・生物　【分野・単元】生態と環境　【テーマ・作品】生態と環境に関する口頭試験　【設定時数】全18 時間の中の１7・18 時
間目　【単元目標】生態と環境について、観察、実験などを通して探究し、生態系における生物間の関係性、及び生物と環境との関連性を見
いだして表現することができる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
・
２

授 業 開 き
（臨時休業
明 け の 最
初の授業）、
私たちが取
る身近な行
動と世界の
生態系との
つながりを
考える

世界で起こってい
ることと、私たち
が取る身近な行動
とのつながりにつ
いて考え、当事者
意識を持つことが
できる。

【思考力、主体性】

①臨時休業を踏まえて、「学校で学ぶ意義」につい
てグループで議論する。

②ボルネオ島の森林生態系とチョコレートとの関係
についての講義を聴く。

③ボルネオ島のアブラヤシ農園の労働者や森林伐
採業者など、様々な立場の人の意見を考え、４人
グループで意見交換をする。

④振り返りシートに記入。本時の学びを言語化し、
自己評価を行う。

【主体的な学び】•世界と自分たちとのつ
ながりについて考え、発信する。•振り
返りシートを活用し、気づいたことや感
じたことを言語化する機会を設ける。　
【対話的な学び】•生徒全員が発言し、そ
の意見を尊重し合っているか。•他者の
意見から気づきを得て、学ぼうとしてい
るか。　【深い学び】•生徒から出てこな
かった視点を適宜提供し、さらなる思考
の深化を促す。

•観察
•授業プリ
ントの提
出

• 振り返り
シート

３
・
４

身近な生態
系における
食物連鎖の
関係

生態系に関する基
本的な知識を理解
し、身の回りの生
態系と結びつけて
表現できる。

【知識、技能、表
現力】

①アイスブレーク～人の多様性に触れる～互いの価
値観を共有する。

②野外に出て、気になった生き物をタブレット端末
のカメラで撮影する。

③撮影した生き物が生態系で果たす役割や食物連
鎖の関係について、4人グループで考え、代表者
が発表する。

④振り返りシートに記入。本時の学びを言語化し、
自己評価を行う。

【主体的な学び】•野外で、生徒自ら興味
のある生物を扱う。•振り返りシートを
活用し、気づいたことや感じたことを言
語化する機会を設ける。　【対話的な学び】
•生徒全員が発言し、その意見を尊重し
合っているか。•他者の意見から気づき
を得て、学ぼうとしているか。　【深い学
び】•生徒から出てこなかった視点を適
宜提供し、さらなる思考の深化を促す。

15
・
16

水中の生態
系の観察、
生態系にお
ける生き物
の相互作用

観察した事象や自
身の経験を知識と
結びつけ、他者に
説明することがで
きる。
【知識、技能、表
現力】

①あらかじめ指名された生徒が、生物に関する１分
間スピーチを行う。

②水中生物を顕微鏡で観察し（生態系の移り変わ
り）、考察する（観察継続③）。

③生態系に関する知識について、教科書を読んで相
互説明を行う。

④生態系に関する補足講義を聴く。
⑤振り返りシートに記入。本時の学びを言語化し、
自己評価を行う。

【主体的な学び】•振り返りシートを活用
し、気づいたことや感じたことを言語化
する機会を設ける。　【対話的な学び】•
生徒全員が発言し、その意見を尊重し合っ
ているか。•他者の意見から気づきを得
て、学ぼうとしているか。　【深い学び】
•生徒から出てこなかった視点を適宜提
供し、さらなる思考の深化を促す。

•観察
•授業プリ
ントの提
出

• 振り返り
シート

17
・
18

生態と環境
に関する口
頭試験

習得した複数の知
識を結びつけなが
ら、単元の学習内
容を自分の言葉で
表現することがで
きる。
【表現力、主体性】

①あらかじめ指名された生徒が、生物に関する１分
間スピーチを行う。

②ラーニングマップを作成し、実験をレポートにま
とめる。

③ペアで、自分が書いたラーニングマップを説明す
る。気づきを踏まえて修正をしたら、聞き手役と
発表者を変えて、同じように説明を行う。

④生徒１人ずつに口頭試験を実施。
⑤振り返りシートに記入。本時の学びを言語化し、
自己評価を行う。

【主体的な学び】•自分が学んだことをど
のように表現すれば、他者が理解できる
ように説明できるかを考える。　【対話的
な学び】•経験を自分の言葉で伝えるこ
とができているか。•他者の立場になっ
て伝える視点を持てているか。•他者の
意見から気づきを得て、学ぼうとしてい
るか。　【深い学び】•生徒の意見を基に、
さらなる思考を促すための問いかけをす
る。

•観察
•ラーニン
グマップ

• ル ー ブ
リックを
用いた口
頭試験

＊清水先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全18 時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウ
ンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

佐
藤

　
清
水
先
生
は
、
実
験
や
観
察
を
重
視
し
た
授
業

を
行
い
、
教
科
書
に
な
い
実
験
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
よ
ね
。

清
水

　
教
科
書
の
内
容
を
確
認
す
る
だ
け
の
実
験
で
は
、

実
験
の
内
容
で
は
な
く
、
正
確
に
再
現
で
き
る
か
と
い
っ

た
手
順
に
生
徒
は
こ
だ
わ
り
が
ち
で
す
。
教
科
書
に
載
っ

て
い
な
い
実
験
も
行
い
ま
す
が
、
教
科
書
の
実
験
と
本

質
的
に
は
同
じ
こ
と
に
気
づ
く
生
徒
も
い
ま
す
。
た
だ
、

例
え
ば
、
人
間
と
似
た
構
造
を
持
つ
豚
の
解
剖
な
ど
は
、

実
際
に
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
教
科
書
通
り
に

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
際
に
見
る
こ

と
で
、
右
心
室
と
左
心
室
の
場
所
を
確
認
す
る
だ
け
で

な
く
、
ど
ち
ら
の
壁
が
厚
い
か
、
な
ぜ
こ
の
壁
は
薄
い

の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
着
目
さ
せ
る
な
ど
、
学
び
を
深

め
る
意
図
が
あ
り
ま
す
。

堀
川

　
清
水
先
生
が
本
校
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
、
理
科

室
に
は
魚
や
植
物
な
ど
の
標
本
が
並
び
、
理
科
室
と
そ

の
廊
下
に
は
掲
示
物
が
増
え
ま
し
た
。
ど
う
い
っ
た
ね

ら
い
が
あ
る
の
で
す
か
。

清
水

　
理
科
室
に
来
る
だ
け
で
、
生
徒
が
刺
激
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
生
徒

が
採
取
し
た
生
物
な
ど
、
展
示
を
少
し
変
え
た
だ
け
で
、

「
新
し
い
標
本
が
増
え
ま
し
た
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
る

生
徒
も
い
ま
す
。

堀
川

　
以
前
は
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
理
科
室
に
駆
け
込

む
生
徒
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
今
で
は
多
く
の
生
徒
が

５
分
前
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
環

境
づ
く
り
も
、
生
徒
が
授
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
工
夫

点
で
す
ね
。

単元の指導計画

物
理
・

化
学
担
当
　

堀
川
典よ

し
の
り憲

実
験
助
手

佐
藤
愛あ

い

湖こ

同
僚
の
声
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　大
西
友
一
朗
先
生
は
、
講
義
型
の
授
業
を
し
て
い
た

頃
、生
徒
間
に
溝
が
あ
る
こ
と
を
課
題
に
感
じ
て
い
た
。

　「そ
の
溝
は
、『
英
語
を
楽
し
ん
で
い
る
、
楽
し
ん
で

い
な
い
』『
英
語
が
得
意
、
不
得
意
』
の
差
と
し
て
表

れ
て
い
ま
し
た
。
中
学
校
時
代
か
ら
基
礎
学
力
の
あ
る

生
徒
は
、
授
業
を
理
解
し
て
英
語
力
を
高
め
て
い
き
ま

香川県・私立四国学院大学香川西高校
◎上戸洋裁研究所として設立。2016年度に四
国学院大学の系属校となる。キリスト教精神に
基づき、人格の尊厳と自由を基盤として豊かな
人間性を醸成する教育を展開。野球部や男女
サッカー部、陸上競技部などが強豪として有名。
◎設立　1946（昭和 21）年
◎形態　全日制／普通科・商業科・衛生看護科
／共学
◎生徒数　１学年約180人
◎2020 年度進路実績（現役のみ）
国公立大は、大阪大、山口大、琉球大、岡山
県立大などに８人が合格。私立大は、早稲田大、
立命館大、関西学院大、甲南大、四国学院大
などに延べ66人が合格。短大、専門学校進学
39人。就職 44人。
◎URL

香川県・私立四国学院大学香川西高校
大西友一朗　おおにし・ゆういちろう　

教職歴 19年。同校に赴任して 17年目。
特別進学コース長。進路部長補佐。
英語科主任。

http://www.kagawanishikou.com/

9:40 アイスブレーク 授業
ハイライト

協
働
学
習
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
、

自
ら
学
び
に
向
か
う
姿
勢
を
育
む

生徒はまず、電子黒板に映し出されたアメリカの無声ＣＭ
を見て訴求内容を推測し、英語で説明し合うペアワークを
行った。続いて、日本の土産屋の写真が提示され、生徒は
ペアの相手と、店員と外国人旅行者の役を分担し、買い物
の場面を想定したやり取りを英語で行った。生徒は、ジェ
スチャーを交えながら一生懸命やり取りをしていた。

●
３
年
生
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅲ
」
の
「The 

Legacy of K
ano Jigoro

」
の
全
６
時
間
の
う
ち
の
６

時
間
目
。
前
時
に
書
い
た
英
作
文
を
基
に
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
相
互
評
価
を
行
っ
た
。（
Ｐ
．

45
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

英語

実践

模
擬
授
業
の
体
験
か
ら
、
生
徒
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
指
導
観
に
転
換

大
西
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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す
が
、そ
う
で
は
な
い
生
徒
は
授
業
に
関
心
も
示
さ
ず
、

そ
の
溝
は
深
ま
る
ば
か
り
で
し
た
」

　
そ
う
し
た
課
題
意
識
の
下
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
英
語
教
師
向
け
の
外
部
研
修
を
通

じ
て
、
大
西
先
生
の
指
導
観
は
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
。大
き
な
変
化
は
、生
徒
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
き
っ
か

け
は
、
外
部
研
修
で
行
わ
れ
た
模
擬
授
業
に
生
徒
役

で
参
加
し
た
際
、
教
師
か
ら
一
方
的
に
教
え
ら
れ
る
よ

り
、
自
分
で
考
え
て
表
現
し
合
う
学
び
の
方
が
断
然
楽

し
く
、
理
解
も
深
ま
る
と
実
感
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
以

前
の
授
業
で
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
活
動
が
大
半
を
占
め
て

い
た
が
、
今
で
は
、
授
業
で
自
分
が
説
明
す
る
時
間
は

長
く
て
も
20
分
間
と
し
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
行

う
活
動
を
で
き
る
だ
け
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
個
人
学
習
と
協
働
学
習
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、学
び

を
深
め
る
工
夫
も
し
て
い
る
。本
時
で
は
、前
時
に
単
元

の
ま
と
め
と
し
て
取
り
組
ん
だ
英
作
文
の
内
容
を
、
グ

ル
ー
プ
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
活
動
を
行
っ
た
。

　「
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、

相
手
に
伝
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
英
作
文
を
書
く
よ
う

に
な
り
、
内
容
が
深
ま
り
ま
す
。
加
え
て
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
内
容
を
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
何
度
も
音
読
を
す
る
の
で
、ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
聞
い
て
相
手
の
考
え
を
知
る
こ
と
は
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
、
１
つ
の
活
動
か
ら
様
々
な
教
育
的
効
果

を
生
み
出
し
、
学
び
が
深
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
大
西
先
生
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
で
生
徒
に
意

識
す
る
よ
う
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
の
が
、「
Ａ
Ｒ

Ｅ
（A

ssertion, Reason, Evidence

）」
の
要
素
を

入
れ
る
こ
と
だ
。
本
時
の
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
ま
ず
自
分
の
考
え
を
述
べ

（A
ssertion

）、
そ
れ
を
理
由
（Reason

）
と
根
拠

（Evidence

）
を
持
っ
て
説
明
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

　「
Ａ
Ｒ
Ｅ
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
思
考
が
深

ま
り
、
相
手
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る
伝
え
方
が
身
に
つ
き

ま
す
。
Ａ
Ｒ
Ｅ
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
日
本
語
で
話
す

際
に
も
意
識
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
説
得
力
の
あ

る
小
論
文
を
書
く
土
台
に
も
な
り
ま
す
」

　
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
テ
ー

マ
を
設
定
す
る
こ
と
が
多
い
。
本
単
元
で
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
の
視
点
か
ら
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、
そ
れ
ら
の
施
設
を
ど
う
使
う
か
」
を

英
作
文
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
に
し
た
。

　「
私
に
は
、
世
界
平
和
に
貢
献
で
き
る
生
徒
を
育
て

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
英
語
４
技
能
が
不

可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
授
業
で
も
英

語
を
使
い
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

＊１　単語や語句などが書かれたカードを瞬時に切り替えていくこと。暗記などに使われる。

9:55 9:50本文の内容の確認 新出単語の確認

大西先生が先に読み上げた教科書の本文のフレーズを、生徒
が全員で復唱。次に、生徒を起立させて、各自が音読を１回す
る度に時計回りに90度回転し、４回読み終えて正面を向いた
ら挙手する活動を行った。その活動後、大西先生が本文の内
容について、生徒に英語で質問し、指名された生徒が英語で
答えることを数回繰り返して、本文の内容を確認していった。

生徒が各自で単語学習カードやノートを見直した後、大西先
生は新出単語が書かれたフラッシュカード（＊１）をテンポ
よく提示し、生徒全員が一斉に答えた。新出単語の確認は毎
時間行っており、本単元を学ぶのは６時間目であることから、
多くの生徒に新出単語が定着。カードが示されると、生徒は
大きな声で単語を発音したり、意味を答えたりしていた。

理
由
と
根
拠
を
持
っ
て
自
分
の
意
見
を

述
べ
る
活
動
で
、
伝
え
る
力
を
鍛
え
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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で
き
る
だ
け
設
け
て
い
ま
す
」

　
英
語
の
授
業
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を
繰
り
返
す
一

方
で
、同
校
の「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」で
は
、Ａ
Ｌ

Ｔ
の
指
導
の
下
、
学
期
に
１
回
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ

と
し
た
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
。
学
校
全
体
で
教
科
を
超
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構

築
し
、
英
語
力
や
思
考
力
を
相
乗
的
に
高
め
て
い
る
。

　
生
徒
に
英
語
を
使
い
た
い
と
思
わ
せ
る
活
動
と
し
て

行
う
の
が
、
授
業
冒
頭
の
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
だ
。
大
西

先
生
は
、
生
徒
が
関
心
を
持
ち
そ
う
な
動
画
や
画
像
を

厳
選
し
て
活
動
内
容
を
準
備
。
活
動
中
に
は
「
英
語
は

間
違
い
を
繰
り
返
し
な
が
ら
身
に
つ
け
る
も
の
だ
か

ら
、
積
極
的
に
話
そ
う
」「
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
」
な
ど
と
、
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　「
生
徒
が
安
心
し
て
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
、
声
を

か
け
て
い
ま
す
。
間
違
い
を
恐
れ
な
く
な
る
と
、
ミ
ス

か
ら
学
べ
る
こ
と
が
あ
る
と
気
づ
き
、
ペ
ア
の
相
手
が

間
違
え
た
時
に
も
指
摘
し
合
う
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
大
西
先
生
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
語
を
使
わ
ず
、
英
語

で
授
業
を
進
め
、
タ
イ
マ
ー
で
各
活
動
の
時
間
を
区
切

り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
活
動
を
切
り
替
え
て
い
く
。

　「
耳
か
ら
入
っ
て
き
た
英
語
を
素
早
く
反
射
的
に
発

音
さ
せ
た
り
、
日
本
語
を
介
さ
ず
英
語
で
思
考
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
で
、
４
技
能
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　
大
西
先
生
が
授
業
を
変
化
さ
せ
る
に
連
れ
て
、
生
徒

は
自
ら
英
語
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「
英
語
学
習
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
生
徒
が
増
え
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
４
技
能
を
使
う
中
で
、『
音

読
を
繰
り
返
し
た
ら
自
然
と
英
語
が
出
て
き
た
か
ら
、

次
も
音
読
を
頑
張
ろ
う
』
な
ど
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
様
々
な
活
動
の
効
果
を
実
感
で
き
る
こ

と
が
、自
ら
学
ぶ
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
主
体
的
な
学
習
者
を
生
み
出
す
学
び
こ
そ
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
大
き
な
成
果
は
、
ど
の
学
力
層
の
生
徒
も
英
語
力
が

向
上
し
て
い
る
こ
と
だ
。
と
り
わ
け
下
位
層
の
生
徒
の

英
語
力
が
底
上
げ
さ
れ
、
課
題
だ
っ
た
英
語
力
の
差
が

縮
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
度
の
卒
業
生
の
中
に
は
、
入
学

時
に
英
語
の
模
擬
試
験
の
偏
差
値
が
30
台
だ
っ
た
生
徒

が
、
卒
業
時
に
は
60
台
に
上
昇
し
た
ケ
ー
ス
も
珍
し
く

な
か
っ
た
。
英
語
学
習
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
、
大
学
で

も
英
語
を
学
び
た
い
と
考
え
る
生
徒
も
増
え
、
大
西
先

生
が
担
当
す
る
特
別
進
学
コ
ー
ス
で
は
、
外
国
語
・
国

際
系
学
部
に
進
学
す
る
生
徒
の
割
合
が
、
５
年
前
の
約

２
割
か
ら
、
現
在
は
約
５
割
に
ま
で
上
昇
し
た
。

　「
英
語
が
好
き
な
生
徒
が
増
え
る
の
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
英
語
を
自
分
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
生
か
し
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
人
へ

と
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

10:15

４〜５人のグループとなり、１人ずつ立って、自分の書いた英
作文をプレゼンテーションした。聞き手役の生徒は、ルーブ
リックに基づいた内容や伝え方などに関する評価とコメントを
評価シートに記入し、プレゼンテーション後には英語で質疑
応答を行った。大西先生は各グループを回りながら、笑顔で
うなずいたり、拍手をしたりして、場の雰囲気づくりに努めた。

10:10

生徒は、「東京オリンピック・パラリンピック後、それらの
施設をどう使うか」をテーマに前時に書いた英作文のＡＬＴ
による添削の内容を確認し、本時に行うプレゼンテーション
を暗唱してできるよう、繰り返し音読練習をした。大西先生
は、「聞き手の存在を意識して、大きな声で分かりやすく伝
えよう」と呼びかけた。

プレゼンテーション プレゼンテーションの準備

英
語
学
習
に
積
極
的
に
な
り
、

全
体
的
に
英
語
力
が
伸
び
る

成
果
と
課
題

間
違
い
を
恐
れ
ず
に
活
動
で
き
る
よ
う
、

何
度
も
声
を
か
け
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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【教科・科目】英語・コミュニケーション英語Ⅲ　【分野・単元】Chapter1 The Legacy of Kano Jigoro　【テーマ・作品】東京オリンピック・
パラリンピック後、それらの施設をどう使うか（グループでプレゼンをしよう）　【設定時数】全６時間の中の６時間目　【単元目標】テーマに沿っ
て自分の意見を表現し、相手の意見を聴き、メタ認知能力を高める。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1

• 本 文 を 速
読 し、 問 い
に答える。
• ＷＰＭ（＊２）
でスコアをつ
ける。

• 間違いを恐れず、英語で表現する
ことができる。
• これまでに学習した知識や新出単
語を用いて、速読力を身につける。

【知識、技能、思考力、表現力、協働性】

①アイスブレークを行う。
②新出単語の確認を、クイズ形式のプリント

で行う。解答した生徒から、順次教師が答
え合わせをする。隣の席の生徒とプリント
を交換して、アクセントも含めて再確認す
る。

③プリントの問題を１分間で速読した後、本
文を速読する。

④時間を区切って問題に取り組む。解答した
生徒は、教師が答え合わせをし、ポイント
を与える。

• 速 読 表
にスコア
を 入 れ
る。

2

• 和 訳 を 先
に 渡 し、 同
時 通 訳（ 前
半）。

• 間違いを恐れず、英語で表現する
ことができる。
• 新出単語を覚えることができる。
• 音読によって、本文の内容を正し
く理解し、速読力を身につける。

【知識、技能、思考力、表現力、多様性、
協働性】

①アイスブレークを行う。
②単語を音読した後、マンブリング（＊３）

で単語を５分間で覚え、覚えた単語の確認
をペアで行う（１問につき５秒）。

③本文をマンブリングで暗唱し（５分間）、ペ
アで同時通訳を行う。

【対話的な学び】簡単な評価
カードを作ることにより、ペア
ワークへの取り組みを促す。

・単語シー
ト

・同時通訳
シート

5

• 本 文 内 容
（後半）の確
認
• 本 文 の
テ ー マ に 関
する英作文

• 間違いを恐れず、英語で表現する
ことができる。
• 新出単語を定着させることができ
る。
• 本文の内容を深く理解することが
できる。

【知識、思考力、判断力、表現力、
協働性】

①アイスブレークを行う。
②フラッシュカードで新出単語を確認する。
③本文の内容に関する質問を英語でする（英

語の質問文は、事前に生徒が黒板に書いて
おく）。

④質問の答え合わせをし、難解な文章を解説
する。

⑤本文の内容に関連したテーマについて考
え、自分の意見を英作文でまとめる。時間
内に終わらなければ、後日提出する。

【主体的な学び】英作文のテー
マについて自ら調べることに
より、発表への意識を高める。

6 • プ レ ゼ ン
テーション

• 間違いを恐れず、英語で表現する
ことができる。
• 新出単語を定着させることができ
る。
• 他者の意見を聴き、自分の今後の
考え方を広げることができる。
• 自分の意見を相手に伝えることが
できる。

【思考力、判断力、表現力、主体性、
協働性】

①アイスブレークを行う。
②フラッシュカードで新出単語を確認する。
③事前に返却された前時に書いた英作文につ

いて、生徒はＡＬＴの添削の内容を確認し、
自分の英作文の音読練習をする。

④プレゼンテーションの注意点を伝え、リ
ハーサルを行う。

⑤４～５人のグループとなり、生徒が１人ず
つプレゼンテーションする。聞き手はルー
ブリックで評価する。

【対話的な学び】評価シート
に評価者のコメント欄をつけ、
発表者が評価者の意見を知る
ことができるようにした。

【深い学び】SDGs につながる
ヒントが得られるよう、英作
文のテーマを「東京オリンピッ
ク・パラリンピック後、それら
の施設をどう使うか」とした。

• ル ー ブ
リックに
よ る 他
者評価

＊大西先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全６時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウン
ロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

英
語
科

　山
中
秀
和
先
生

　教
室
に
は

ほ
ど
よ
い
緊
張
感
が
あ
り
、
生
徒
だ
け

で
な
く
、
大
西
先
生
自
身
も
授
業
を
楽

し
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
タ
イ
マ
ー
で
時
間
を
区

切
っ
て
展
開
す
る
授
業
は
、
テ
ン
ポ
が
よ
く
、
メ
リ
ハ

リ
が
で
き
る
こ
と
で
、
生
徒
の
集
中
力
は
途
切
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
授
業
構
成
を
自
分
も
取
り

入
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

英
語
科

　青
山
直
樹
先
生

　ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
し
た
評
価
結
果
を
評
価

シ
ー
ト
に
書
き
込
ん
で
相
手
に
渡
す
相

互
評
価
が
あ
る
こ
と
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る

生
徒
は
、
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
音
読
練
習
を
し
て
い

ま
し
た
。
評
価
す
る
生
徒
も
、
気
を
引
き
締
め
て
し
っ

か
り
聴
く
態
勢
が
で
き
、
リ
ス
ニ
ン
グ
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

数
学
科

　山
下
達
也
先
生

　テ
ン
ポ
よ

く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開
す
る
授
業

で
し
た
が
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
て
い

な
い
生
徒
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
題
材
や
レ
ベ

ル
の
設
定
が
適
切
で
あ
り
、
ど
の
学
力
層
の
生
徒
も
自

分
で
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
担
当

す
る
数
学
の
授
業
で
も
、
そ
う
し
た
課
題
設
定
や
活
動

の
時
間
配
分
な
ど
の
工
夫
を
取
り
入
れ
た
い
で
す
。

国
語
科
、
地
理
歴
史
・
公
民
科

　渡わ
た
な
べ邉

涼り
ょ
う

花か

先
生

　大
西
先
生
は
、
ペ
ア
ワ
ー

ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

「
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
話
す
」「
分
か
り
や
す
い
言

葉
で
伝
え
る
」
な
ど
、
教
科
の
枠
を
超
え
て
社
会
で
必

要
な
力
も
育
成
し
て
い
ま
し
た
。
異
な
る
教
科
の
授
業

で
も
学
べ
る
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
私
も
日
本
史
の
授

業
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

＊２　Words Per Minute の略。１分間あたりに読むことのできる単語数のこと。　＊３　英語学習法の１つで、聞こえてきた英語の音を小声でぶつぶつ言うように発音すること。

単元の指導計画

同
僚
の
声
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２
０
１
８
年
度
、
石
川
県
立
加
賀
高
校
は
、
学
期
ご

と
の
成
績
の
評
価
方
法
を
改
定
し
た
。
従
来
の
定
期
考

査
７
割
、
平
常
点
３
割
と
い
う
比
重
を
改
め
、「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
技
能
」「
知
識
・

理
解
」
の
４
観
点
（
＊
）
に
よ
る
観
点
別
学
習
状
況
の

評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
を
実
施
し
、
定
期
考
査

や
提
出
物
に
加
え
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
評
価
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
（
図
１
）。

　
評
価
方
法
を
改
定
し
た
背
景
に
は
、「
頑
張
っ
て
い

る
生
徒
を
、
公
正
に
評
価
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ

っ
た
。
学
び
直
し
を
必
要
と
す
る
生
徒
が
多
く
入
学
し

て
く
る
同
校
で
は
、
学
び
に
向
か
う
力
を
育
成
す
る
こ

普通科高校として開校後、2000
年度、南加賀地区唯一の総合学
科高校となる。3年間を見通した
きめ細かなキャリア教育を行い、
生徒の進路実現を図る。２年次か
ら、希望進路に応じた進学、生活・
福祉、ビジネスの３系列を用意。

設立	 1973（昭和 48）年

形態	 全日制／総合学科／共学

生徒数	 １学年約 80 人

2020年度進路実績（現役のみ）　４年制大は、金城大に１人が合格。
短大、専門学校進学18人。就職 40人。

住所	 〒922-0331　石川県加賀市動橋町ム53

電話	 0761-74-5044

Web site	 https://cms1.ishikawa-c.ed.jp/kagaxh/

No.269

P R O F I L E

授
業
に
真
面
目
に
取
り
組
む
生
徒
を

評
価
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
た
い

授
業
態
度
を
重
視
し
た
評
価
と

少
人
数
制
ク
ラ
ス
の
導
入
で
、

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

石
川
県
立
加
賀
高
校

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
実
施

変革のステップ

• 定期考査を重視する従来の評価方法では、授業に
真面目に取り組む生徒を公正に評価することがで
きていなかった

•生徒の授業への参加意欲が低かったため、アク
ティブ・ラーニングの視点を取り入れた授業の推
進が課題だった

背景と課題

実践内容

• 生徒の授業態度が変容し、授業に積極的に参加す
るようになった

•「思考力・判断力・表現力」の育成の強化が、今
後の課題

成果と展望

•観点別学習状況の評価を実施　授業態度やパ
フォーマンス評価の規準を策定し、定期考査や提
出物に加え、ルーブリックを使って、「関心・意欲・
態度」も公正に評価する仕組みを構築

•少人数制クラスを増加　少人数制授業を行う教
科・科目で、従来の３クラスを４クラスにし、教
師が生徒一人ひとりの学びをより丁寧に見取れる
よう体制を整えた

＊　教科・科目によっては、その特性から 3 観点または 5 観点としている。
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と
を
重
視
し
て
い
た
。
し
か
し
、
従
来
の
評
価
方
法
で

は
、
授
業
に
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
て
も
、
定
期
考

査
の
得
点
が
低
け
れ
ば
、
低
い
評
定
を
つ
け
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
教
務
主
任
の
中な

か

巳み

出で

仁さ
と

美み

先
生
は
、
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「
努
力
し
て
も
評
価
が
低
け
れ
ば
、
生
徒
は
や
る

気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
で
、
授
業
態
度
に

問
題
が
あ
っ
て
も
、
定
期
考
査
で
高
得
点
を
上
げ
れ

ば
高
い
評
価
を
得
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
評
価
す
べ
き

生
徒
を
評
価
で
き
て
い
な
い
と
い
っ
た
ジ
レ
ン
マ
が

あ
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
同
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
一
層
必
要

と
な
る
主
体
性
や
協
働
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

な
ど
を
育
む
た
め
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以

下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
た
。し
か
し
、従
来
の
評
価
方
法
で
は
、
授

業
態
度
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
い
た
め
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
、及
び
そ
れ
ら
を
育
成
す
る
た
め
の
教

育
活
動
に
、評
価
方
法
が
対
応
し
て
い
な
い
と
い
っ
た

問
題
が
あ
っ
た
。教
務
課
に
所
属
し
評
価
方
法
の
改
定

を
推
進
し
た
前
田
鷹た

か

図と

先
生
（
現
在
は
進
路
指
導
課
所

属
）
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、
当
時

も
今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
知
識
の
習
得
だ
け
で

な
く
、主
体
性
や
協
働
性
な
ど
を
育
み
た
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を

行
お
う
と
思
っ
て
も
、
生
徒
の
授
業
へ
の
参
加
意
欲

は
低
く
、
授
業
が
成
り
立
つ
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
生
徒
が
意
欲
的
に
授
業
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
る
の
か
真
剣
に
考
え
ま
し
た
」

　
教
務
課
は
17
年
12
月
、
管
理
職
と
協
議
の
上
、
評
価

方
法
の
改
定
案
を
作
成
し
、
全
教
師
に
配
布
し
て
意
見

を
募
っ
た
。
す
る
と
、
評
価
方
法
の
煩
雑
さ
を
懸
念
す

る
声
は
あ
っ
た
も
の
の
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図

る
と
い
っ
た
趣
旨
に
は
、
概
ね
賛
同
が
得
ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
18
年
３
月
の
職
員
会
議
で
正
式
に
改
定
を
提
案
。

そ
れ
が
承
認
さ
れ
、
18
年
度
に
観
点
別
評
価
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
同
校
の
観
点
別
評
価
の
特
徴
は
、「
関
心
・
意
欲
・
態

度
」を
重
視
し
て
い
る
点
に
あ
る
。成
績
評
価
は
１
０
０

点
法
と
し
、「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
に
40
点
を
割
り
あ
て
、

残
り
の
３
観
点
を
各
20
点
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た

（
図
１
）。
授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
を
公
正
に
評
価
す
る

こ
と
で
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
ね
ら
い
が

あ
る
と
、
桐き

生り
ゅ
う

裕
三
校
長
は
説
明
す
る
。

　「
学
習
に
苦
手
意
識
を
持
つ
生
徒
に
、『
関
心
や
意

欲
を
持
と
う
』と
言
う
だ
け
で
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
教
師
の
話
を
真
剣
に
聞
い
た
り
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
協
力
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
活
動
に
取
り
組

学
習
意
欲
の
向
上
を
ね
ら
い
、

「
態
度
」の
評
価
を
重
視

観点別評価の構成図1

成績判定（計 100点）

40点（％） 20点（％） 20点（％） 20点（％）

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

考査の
ある科目

提出物
等

パフォー
マンス評価

考査点
パフォー

マンス評価
考査点

パフォー
マンス評価

考査点
（小テスト等）

40％ 60％ 70％ 30％ 80％ 20％ 100％

考査の
ない科目

提出物
等

パフォーマン
ス評価

パフォーマンス評価 パフォーマンス評価
パフォーマンス

評価

40％ 60％ 100％ 100％ 100％

観点別評価は上記を基準とし、詳細は、各教科・科目の特性と実情に応じて教科会で決定す
る。定期考査では、知識・理解に偏重せず、その他の観点を評価するための問いも出題する
こととした。パフォーマンス評価では、生徒にあらかじめルーブリックを提示して到達目標
を明確にし、評価の透明性を保つようにしている。

＊学校資料を基に編集部で作成。

教
務
主
任

中
巳
出
仁
美
　な
か
み
で
・
さ
と
み

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。「
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
か
か
わ
り
、
彼
ら
の

成
長
を
と
も
に
喜
び
合
え
る
よ
う
に
」

進
路
指
導
課

前
田
鷹
図
　ま
え
だ
・
た
か
と

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。「
誰
に

対
し
て
も
公
平
で
あ
る
こ
と
。
士
別
三
日
、
即
更

刮
目
相
待
」

教
務
課

秋
山
拓
也
　あ
き
や
ま
・
た
く
や

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
学
ぶ

こ
と
を
や
め
た
ら
、
教
え
る
こ
と
を
や
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

校
長桐

生
裕
三
　き
り
ゅ
う
・
ゆ
う
ぞ
う

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。「
学
び

て
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
く
ら
し
、
思
い
て
学
ば
ざ
れ

ば
則
ち
あ
や
う
し
（
孔
子
）」
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ん
だ
り
す
る
と
い
っ
た
『
態
度
』
は
、
心
が
け
次
第

で
よ
い
方
向
に
変
え
ら
れ
ま
す
。『
態
度
』
の
評
価

を
重
視
す
る
こ
と
で
、
学
び
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
ま
し
た
」

　
ど
の
教
師
も
、
分
か
っ
た
と
い
う
体
験
を
通
じ
て
生

徒
の
関
心
や
意
欲
を
引
き
出
そ
う
と
、
丁
寧
な
説
明
に

努
め
、
学
力
に
課
題
の
あ
る
生
徒
に
も
分
か
り
や
す
い

授
業
を
実
践
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
た
。
し
か
し
、

学
習
へ
の
苦
手
意
識
が
強
い
た
め
に
、
初
め
か
ら
理
解

す
る
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
っ
て
い
る
生
徒
が
い
た
の
が

実
情
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
評
価
の
基
準
を
明
確
に
し
、

そ
の
基
準
に
従
っ
て
授
業
に
臨
め
ば
、
よ
い
評
価
が
得

ら
れ
、
や
が
て
「
真
剣
に
授
業
を
受
け
て
み
た
ら
、
自

分
で
も
理
解
で
き
る
」
と
気
づ
き
、
学
び
に
対
す
る
関

心
や
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。

　
観
点
別
評
価
を
適
切
に
行
う
た
め
に
導
入
し
た
の

が
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価

だ
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
は
点
数
化
し
に
く
い
資
質
・

能
力
を
測
る
際
に
、
教
師
に
よ
っ
て
評
価
の
軸
に
ず
れ

が
生
じ
な
い
よ
う
評
価
基
準
を
設
け
、
生
徒
に
も
到
達

目
標
が
分
か
る
よ
う
に
そ
の
基
準
を
示
し
た
。

　「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
で
は
、
全
教
科
・
科
目
共

通
の
「
授
業
態
度
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）
の
評
価
規
準
」

（
図
2
）
を
、
教
務
課
主
導
で
作
成
。
さ
ら
に
、
教
科
・

科
目
ご
と
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
評
価
を
行
う
際
に
は
、
必
ず
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作

成
し
、生
徒
に
示
す
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、「
地
理
Ａ
」

の
授
業
で
行
う
資
料
の
読
み
取
り
で
は
、
図
３
の
評
価

規
準
を
用
い
る
。
教
務
課
の
秋
山
拓
也
先
生
は
、
そ
の

手
応
え
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
授
業
に
お
い
て
、
何
を
ど
こ
ま
で
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
評
価
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
基
準
が
明
確

に
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
目
標
と
し
て
頑
張
れ

る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。
私
た
ち
も
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
生
徒
と
一
緒
に
見
な
が
ら
、『
こ
の
部
分
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、評
価
も
Ｂ
に
な
る
よ
』
と
い
っ

た
よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
に
行
動
指
針
を
示
し
な
が

ら
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
新
た
な
評
価
方
法
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
導
入
に
よ

り
、
教
師
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
教
務
課
は
、
表
計
算
ソ
フ
ト
で
「
評
価
基
準

フ
ァ
イ
ル
」（
図
４
）
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
到
達
度
を
打
ち
込
め
ば
、
学
期
単
位
で
の

評
定
が
自
動
的
に
算
出
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　「
新
し
い
評
価
方
法
の
趣
旨
に
賛
同
は
で
き
て
も
、

評
価
す
る
作
業
を
負
担
に
感
じ
て
は
、
適
切
な
評
価

は
で
き
ま
せ
ん
。
集
計
作
業
を
効
率
的
に
行
え
る
よ

う
、
定
期
考
査
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
も
、
得
点

や
結
果
を
入
力
す
れ
ば
、
最
終
的
な
評
定
が
自
動
的

に
算
出
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
一

度
の
入
力
は
数
分
程
度
の
作
業
で
済
む
よ
う
に
し
、

ま
た
、
毎
週
の
教
科
会
で
入
力
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
」（
前
田
先
生
）

　
生
徒
に
も
、
新
し
い
評
価
方
法
の
周
知
と
浸
透
を
図

っ
た
。
年
度
初
め
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
、
担
任
か
ら
、

授
業
中
の
態
度
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
取
り
組
み

状
況
を
重
視
し
た
評
価
を
行
う
こ
と
を
伝
え
、
各
教
科
・

「授業態度（関心・意欲・態度）」の評価規準図2資料の読み取り活動の評価規準図3

評
価
方
法
を
変
更
し
た
意
図
を

す
べ
て
の
教
師
が
繰
り
返
し
伝
え
る

伸ばしたい力：今すべきことを考え、課題に懸命に取り組む姿勢

A

Bの規準を達成していて、それに加え
•積極的に発言することができる。
•質問したり、調べたりして難しい発問に諦めず取り組むことができる。
•工夫してノートやプリントを書くことができる。
•問題解決のため、積極的に周囲とかかわることができる。

B
•先生やほかの生徒の話を静かに聞くことができる。
•必要なことをノートに書くことができる。
•聞かれたことに真剣に向き合うことができる。

C Bの規準を達成できておらず、授業に対する集中力に欠ける場面が多い。

D

Cに加え、
•授業の準備をしてこない、ずっと居眠りをしているなど、意欲が感じ

られない。
•授業中に度々注意され、授業が進む妨げになる。

欠席はＥ評価となる。＊学校資料を基に編集部で作成。

伸ばしたい力：資料を読み取る技能
評価対象：資料を正しく読み取る

A 資料から発問の解答に関連する事柄
を、正確に読み取ることができる。

B
発問の解答にはつながっていない
が、資料を正しく読み取ることがで
きる。

C
正しく読み取ることはできていない
が、資料を読み取ろうと努力してい
る。

D 諦めてしまって、資料を読み取ろう
という努力が見られない。

E 授業欠課

＊学校資料を基に編集部で作成。
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科
目
で
も
、
初
回
の
授
業
で
同
様
の
説
明
を
し
た
。
す

べ
て
の
教
師
が
、
同
じ
内
容
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
で
、

徹
底
的
に
意
識
づ
け
を
図
っ
た
。
加
え
て
、
教
室
の
黒

板
の
横
に
は
、常
に
生
徒
の
目
に
つ
く
よ
う
に
、「
授
業

態
度
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）
の
評
価
規
準
」
を
貼
っ
た
。

　「『
な
ぜ
、
評
価
方
法
を
変
え
た
の
か
』
と
質
問
し

て
き
た
生
徒
に
は
、『
君
た
ち
が
社
会
に
出
た
時
に

必
要
と
な
る
力
を
育
成
す
る
た
め
だ
よ
』
と
答
え
ま

し
た
。
本
校
の
生
徒
の
大
半
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
就

職
し
ま
す
。
授
業
中
に
教
師
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く

姿
勢
や
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
協

力
し
な
が
ら
問
題
解
決
に
取
り
組
む
態
度
な
ど
は
、

社
会
に
出
て
か
ら
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
生
徒
に
は
、

か
ら
頑
張
っ
て
」
と
言
え
ま
す
』
と
、
う
れ
し
そ
う

に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
評
価
の
対
象
に
態

度
を
加
え
、
評
価
の
基
準
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
、

成
績
に
つ
い
て
、
保
護
者
も
生
徒
に
声
を
か
け
や
す

く
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
中
巳
出
先
生
）

　
同
校
の
観
点
別
評
価
は
、
今
年
度
で
３
年
目
を
迎
え

た
。
生
徒
に
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
示
さ
れ
た
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
力
は
確
実
に
つ
い
て
き
た
。
た
だ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
、
今
後
の

課
題
が
何
か
を
自
身
で
分
析
し
て
次
の
目
標
を
設
定
す

る
力
は
、
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
そ
こ
で
20
年
度
か
ら
、

生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
れ
を
自
身
の

行
動
や
成
長
に
つ
い
て
の
振
り
返
り
の
機
会
に
さ
せ
る

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
桐
生
校
長
は
、
今
後
の
展
望
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
で
は
、『
関
心
・
意
欲
・
態
度
』
に
つ
い
て

は
、
指
導
方
法
や
評
価
方
法
が
確
立
さ
れ
、
一
定
の

成
果
も
出
て
い
ま
す
。
次
は
、『
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
』を
伸
ば
す
段
階
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
３
つ
の
資
質
・
能
力
を
、
生
徒
に
ど
の
レ
ベ
ル

ま
で
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
か
。
そ
の
評
価
を

ど
の
よ
う
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
落
と
し
込
ん
で
い
く

の
か
。
そ
し
て
、
３
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

た
め
に
不
可
欠
と
な
る
教
師
の
授
業
力
の
向
上
を
ど

う
図
っ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
ら
の
課
題
に
今
後
は
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

『
そ
う
し
た
態
度
は
、
基
礎
学
力
と
同
じ
ぐ
ら
い
大

切
だ
よ
』
と
、発
信
し
続
け
ま
し
た
」（
中
巳
出
先
生
）

　
新
し
い
評
価
方
法
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
少
人
数

制
授
業
を
行
う
教
科
・
科
目
で
は
、
従
来
の
３
ク
ラ
ス

を
４
ク
ラ
ス
に
増
や
し
た
。
１
ク
ラ
ス
あ
た
り
の
生
徒

数
を
減
ら
し
た
こ
と
で
、
教
師
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

学
び
の
様
子
を
よ
り
丁
寧
に
見
取
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
多
く
の
生
徒
が
落
ち
着
い
て
授
業
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
。

　「
ク
ラ
ス
数
を
増
や
し
た
こ
と
で
、
教
師
１
人
あ

た
り
の
担
当
授
業
時
数
は
増
え
ま
し
た
が
、
授
業
の

雰
囲
気
を
よ
く
し
た
い
と
い
っ
た
思
い
を
、
教
師
は

皆
、
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
学
級
数
の
変

更
も
、快
く
賛
同
し
て
く
れ
ま
し
た
」（
中
巳
出
先
生
）

　「
新
し
い
評
価
方
法
を
導
入
す
る
18
年
度
は
、
学
校

と
生
徒
を
変
え
る
勝
負
の
年
に
な
る
」
と
改
革
を
推
進

し
た
結
果
、
年
度
内
で
多
く
の
生
徒
の
授
業
に
臨
む
姿

勢
が
変
わ
っ
た
。「
努
力
し
て
も
無
駄
」
と
諦
め
て
い

た
生
徒
た
ち
が
、「
テ
ス
ト
の
得
点
は
よ
く
な
い
け
れ

ど
、
授
業
中
の
『
態
度
』
が
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

何
と
か
な
り
そ
う
だ
。
そ
れ
に
社
会
に
出
た
時
に
も
評

価
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
の
な
ら
、
頑
張
ろ
う
」
と
、
授

業
態
度
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　「
保
護
者
か
ら
、『
こ
れ
ま
で
は
、「
何
で
こ
ん
な

成
績
な
の
？
」
と
し
か
子
ど
も
に
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
は
、
○
○
を
よ
く
す
れ
ば
成
績
が
上
が
る

石川県立加賀高校

「評価基準ファイル」のフォーマット図４

横軸は評価項目、縦軸は出席番号順に並んだ生徒。得点や観点別評価の
結果（Ａ〜Ｄ）を入力すれば、学期単位での評定が自動的に算出される。
＊学校資料をそのまま掲載。

自
分
の
行
動
を
振
り
返
り
、

自
己
分
析
で
き
る
力
を
育
み
た
い

「
変
化
の
年
」
と
勝
負
を
か
け
、

少
人
数
制
ク
ラ
ス
を
増
や
す
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改良会議実施校

富山県・私立片山学園中学校・高校
◎「孝・恩・徳」を教育理念に掲げる富山県初
の中高一貫校。中高 6 年間を 4 期に分け、そ
れぞれの到達目標を設定し、第１志望大学合格
のための学力・体力・人間力を養う。主体的な
学びを重視するアクティブ・ラーニングを、全
学年・全教科で実践。2021年 4月に、探究活
動を主軸とした「国際科学探究コース」を新設。
◎設立　2005（平成 17）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約100人
◎2020年度入試合格実績（現浪計）　国公
立大は、北海道大、東北大、東京大、名古屋大、
京都大、大阪大などに 49 人が合格。私立大
は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲
田大、同志社大などに延べ 262 人が合格。
◎URL　https://www.katayamagakuen.jp/

STEP1 では自己理解
に、STEP2 では学問
研究などに生徒は取
り組んだ。その上で
STEP3 である本シー
トに取り組む

改良！指
導ツール

教頭、進路指導部長

森内梨絵
もりうち・りえ

教職歴11年。同校に赴任して
12 年目。

教務主任、数学科主任

山形武司
やまがた・たけし

教職歴11年。同校に赴任して
12 年目。

２年生理系クラス

加藤希実
かとう・のぞみ

医療関係の職業に興味があり、
理系を選択。

２年生文系クラス

永井雄一朗
ながい・ゆういちろう

吹奏楽部所属。法学系統の学
部を志望し、文系を選択。

富山県・私立
片山学園中学校・高校

Before

文理選択に向けて深めてきた自己理解、学問研究の成果
を踏まえて、文理選択の理由を説得力のある文章にまと
めさせたい。

文理選択を通して、希望進路実現のために今後の高校生
活で力を入れるべきことを考えさせたい。

課題

1

2

文理選択に向けて、自己分析や適性診断の結果を踏まえた学
問研究に取り組んできた１年生が、総仕上げとして、文理選

択の理由を文章にまとめて担任に伝えることで、主体的な進路選択の第一
歩を踏み出し、学習へのモチベーションを高めることがねらい。

ねらい

校内の教師同士による対話を通して、自校の指導ツールの改良を図る本コーナー。
今号は、富山県・私立片山学園中学校・高校が、文理選択の仕上げとして活用している
文理宣言シートについて、１年前に同シートを使用した２年生とともに検討した。

生徒と
ともに！

進路指導部、理科主任

下条丈士
げじょう・たけし

教職歴10 年。同校に赴任して
11年目。
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文理どちらを選んだのかを聞く
前に、そこに至るまでに追究
した「自分」を書くようにした
ことで、シートに取り組む生徒
の気持ちが大きく変わりそうで

す。２年生や３年生になった後も、学部・学
科や志望校を考える際などに、生徒が見返せ
るものになるとよいですね。

自己理解、学問研究、そして文
理宣言と、文理選択の流れは円
滑だと思っていましたが、丁寧
に補足説明しなければ、それら
が連動していることに生徒は気

づかないシートになっていたことが分かりま
した。生徒との対話を通して、自分の思い込
みから抜け出すことができました。

学校でプリントを受け取って
も、何が目的なのかを深く考え
ないまま取り組むことが多かっ
たんです。でも今回、先生方の
お話を聞いて、この宣言シート

の意義がきちんと理解できました。何かに取
り組む際には、その目的や意義を理解しよう
と努める姿勢を大事にしたいと思いました。

この宣言シートに限らず、先生
方には、私たち生徒の「主観」
をどんどん聞いていただきたい
と思います。自分の考えであれ
ば、あたり障りのないことを適

当に書いてやり過ごすことはできません。そ
うした機会を通じて、私たちは自分の信念、
ポリシーに気づいていくのだと思います。

STEP3　「これからの自分」を言葉にしよう
A B C の視点から「自分」について考えて、文理を宣言しよう

どのような対話を通じて
改良できたのかは、次ページで！！

これまでの自分
★STEP1で分かった自分の好きなことや
特技、長所、性格、大切にしている価値観
などの中から、「これからの自分」を考え
る上で重要なものを書き出そう。

未来の自分
★STEP2で分かった適性のある仕事と関
連する学問領域、また、適性のある学問な
どの中から、「これからの自分」を考える
上で重要なものを書き出そう。

自分の現状
★得意教科や苦手教科、保護者の希望や友人の意見など、「これからの自分」を考える上で重
要なものを書き出そう。

　　  を踏まえて、
「これからの自分」に
ついて書こう
★今後の高校生活をどう過
ごしたいか・どう過ごすべ
きか、 A B C で追究した自
分のことを踏まえて書いて
みよう。教科・科目や学校
行事など、具体的に頑張り
たいことがあればそれを交
えて書いてみよう。

A B

C

A CB

「これからの自分」の第一歩として私は、　文系　・　理系　を選びます
※どちらかを○で囲む

文理宣言シートに至るまでに考
えてきたことを、生徒が整理し
やすくなったと思います。これ
までは、生徒が文理を選択した
理由を「書けない」点ばかりに

目が向いていましたが、書くための材料を整
理することができるシートになっていなかっ
たのだと気がつきました。

それまでに取り組んできたSTEP1、STEP2
の内容を踏まえて、文理選択に必要な事柄
を振り返るためのスペースを設けた

A 、B 以外にも文理選択に影響を及ぼす得意教科
や苦手教科、保護者の意向などを整理できるよう、

「自分の現状」の欄を設けた

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

文理宣言シート１年生

After

STEP3の文理宣言シート作成に至るまでに取り組んだ
自己理解、学問研究を振り返るスペースを設ける。

自己理解や学問研究以外に、文理選択に影響を及ぼす要
素を整理する欄も設けることで、生徒の思いを棚卸しさせ
やすくする。

文理選択以降の「これからの自分」について語らせた上で、
最後に文系・理系を宣言させる。

1

2

3

改良ポイント
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河
野
　
先
生
方
だ
け
で
行
っ
て
き
た
本
コ
ー
ナ
ー
の
改

良
会
議
に
、
初
め
て
生
徒
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
実
際
に
指
導
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
生
徒
と
と
も
に
、

そ
の
改
良
の
た
め
の
議
論
を
行
う
と
い
う
試
み
で
す
。

ま
ず
は
、
先
生
方
か
ら
「
文
理
宣
言
シ
ー
ト
」
の
課
題

点
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

森
内
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
で
自
己
理
解
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
で
学

問
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
生
徒
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
と

し
て
文
理
の
選
択
結
果
と
そ
の
理
由
を
文
章
で
表
明
す

る
の
が
本
シ
ー
ト
で
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
、２
に
比
べ
て
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
に
取
り
組
む
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

低
く
、
文
理
選
択
の
理
由
を
、
自
身
の
経
験
や
希
望
進

路
に
ひ
も
づ
け
な
が
ら
論
理
的
に
表
現
で
き
な
い
生
徒

が
少
な
か
ら
ず
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
担

任
に
よ
る
シ
ー
ト
の
添
削
が
必
要
と
な
り
、
生
徒
、
教

師
双
方
が
負
担
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

山
形
　
過
去
の
経
験
を
振
り
返
り
、
自
分
が
大
切
に
し

て
い
る
価
値
観
に
立
ち
返
っ
て
文
理
選
択
を
し
た
過
程

を
書
く
生
徒
は
少
な
く
、
選
択
の
理
由
を
箇
条
書
き
す

る
だ
け
の
生
徒
も
い
ま
す
。
３
年
次
の
志
望
理
由
書
の

作
成
な
ど
を
考
え
る
と
、
文
理
選
択
の
理
由
も
文
章
で

表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

下
条
　「
文
理
宣
言
シ
ー
ト
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
そ

の
後
の
高
校
生
活
、
そ
し
て
大
学
入
試
に
向
け
て
や
る

気
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
進
路
に
対
す
る

熱
意
を
感
じ
さ
せ
る
宣
言
は
ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
面
談
な
ど
の
場
で
は
多
く
の
生
徒
は
自

分
の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

河
野
　
で
は
、
生
徒
の
２
人
に
、
実
際
に
１
年
前
に
こ

の
シ
ー
ト
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
を
聞
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

永
井
（
生
徒
）　
僕
は
、
学
校
の
委
員
会
活
動
で
役
職
に

就
き
、
活
動
す
る
中
で
、
組
織
の
あ
り
方
を
勉
強
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
文
系
を
選
び
ま
し
た
。
で
も
、

文
理
宣
言
シ
ー
ト
で
、
そ
う
し
た
自
分
の
経
験
を
交
え

て
文
系
を
選
ん
だ
理
由
を
書
け
た
か
と
聞
か
れ
る
と
、

書
け
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

加
藤
（
生
徒
）　
私
は
文
系
科
目
が
得
意
で
、
適
性
診
断

で
も
文
系
向
き
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
医
療
分

野
の
仕
事
に
関
心
が
あ
り
、
本
当
に
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
悩

ん
で
理
系
を
選
び
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
葛
藤
ま
で
は

文
理
宣
言
シ
ー
ト
に
は
書
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

森
内
　
自
身
の
経
験
か
ら
の
気
づ
き
や
悩
み
に
向
き
合

う
中
で
の
葛
藤
は
、
進
路
選
択
の
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
で

す
。
生
徒
が
そ
れ
を
率
直
に
書
き
留
め
ら
れ
る
シ
ー
ト

に
改
良
し
た
い
で
す
。
自
己
理
解
や
学
問
研
究
で
深
め

た
こ
と
は
、
シ
ー
ト
を
書
く
際
に
振
り
返
り
ま
し
た
か
。

永
井
（
生
徒
）　
今
は
、
先
生
方
の
話
を
聞
い
て
文
理

宣
言
シ
ー
ト
と
そ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
の
つ
な
が
り

が
理
解
で
き
ま
し
た
が
、
シ
ー
ト
を
書
い
た
時
に
は
、

そ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
よ
う
と
い
う
意
識
は

持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
シ
ー
ト
は
、
最
初

に
文
・
理
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
、
自
己
理
解
や
学
問
研
究
を
通
し
て
考
え

た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
か
ら
、
最
後
に
文
理
宣
言
を
す

る
流
れ
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
形
　
自
己
理
解
、
学
問
研
究
で
の
気
づ
き
を
整
理
す

改良会議
先生と生徒の

対話のダイジェスト

実 録

富山県・私立片山学園中学校・高校 ◎１年生　文理宣言シート
改良！指

導ツール

ツ
ー
ル
使
用
者
で
あ
る
生
徒
と
と
も
に

文
理
選
択
に
影
響
を
与
え
る
要
素
を

洗
い
出
し
、改
良
点
を
明
確
化

教
師
が
感
じ
て
い
る
課
題
点
を
生
徒
に
確
認

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

高
大
領
域
担
当
責
任
者

河
野
仙
一

こ
う
の
・
せ
ん
い
ち

今
回
、
生
徒
か
ら
意
見
を
聞
け
た
こ
と
で
、
ツ
ー

ル
の
改
良
の
方
向
性
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
生

徒
と
と
も
に
教
育
活
動
の
改
善
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
は
、
今
後
、
多
く
の
学
校
が
取
り
組
む
価
値

の
あ
る
も
の
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

改
良
会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

生徒と
ともに！
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る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
過
去
の
経
験
、
さ
ら
に
は

保
護
者
の
希
望
や
友
人
の
意
見
な
ど
、
広
い
視
野
で
文

理
選
択
に
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
し
て
、
理

想
の
将
来
像
や
成
功
体
験
だ
け
で
な
く
、
現
実
の
悩
み

や
葛
藤
も
含
め
て
文
理
選
択
に
影
響
を
与
え
て
い
る
要

素
を
言
葉
に
し
た
上
で
、
文
理
宣
言
を
し
て
い
る
こ
と

を
生
徒
が
自
覚
で
き
る
シ
ー
ト
に
し
た
い
で
す
。

永
井
（
生
徒
）　
私
も
、
部
活
動
の
活
動
目
標
を
決
め
る

際
に
、
記
述
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
回
答
を
見
て
、「
意
図
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
」と
反
省
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。質
問
の
目
的
や

意
図
が
分
か
ら
な
い
と
、
回
答
す
る
側
は
答
え
を
書
く

こ
と
が
難
し
い
の
で
す
。
私
た
ち
生
徒
に
読
解
力
、
想

像
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
一
因
で
す
が
、
シ
ー
ト

上
の
「
選
択
す
る
理
由
を
詳
細
に
書
い
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
一
文
が
、
私
た
ち
生
徒
に
と
っ
て
は
何
を
求
め
て

い
る
の
か
が
理
解
し
づ
ら
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

下
条
　
文
理
選
択
の
理
由
を
第
三
者
も
納
得
す
る
文
章

に
し
て
書
け
る
よ
う
に
、
担
任
の
先
生
が
添
削
も
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
文
章
化
と
い
う
作
業
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
ま
し
た
か
。 

加
藤
（
生
徒
）　
書
く
こ
と
で
改
め
て
今
の
自
分
に
向
き

合
っ
た
り
、
大
切
に
し
て
い
た
思
い
に
気
づ
い
た
り
す

る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
文
理
選
択
は
進
路
選
択
の

大
切
な
第
一
歩
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
考
え
た
こ
と
を
文

章
で
残
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

森
内
　
２
人
の
話
を
聞
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
文
章

で
文
理
選
択
の
理
由
を
書
く
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
今

の
自
分
の
思
い
を
自
分
の
言
葉
で
書
く
と
い
う
こ
と
が
、

文
理
宣
言
シ
ー
ト
の
目
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
文
章
の
完
成
度
を
高
め
る
た
め
の
添
削
に
時
間

を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
の
思
い
を
く
み
取
る
こ

と
に
、
よ
り
時
間
を
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
野
　
文
理
宣
言
シ
ー
ト
の
構
成
が
整
理
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
シ
ー
ト
の
目
的
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
こ

と
で
、
教
師
は
文
理
宣
言
シ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
べ
き
か
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
活
動
の
目

的
を
丁
寧
に
問
い
直
し
て
み
る
こ
と
で
、
何
に
時
間
を

か
け
る
べ
き
で
、
何
を
効
率
化
す
れ
ば
よ
い
か
が
明
確

に
な
る
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

ツ
ー
ル
を
作
成
し
た
教
師
の
認
識
と
そ
れ
を
使
っ
た
生
徒
の
認
識
の

差
が
分
か
っ
た
こ
と
、
生
徒
と
対
話
す
る
中
で
教
師
が
想
定
し
て
い

た
ゴ
ー
ル
さ
え
も
見
直
す
経
験
が
で
き
た
こ
と
が
、
有
意
義
で
し
た
。

生
徒
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
い
た
の
か
、
生
徒
自

身
の
言
葉
で
聞
く
ま
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
今
後
も
生
徒
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
で
す
。

私
の
想
像
以
上
に
生
徒
は
深
く
考
え
、
そ
し
て
私
と
違
う
考
え
を
持
っ

て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
生
徒
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
、
１

つ
の
シ
ー
ト
か
ら
大
き
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。

指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」では、取材にご協力いただける先生及び取
材で検討させていただく「指導ツール」を募集しています。「自校で長年使っているツー
ルを見直したい」「ツールのより効果的な活用法を検討したい」といった、課題意識をお
持ちの学校のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツー
ルを添付して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認をお願いいたします

❶学校名・お名前　❷分掌・ご教職歴　❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望　　 view21_since-1975@mail.benesse.co.jp
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」のツール募集でご提供いただく個人情報
は、今後の企画を検討する目的で利用いたします。お客様の意思によりご提供いただけない部分がある場合、手続き・サー
ビス等に支障が生じることがあります。また、商品発送等で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、厳重に委託先を管理・
指導します。個人情報に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、年末年始を除く、
9時～ 21時）にて承ります。（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

改良したいのに、どうすべきか分からない……

改良会議を振り返って

目
的
を
見
直
す
こ
と
で
指
導
が
変
わ
る
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近
年
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
「
発
達

障
害
」
が
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
当
事
者
や
そ
の
家

族
の
声
を
聞
く
機
会
も
増
え
、
発
達
障

害
、
特
に
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障

害
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）」「
注
意
欠
陥
・
多
動
性

障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）」「
学
習
障
害
（
Ｌ

Ｄ
）」
に
対
す
る
社
会
の
理
解
も
進
ん

で
い
る
（
図
１
）。
２
０
１
２
年
の
文

部
科
学
省
の
調
査
（
＊
２
）
で
は
、
小
・

中
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
の
う
ち
、
６
・
５
％
に
発
達

障
害
が
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
お

り
、
日
本
の
教
育
を
考
え
る
上
で
の
大

き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　
発
達
障
害
が
あ
る
子
ど
も
を
、「
一

人
ひ
と
り
に
合
っ
た
支
援
、
つ
ま
り
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ニ
ー
ズ
の
持
ち
主
」
と
捉

え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
・
不
得
意
に

応
じ
た
学
習
環
境
を
整
え
、
豊
か
な
学

び
を
実
現
し
よ
う
と
い
っ
た
動
き
も
生

ま
れ
て
い
る
。

　「
以
前
は
、
発
達
障
害
は
本
人
の
努

力
不
足
や
保
護
者
の
育
て
方
が
原
因
で

起
こ
る
障
害
だ
と
い
っ
た
間
違
っ
た
認

識
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
発
達

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、『
や
れ

障
害
の
特
性
を
理
解
し
て

個
々
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

内
閣
府
認
定
特
区
高
等
学
校

明め
い

蓬ほ
う

館か
ん

高
校

校
長
・
理
事
長

日
野
公
三

　

ひ
の
・
こ
う
ぞ
う

著
書
に
『
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち

の
進
路
と
多
様
な
可
能
性
』（
Ｗ
Ａ
Ｖ

Ｅ
出
版
）。

トレンド・ワード

ス
ペ
シ
ャ
ル
ニ
ー
ズ

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社

会
の
ト
レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
暮
ら
す
」「
学
ぶ
」「
働
く
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
ス
ペ
シ
ャ

ル
ニ
ー
ズ
」
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
、
発
達
障
害
を
始
め
と
す
る
発
達
の
遅
れ
や
身
体
の
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
、

様
々
な
支
援
を
必
要
と
す
る
状
態
を
表
す
言
葉
だ
が
、
個
別
最
適
化
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
と
い
っ
た
、

未
来
社
会
を
語
る
上
で
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
発
達
障
害
の
あ
る
高
校
生
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
普
通
教
育
を
行
う
明め
い

蓬ほ
う

館か
ん

高
校
校
長
・
理
事
長
の
日
野
公こ

う

三ぞ
う

先
生
（
＊
１
）
に
話
を
聞
い
た
。

障
害
を
「
ニ
ー
ズ
」
と
し
て
受
け
止
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
支
援
を
行
う

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

発達障害の種類と障害特性図１

対人コミュニケーションを苦手とし、特定の物事へのこ
だわり（パターン化した行動、興味 ･ 関心の偏り）、言
葉の遅れなどの特性を持つ。知的な遅れを伴うケース
もあれば、通常と変わらないケースもある。

不注意（集中できない）、多動 ･ 多弁（じっとしていられ
ない）、衝動的に行動する（考えるよりも先に動く）といっ
た行動特性を持つ。自己コントロールが苦手。

読む、書く、計算するなどの能力のうち、特定の能力
において、その習得と使用の両面で極端な苦手を抱え
る。特定の高次脳機能の障害のため、一生懸命学習し
てもその効果が表れない。

解
説
者

世の中　　　　　解説

自閉症
スペクトラム
障害

注意欠陥・
多動性障害

学習障害

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊１　明蓬館高校の授業の様子は、本誌 2019 年８月号 P.46-47「高校教師 study-tour」にも掲載しています。
＊２　文部科学省初等中等教育局特別支援教育課「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果について」
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ば
で
き
る
』
と
い
っ
た
言
葉
に
苦
し
め

続
け
ら
れ
、
自
己
肯
定
感
の
低
下
に

よ
っ
て
、
自
傷
行
為
や
引
き
こ
も
り
と

い
っ
た
２
次
障
害
を
起
こ
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

近
年
、
発
達
障
害
は
脳
機
能
の
障
害
に

よ
る
発
達
の
偏
り
で
あ
る
こ
と
が
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
本
人
の
発
達

の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
よ
い
社
会

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

考
え
方
が
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
」

　
人
の
発
達
の
特
性
に
は
凸
凹
が
あ

る
。
例
え
ば
、
児
童
向
け
の
知
能
検
査

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
検
査
で
は
、
言
語
的
な
情
報

を
理
解
す
る
能
力
、
非
言
語
的
な
情
報

を
基
に
推
論
す
る
力
、
情
報
を
記
憶
に

と
ど
め
て
そ
れ
を
操
作
す
る
力
、
順
序

よ
く
処
理
・
識
別
す
る
力
が
数
値
化
さ

れ
る
が
、
多
く
の
子
ど
も
に
得
意
な
領

域
と
不
得
意
な
領
域
が
存
在
す
る
。

　「
誰
に
も
発
達
の
凸
凹
が
あ
り
ま
す
。

文
字
の
読
み
書
き
が
苦
手
な
生
徒
、
音

声
に
よ
る
指
示
の
理
解
が
苦
手
な
生
徒

な
ど
、
周
囲
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
特

性
に
気
づ
い
た
時
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
よ
う

な
検
査
に
つ
な
ぎ
、
科
学
的
な
診
断
を

得
る
こ
と
で
、
本
人
の
努
力
不
足
な
ど

で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、
読
み
書
き
が
苦
手
な

生
徒
の
た
め
に
音
声
の
読
み
上
げ
ソ
フ

ト
を
使
っ
た
り
、
学
習
に
集
中
し
や
す

い
よ
う
に
教
室
の
掲
示
物
は
最
小
限
に

と
ど
め
た
り
す
る
な
ど
、
学
習
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力

や
適
性
に
応
じ
た
学
び
が
実
現
し
ま
す

（
図
２
）」

　
現
代
は
、
構
成
員
の
多
様
性
を
保
障

し
、
強
く
健
全
な
組
織
を
つ
く
ろ
う
と

い
っ
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
視
点
が
企

業
な
ど
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
種
や

性
別
、
年
齢
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
学

習
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
多

様
な
人
材
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
よ
う
と
い
う

考
え
は
、
障
害
と
い
う
診
断
を
持
っ
た

人
だ
け
が
対
象
で
は
な
い
。
個
々
人
に

必
要
な
合
理
的
配
慮
に
基
づ
い
て
公
正

な
教
育
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
は
、
す

べ
て
の
人
の
幸
福
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
現
状
の
教
育
環
境
に
は
適
応
し
な
い

が
、
特
定
の
領
域
で
突
出
し
た
力
を
発

揮
す
る
生
徒
も
い
る
。
事
実
、
発
達
障

害
が
あ
っ
て
も
、
研
究
者
や
芸
術
家
と

し
て
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
も
少
な
く

な
い
。

　「
多
数
の
人
が
適
応
し
て
い
る
学
び

方
が
合
わ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
学
び

そ
の
も
の
が
で
き
な
い
と
考
え
る
の
は

間
違
っ
て
い
ま
す
。
人
と
は
違
っ
た
道

だ
け
れ
ど
、
そ
れ
が
自
分
に
合
っ
た
道

で
、
自
分
の
目
指
す
方
向
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
学

び
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
た
の
で
は

な
く
、
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
た
に
す
ぎ
な

い
と
私
は
思
い
ま
す
」

　
か
つ
て
「
学
習
障
害
」
は
、
英
語

圏
で
は
「Learning D

isorder

」
や

「Learning D
isability

」
な
ど
、「
障

害
」
を
示
す
言
葉
を
使
っ
て
表
現
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、近
年
は
「Learning 

D
ifferences

」
と
い
う
言
葉
が
一
般

的
に
な
り
、
学
び
方
に
お
け
る
「
違
い
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
り
つ
つ
あ

る
。
加
齢
や
病
気
な
ど
で
心
身
の
状
態

が
変
化
す
る
中
で
、人
は
い
つ
か
は
「
ス

ペ
シ
ャ
ル
ニ
ー
ズ
」
の
持
ち
主
と
な
る
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
社
会
で
、
人
間
一

人
ひ
と
り
を
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
た

か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
考
え
る

こ
と
で
、
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
も
今
と

は
違
っ
て
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い

存
在
と
し
て
力
を
発
揮
す
る
社
会
へ

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
学
ぶ
」

「
働
く
」「
暮
ら
す
」
の
３
つ
の
切

り
口
で
、「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ニ
ー
ズ
」

に
つ
い
て
、
現
状
と
課
題
を
見
て

い
く
。

学校現場で表れる発達の特性図２

＊学校資料を基に編集部で作成。

学習面で表れる特性

行動面で表れる特性

対人関係で表れる特性

● 適切な速さで話すことが難しい
● 物事の因果関係を理解するのが難しい
● 指示の理解が難しい　など

● 気が散りやすい
● 着席中も手足を動かし、
　 じっとしていられない　など

● 共感性が乏しい
● 比喩やたとえが分からず、言葉通りに
　受け取ってしまう
● 対人関係をうまく築けない　など
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　全
国
広
域
通
信
制
高
校
で
あ
る
明
蓬

館
高
校
は
、
発
達
障
害
の
支
援
ス
キ
ル

を
持
っ
た
支
援
員
、
臨
床
心
理
士
な
ど

の
相
談
員
、
そ
し
て
各
教
科
の
教
員
が

チ
ー
ム
と
な
っ
て
発
達
障
害
の
あ
る
生

徒
を
支
援
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
（
ス
ペ
シ
ャ

ル
ニ
ー
ズ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
）
を
全
国
に
設
置
し
て
い
る
。
生

徒
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
て
、
興
味
・
関
心
に
合
っ
た
授
業

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
し
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め
る
（
写
真
１
）。

成
績
評
価
は
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
加
え

て
、
レ
ポ
ー
ト
や
制
作
物
な
ど
の
学
習

成
果
物
な
ど
を
通
じ
て
多
面
的
に
行
わ

れ
る
。

　発
達
特
性
に
合
っ
た
学
習
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
、
大
き
く
成
長
す
る
生
徒

が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
短
期
記
憶

が
苦
手
で
、
教
師
が
板
書
す
る
内
容
を

ノ
ー
ト
に
自
筆
で
書
き
写
す
こ
と
が
困

難
だ
っ
た
あ
る
生
徒
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
カ
メ
ラ
機
能
を
使
っ
て
板
書
を
撮
影

す
る
こ
と
で
授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
学
び
の
意
欲
も
高
ま
り
、

自
ら
探
究
的
な
学
習
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
り
、
Ａ
Ｏ
入
試
で
難
関
大
学
合
格

を
目
指
し
た
生
徒
も
い
た
。

　「
近
年
、
全
日
制
の
高
校
に
お
い
て

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
が
増
え
、

成
績
評
価
も
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
中
心

か
ら
多
様
な
活
動
を
対
象
と
す
る
多
面

的
・
総
合
的
な
評
価
に
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
不
得
意
な
領
域
を
持
つ
場
合

に
適
切
な
診
断
を
行
い
、
特
性
に
合
っ

た
支
援
を
す
る
こ
と
で
力
を
発
揮
す
る

生
徒
は
、
ど
の
学
校
に
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
生
徒
が
集
う
学
校
と
い
う
場
で
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の
特
性
に
合
わ
せ

て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
学
び
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
生
徒
に

と
っ
て
は
、
教
科
学
習
だ
け
で
な
く
他

者
の
尊
厳
を
も
学
ぶ
機
会
に
な
っ
て
い

く
は
ず
で
す
」

　個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
普
及
す
れ
ば
実
現
す
る
も
の
で
は

な
い
。
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の
学
び
の

特
性
や
教
室
で
の
困
り
事
を
キ
ャ
ッ
チ

写真１　学習に没頭しやすいように配慮された机。話し合い
が必要な時、生徒はオープンスペースに移動する。

スペシャルニーズを持つ子どもへの支援のポイント図３

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

学
習
ス
タ
イ
ル
へ

生
徒
の
多
様
な
学
び
を
保
障
す
る

こ
れ
か
ら
の
学
校
の
体
制

1  教職員が発達障害の正しい診断名と診断基準、特性について理解する
2  教職員がネガティブな言葉、態度を安易に用いず、ポジティブな言葉、態度を意図的に、

しかし自然に用いる
3  学校内にアセスメント体制がある。医療機関との緊密な連携体制がある
4  生徒数に見合った、臨床心理士や特別支援教育の学習支援者、精神保健福祉の有資格

者がいる
5  個別の教育支援計画を運用する
6  保護者への相談支援を行う
7  卒業後の進学、就労における継続的な支援に役立つ、個別の教育支援計画と支援実績

を蓄積する
8  紙のプリントを極力少なくし、多様なデバイス（PC、タブレット、スマホなど）を使っ

たｅラーニングで、課題レポートに取り組めるようにする
9  課題レポートについては即時の採点とフィードバックを行う

10  成績評価を制限時間つきの一斉テストに依存しない。多様な成果物（ポートフォリオ）、
多様な評価軸で評価する

11  生徒が Web ベースで学びやすい認証ページ（学習支援システム）および生徒管理シ
ステムを運用する

12  校長あるいは副校長が議長を務め、校内委員会、ケース会議を定期的に行う
13  就労移行支援事業所からの情報収集を行う
14  登校時に落ち着いて学習に取り組めるブース環境を用意する
15  学習障害の個別的なニーズに沿った教材および補助教材を提供する体制がある

学
ぶ

学
習
・
評
価
方
法
が
多
様
化
し
、個
別
最
適
な
学
び
へ

＊学校資料を基に編集部で作成。
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　コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
Ｉ
Ｔ
、
製
造

業
な
ど
、
業
種
を
問
わ
ず
、
世
界
有
数

の
企
業
が
、
働
く
人
た
ち
の
多
様
性
を

担
保
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
努

力
を
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
企
業
の

社
会
的
責
任
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
競

争
力
を
高
め
る
た
め
に
必
要
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
性
別
、
年
齢
、
国
籍
、

障
害
の
有
無
、
キ
ャ
リ
ア
や
働
き
方
な

ど
に
お
い
て
多
様
な
人
材
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
が
起
こ
り
、

価
値
創
造
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
発
達
に
よ
っ

て
、
今
あ
る
仕
事
の
多
く
が
今
後
自
動

化
・
機
械
化
し
、
社
会
の
あ
り
方
も
大

き
く
変
わ
る
と
予
測
さ
れ
る
が
、
そ
う

し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
企
業
に
は
、

目
指
す
べ
き
社
会
の
あ
り
方
を
模
索
し

な
が
ら
、
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
新
た

な
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　「
発
達
障
害
の
あ
る
人
た
ち
な
ど
、

社
会
に
対
し
て
何
ら
か
の
ニ
ー
ズ
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
生
活
の
中
で
見
過

ご
さ
れ
て
い
る
困
り
事
を
察
知
す
る
能

力
に
長
け
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
力

を
発
揮
す
る
場
を
広
げ
、
多
様
な
人
材

が
活
躍
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
が
求
め
て
い
る
も
の
を
見
抜
き
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
」

　
発
達
障
害
の
あ
る
人
を
積
極
的
に
採

用
し
、
そ
の
能
力
を
生
か
し
て
業
績
を

上
げ
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

「
先
日
訪
問
し
た
大
手
ゲ
ー
ム
開
発
会

　
高
齢
化
が
進
む
社
会
で
は
、
年
齢
を

重
ね
る
中
で
何
ら
か
の
障
害
を
持
つ
こ

と
に
な
る
人
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
、
２
０
２
５
年
に
は

65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
を

発
症
す
る
と
、
厚
生
労
働
省
が
予
測
し

て
い
る
（
＊
３
）。
誰
に
と
っ
て
も
暮

ら
し
や
す
い
共
生
社
会
を
つ
く
る
こ
と

が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　「
発
達
障
害
の
よ
う
な
、
外
見
か
ら

は
分
か
り
に
く
い
障
害
に
対
す
る
社
会

の
理
解
は
、
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
最
近
は
、
自
然
災
害
が
発
生

し
た
際
、
避
難
所
な
ど
で
障
害
の
あ
る

人
た
ち
が
生
活
で
き
ず
、
行
き
場
を

失
っ
て
し
ま
う
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
」

　
熊
本
市
は
、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地

震
で
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
い
る
家

庭
が
指
定
避
難
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
事
例
を
踏
ま
え
、
市
内
の
特

別
支
援
学
校
６
校
を
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
と
そ
の
家
族
に
特
化
し
た
「
福
祉

子
ど
も
避
難
所
」
に
指
定
し
た
。

　
大
規
模
な
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生

す
る
中
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
人
た
ち

が
暮
ら
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
や
配
慮

を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
、
お
互
い
に

理
解
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

社
に
は
、
デ
ー
タ
作
成
や
入
力
業
務
、

画
像
加
工
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

使
っ
た
作
業
を
行
う
子
会
社
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
こ
で
働
く
社
員
の
大
半
は

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
の
あ
る
大

卒
者
で
す
。
指
示
が
曖
昧
に
な
ら
な
い

よ
う
に
工
程
管
理
表
を
明
確
に
示
し
、

集
中
し
て
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
な
ど
の
大
き
な
音
が
出
る
も

の
は
１
か
所
に
配
置
す
る
な
ど
、
様
々

な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
閉

症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
の
あ
る
人
は
、

配
慮
が
行
き
届
い
た
環
境
で
あ
れ
ば
集

中
力
を
発
揮
し
て
、
１
つ
の
作
業
に
没

頭
で
き
る
と
い
う
特
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
強
み
を
引
き
出
す
こ

と
で
、
す
べ
て
の
人
が
重
要
な
戦
力
と

な
る
わ
け
で
す
」

＊３　厚生労働省「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）～認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて～（概要）」

す
る
校
内
体
制
の
充
実
が
不
可
欠
だ
。

図
３
は
、
発
達
障
害
が
あ
る
生
徒
の
個

別
最
適
な
学
び
を
支
援
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
、
明
蓬
館
高
校
が
ま
と
め
た

も
の
だ
。
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を

実
現
す
る
未
来
の
学
校
と
は
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
で
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
学
校
で
あ
る
か
が
、
そ
こ

か
ら
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

働
く

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
生
か
し
て
競
争
力
を
高
め
る

暮
ら
す

地
域
で
共
生
す
る
た
め
の
配
慮
や
支
援
を
知
る

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説
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S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
質
の
高
い
教
育
の
普
及
を
目
指
す
目
標
４
と
、
安
全
な
水
や
ト
イ
レ
の
確
保
を
目
指
す
目
標
６
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
４
は
東
京
大
学
、
目
標
６
は 

金
沢
工
業
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　
日
本
で
は
「
水
と
安
全
は
タ
ダ
」
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、

そ
れ
は
決
し
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
発
展
途
上
国
で
は
水
道
の
普
及
が

進
ま
ず
、
水
た
ま
り
の
泥
水
な
ど
を
飲
ん

で
し
の
い
で
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
不
衛
生
な
水
は
、
下
痢

症
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
乳
幼
児
死
亡
率

を
高
め
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
連
機
関
の
U
Nｰ 

W
a
t
e
r
に
よ

る
と
、
世
界
の
人
口
の
う
ち
、
安
全
な
飲

料
水
を
摂
取
で
き
る
人
は
71
％
、
衛
生
的

な
ト
イ
レ
を
使
え
る
人
は
45
％
で
す
（
＊

４
）。
そ
の
た
め
、
目
標
６
で
は
、
す
べ

て
の
人
が
安
全
な
水
や
ト
イ
レ
を
利
用
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
水
問
題
の
解
決
が
容
易
で
な
い
の
は
、

水
は
偏
在
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
人
口

が
多
い
地
域
に
、
必
ず
し
も
水
源
が
存
在

す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
水
質

確
保
の
た
め
の
浄
化
施
設
な
ど
の
整
備
が

追
い
つ
か
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
。

目
標
６

す
べ
て
の
人
々
の
水
と
衛
生
の
利
用
可
能
性
と

持
続
可
能
な
管
理
を
確
保
す
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
進
む
が
、

人
口
増
加
で
状
況
悪
化
の
懸
念
も

世
界
の
状
況

解　説

　
２
０
０
０
年
〜
15
年
に
実
施
さ
れ
た
国

連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
＊
１
）
で
は
、

初
等
教
育
の
完
全
普
及
の
達
成
が
目
標
の

１
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
先
進
国

の
支
援
に
よ
り
、
学
校
に
通
っ
て
い
な
い

初
等
教
育
就
学
年
齢
の
子
ど
も
の
数
が
ほ

ぼ
半
減
す
る
な
ど
（
＊
２
）、
発
展
途
上

国
の
基
礎
的
な
初
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス

（
機
会
）
は
、
大
き
く
改
善
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
S
D
G
s
設
定
時
に
は
、

教
育
を
含
め
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
意
見
も
出
ま
し
た
。
し
か

し
、
教
育
は
、
人
材
育
成
に
加
え
て
、
研

究
や
技
術
開
発
を
行
う
上
で
も
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
S
D
G
s
の
目
標

を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。今
後
は
、

質
・
公
正
・
包
摂
・
生
涯
学
習
の
視
点
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
で
は
、
初
等
教
育

の
無
償
化
に
よ
っ
て
、
総
就
学
率
は
上
が

り
ま
し
た
が
、
教
室
定
員
を
上
回
る
児
童

が
入
学
し
、
教
育
の
質
が
保
た
れ
て
い
ま

目
標
４

す
べ
て
の
人
に
包
摂
的
か
つ
公
正
な
質
の
高
い

教
育
を
確
保
し
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
促
進
す
る

教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
改
善

質
・
公
正
等
の
重
視
へ
と
転
換

世
界
の
状
況

解　説

＊１ 発展途上国における貧困問題の解決に向けて設定された国際目標。　＊ 2　国連ミレニアム開発目標報告（2015 年調査）より。
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発
展
途
上
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
な

ど
、
各
国
の
国
際
協
力
に
よ
り
進
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
後
は
世
界
的
な
人
口

増
加
に
よ
り
、
水
問
題
が
悪
化
す
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活

用
水
だ
け
で
は
な
く
、
食
糧
増
産
や
産
業

発
展
の
た
め
に
も
大
量
の
水
が
必
要
と
な

り
、
今
以
上
の
水
不
足
が
起
き
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
複
数
の
国
に
水
源
が
ま

た
が
る
国
際
河
川
の
場
合
、
水
利
権
を
巡

る
紛
争
が
頻
発
す
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
水
が
豊
富
な
日
本
で
す
が
、
水
問
題
は

無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
が
大
量
に
輸
入
す
る
食
糧
の
生
産
に

は
、
多
く
の
水
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

は
「
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
仮
想

水
）」
と
い
う
概
念
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
仮
想
水
の
輸
入
と
い
う
形
で
、

世
界
の
水
不
足
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と

も
言
え
る
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
も

水
問
題
に
対
し
て
当
事
者
意
識
を
持
ち
、

世
界
中
へ
の
援
助
を
積
極
的
に
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
国
内
で
は
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
は
十
分
整
っ
て
い
ま
す
が
、
感
染
症
対

策
や
温
暖
化
に
よ
る
藻
類
の
増
加
が
引
き

起
こ
す
水
質
悪
化
対
策
な
ど
、
環
境
変
化

に
よ
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
変
化
し

ま
す
。上
下
水
道
の
管
理
を
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
を
駆
使
し
て

組
織
的
に
行
い
、
水
資
源
を
よ
り
効
率
的

に
活
用
す
る
社
会
へ
の
進
化
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
技
術
を
世
界
に
発

信
し
て
、
水
問
題
の
解
決
に
向
け
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
存
在
と
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

金
沢
工
業
大
学

バ
イ
オ
・
化
学
部
　

応
用
化
学
科
　教
授

土
佐
光
司

と
さ
・
こ
う
じ

専
門
分
野
は
、
環
境
化
学
、
化
学
工
学
。
東
京
大

学
工
学
部
都
市
工
学
科
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
修
士
課
程
（
都
市
工
学
）
修
了
。

麻
布
大
学
講
師
な
ど
を
務
め
た
後
、
１
９
９
９
年

か
ら
金
沢
工
業
大
学
講
師
な
ど
を
経
て
、
現
職
。

解説者
組
織
的
な
管
理
で
、

水
資
源
を
よ
り
効
率
的
に
活
用

日
本
の
状
況

せ
ん
。

　
公
正
と
い
う
面
で
は
、
移
民
や
難
民
の

子
ど
も
が
就
学
機
会
を
得
ら
れ
て
い
な
い

現
状
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
多
言
語
が
用
い

ら
れ
る
国
で
は
、
ど
の
言
語
で
教
育
を
行

う
の
か
が
公
正
に
直
結
す
る
課
題
で
す
。

公
用
語
や
国
際
言
語
、
多
数
派
の
言
語
を

使
う
と
し
て
も
、
少
数
派
へ
の
配
慮
が
必

要
と
な
る
か
ら
で
す
。

　
日
本
で
は
、
目
標
４
は
基
本
的
に
達
成

し
て
お
り
、　
17
の
目
標
の
う
ち
、
既
に

達
成
し
た
数
少
な
い
目
標
の
１
つ
で
す
。

　
た
だ
、
公
正
・
包
摂
の
視
点
か
ら
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
あ
り
ま
す
。
特
別
支
援

教
育
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
は
そ
の
１

つ
で
す
。
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
は
年
々
増
え
て
お
り
、
特
別
支
援
学

校
の
教
師
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
教
師

が
、
教
職
課
程
の
段
階
で
特
別
支
援
教
育

を
よ
り
深
く
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
加

え
て
、
在
留
外
国
人
の
教
育
機
会
の
阻
害

や
多
様
な
性
に
関
す
る
配
慮
不
足
な
ど
の

課
題
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
は
17
の
目
標
の
土
台
に
な

る
か
ら
こ
そ
、
目
標
4
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

7
に
掲
げ
ら
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
（
以
下
、
E
S
D
）」（
＊

３
）
の
普
及
・
促
進
が
重
要
で
す
。
02
年

の
世
界
首
脳
会
議
で
我
が
国
が
提
唱
し
た

E
S
D
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

の
担
い
手
を
育
む
教
育
で
あ
り
、　
教
科

指
導
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
ほ
か
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
な
ど
に
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
姿
か
ら

逆
算
し
て
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
考
え

る
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
手
法

で
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
進
路
選
択
に
か

か
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
教
育
が
、
今
後
よ

り
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

東
京
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

准
教
授
　

北
村
友
人

き
た
む
ら
・
ゆ
う
と

専
門
分
野
は
、
比
較
教
育
学
、
国
際
教
育
開
発
論
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
博
士
課
程
修
了
。
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
勤
務
後
、
名
古

屋
大
学
准
教
授
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学

研
究
員
、
上
智
大
学
准
教
授
を
経
て
、
現
職
。

解説者

Ｐ．
　

60
〜
61
で
、
目
標
４
の
達
成
に
向

け
た
［
東
京
大
学
］
の
学
び
を
紹
介

し
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の

担
い
手
を
育
む
教
育
を

日
本
の
状
況

Ｐ．
　

62
〜
63
で
、
目
標
６
の
達
成
に
向

け
た
［
金
沢
工
業
大
学
］
の
学
び
を

紹
介
し
ま
す
。

＊３　Education for Sustainable Development の略。　＊4　2017 年調査より。
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東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
学
校

教
育
高
度
化
専
攻
教
育
内
容
開
発
コ
ー
ス

博
士
課
程
１
年
の
須
藤
玲
さ
ん
が
、
途
上

国
の
教
育
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
高
校

２
年
生
の
時
だ
。
出
身
高
校
は
奉
仕
活
動

の
一
環
で
、
イ
ン
ド
の
ハ
ン
セ
ン
病
施
設

で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
へ
の
募
金
を
毎
月

行
っ
て
お
り
、
須
藤
さ
ん
は
そ
の
子
ど
も

た
ち
に
直
接
会
い
に
、
同
国
を
訪
れ
た
。

　「
高
校
教
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
イ
ン
ド
の
貧
困
の
状
況
を
目

の
あ
た
り
に
し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
ん
な
折
、
当
時
、
上
智
大
学
総
合
人

間
科
学
部
に
在
籍
し
て
い
た
北
村
友
人
准

教
授
の
講
演
会
に
参
加
し
、
教
育
分
野
で

途
上
国
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
知
り
、
上

智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科
に
入

学
。
そ
の
後
、
同
大
学
院
修
士
課
程
に
進

み
、
教
育
社
会
学
を
学
ん
だ
。

　「
経
済
や
開
発
の
面
か
ら
途
上
国
支
援

に
か
か
わ
る
人
が
多
い
中
、
私
は
教
育
の

面
か
ら
支
援
を
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
よ
り
実
践
を
重
視
し
た
教
育
学

を
行
う
北
村
准
教
授
の
下
で
学
ぼ
う
と
考

え
、
東
京
大
学
大
学
院
の
博
士
課
程
に
移

り
ま
し
た
」

　
同
コ
ー
ス
修
士
課
程
１
年
の
萩
原
さ
つ

き
さ
ん
は
、
高
校
時
代
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に

１
年
間
留
学
し
た
経
験
か
ら
、
平
和
教
育

に
興
味
を
持
っ
た
。

　「
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
留
学
生
と
一

緒
に
学
び
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
帰
国
後
、
過
激
派
組

織
イ
ス
ラ
ム
国
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
勢
力
を

拡
大
す
る
と
い
う
報
道
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
、
世
界
の
平
和
を
目
指
す
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
考
え
始
め
ま
し
た
」

　
萩
原
さ
ん
は
、
平
和
研
究
を
専
攻
で
き

る
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
に
入
学
。

中
学
校
の
英
語
教
育
で
平
和
教
育
を
実
践

す
る
卒
業
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
平
和
教
育
を
よ
り
広
い
視
野
で
学
び

た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
和
教
育

を
包
含
す
る
『
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
教
育
（
以
下
、
E
S
D
）』（
目
標
４
、

16
）
を
研
究
し
て
い
る
北
村
研
究
室
の
こ

と
を
知
り
、
東
京
大
学
大
学
院
に
入
学
し

ま
し
た
」

　
北
村
研
究
室
の
あ
る
東
京
大
学
で
は
、　

学
部
１
・
２
年
次
は
、
全
員
が
教
養
学
部

に
所
属
し
、３
年
次
か
ら
各
学
部
に
進
む
。

教
育
学
部
は
、
３
専
修
５
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
お
り
、
専
門
科
目
を
履
修
し
、
４
年

次
か
ら
研
究
室
に
所
属
す
る
。
北
村
准
教

授
が
学
部
で
担
当
す
る
の
は
、
教
育
社
会

科
学
専
修
の
教
育
実
践
・
政
策
学
コ
ー
ス

で
、
卒
業
論
文
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

　
同
大
学
院
教
育
学
研
究
科
に
は
、
２
専

攻
10
コ
ー
ス
が
あ
り
、
北
村
研
究
室
は
、

途
上
国
支
援
、
平
和
教
育
を

通
じ
て
世
界
に
貢
献
し
た
い

実
際
の
授
業
を
分
析
し
、

よ
り
よ
い
教
育
を
追
究
す
る

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

教
育
現
場
を
理
解
す
る
研
究
者
を
育
成
し
、          

日
本
や
世
界
の
教
育
改
善
に
貢
献
す
る

東
京
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科 

学
校
教
育
高
度
化
専
攻 

教
育
内
容
開
発
コ
ー
ス
　
　
　 

北
村
友ゆ

う

人と

研
究
室

教
育
学
研
究
科
　
学
校
教
育
高

度
化
専
攻
　
教
育
内
容
開
発

コ
ー
ス
　
修
士
課
程
１
年

萩
原
さ
つ
き

は
ぎ
わ
ら
・
さ
つ
き

教
育
学
研
究
科
　
学
校
教
育
高

度
化
専
攻
　
教
育
内
容
開
発

コ
ー
ス
　
博
士
課
程
１
年

須
藤 

玲

す
ど
う
・
れ
い

兵
庫
県
・
私
立
六
甲
学
院
中
学
校
・
高
校
卒
業
。
上
智
大

学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科
卒
業
。
同
大
学
院
総
合
人

間
科
学
研
究
科
教
育
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

神
奈
川
県
・
私
立
公
文
国
際
学
園
中
等
部
・
高
等
部
卒
業
。

国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

この学びに関する
他の SDGsの目標
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標
４
　
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
を

中
心
と
し
た
研
究
を
行
う
。

　
ゼ
ミ
生
が
テ
ー
マ
と
す
る
の
は
、
各
国

の
教
育
の
思
想
・
政
策
・
制
度
・
実
践

だ
。
ゼ
ミ
生
同
士
の
対
話
を
重
視
し
、
院

生
と
学
部
生
が
一
緒
に
議
論
を
深
め
て
い

る
（
写
真
１
）。

　
萩
原
さ
ん
は
、
目
標
４
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

７
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
E
S
D
の
普
及

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
学
習
指
導
要

領
に
も
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
」

の
育
成
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

日
本
の
中
等
教
育
で
は
、
E
S
D
が
ま

だ
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　「
E
S
D
は
、『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』

な
ど
、
教
科
外
で
学
習
す
る
と
い
う
意
識

が
強
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、E
S
D
と
は
、

他
者
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
育
て
る
教
育

な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
教
科
の
中
で
も

実
践
で
き
ま
す
。
全
国
の
学
校
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
学
校
を
対
象
と
し

た
調
査
を
行
い
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
萩
原
さ
ん
）

　
須
藤
さ
ん
は
、学
部
時
代
か
ら
東
テ
ィ

モ
ー
ル
の
教
育
を
研
究
し
て
い
る（
写
真

２
）。
同
国
は
、
ア
ジ
ア
で
も
最
貧
困
の

国
の
１
つ
で
、
教
育
環
境
の
整
備
が
十
分

で
は
な
い
。
歴
史
的
な
背
景
も
あ
り
、
多

く
の
言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
学

校
で
教
師
が
ど
の
言
語
を
使
っ
て
教
え
る

べ
き
か
な
ど
の
課
題
が
存
在
し
て
い
る
。

　「
母
語
を
基
礎
と
し
た
多
言
語
教
育
が

い
く
つ
か
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
実
践
例
を
取
り
上
げ
、
子
ど
も
・
保

護
者
・
地
域
社
会
の
様
子
を
、
国
内
の
複

数
の
地
域
間
で
比
較
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
同
国
全
土
で
一
定
の
質
が
担
保
さ

れ
た
教
育
を
実
施
す
る
（
目
標
５
、
10
、

16
）の
が
自
分
の
使
命
だ
と
考
え
、
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」（
須
藤
さ
ん
）

　
卒
業
後
は
、
２
人
と
も
研
究
者
の
道
を

念
頭
に
入
れ
つ
つ
、
須
藤
さ
ん
は
国
際
連

合
な
ど
、
国
際
機
関
へ
の
就
職
を
、
萩
原

さ
ん
は
教
材
製
作
を
行
う
企
業
へ
の
就
職

を
検
討
し
て
い
る
。

学
校
教
育
高
度
化
専
攻
教
育
内
容
開
発

コ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
現
場
の
実
践
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
、

学
校
教
育
の
質
向
上
を
考
え
る
際
に
重

要
で
あ
る
と
捉
え
、「
授
業
の
事
例
研
究
」

と
「
授
業
の
実
地
研
究
」
の
２
つ
の
授
業

を
同
コ
ー
ス
の
核
と
し
て
い
る
。

　「『
授
業
の
事
例
研
究
』
で
は
、
生
徒
の

ノ
ー
ト
、教
師
と
生
徒
の
や
り
取
り
な
ど
、

自
分
な
り
の
視
点
で
授
業
を
分
析
し
、
皆

で
議
論
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
い
ま
し
た
が
、
議
論
は
尽
き
る
こ

と
な
く
、
私
も
授
業
の
見
方
が
深
ま
り
ま

し
た
」（
須
藤
さ
ん
）

　「
授
業
の
実
地
研
究
」
で
は
、
学
生
が

実
際
に
10
時
間
程
度
、
授
業
を
観
察
し
、

教
室
の
中
の
現
実
を
理
解
す
る
。

　
北
村
研
究
室
は
、
教
育
内
容
開
発
コ
ー

ス
の
人
文
社
会
教
育
分
野
を
担
い
、「
目

写真 2　大学２年生の時から計４回、調査
のため東ティモールを訪問。現在は渡航で
きないため、他国での多言語教育の実践に
関する先行文献の研究を行っている。

　
私
の
研
究
室
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
教

育
に
お
け
る
公
共
性
の
問
題
で
す
。
学
術
的

な
知
見
と
教
育
現
場
に
お
け
る
実
務
の
双
方

を
学
び
、
そ
の
２
つ
を
つ
な
ぐ
人
材
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
須
藤
さ
ん
と
萩
原
さ
ん
は
、
研
究
テ
ー
マ

を
実
体
験
か
ら
導
き
ま
し
た
が
、
研
究
を
深

め
る
た
め
に
は
、
自
分
の
関
心
が
、
ど
の
よ

う
に
社
会
の
問
題
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
問
題
の
解
決
策
を
考
え
る
た
め

に
は
、実
践
知
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
有
益
で
す
。

研
究
室
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の
途
上
国

に
赴
き
、
調
査
・
分
析
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
上
智
大
学
と
合
同
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
究
者
や
卒
業
生
も
参
加
す
る

研
究
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
人
と

学
び
合
う
中
で
、
自
ら
の
学
び
を
掘
り
下
げ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
生
に
は
、
探
究
的
な
学
び
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
複
数
の
新
聞

を
読
み
比
べ
た
り
、
海
外
の
通
信
社
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
た
り
し
て
、
情
報
収
集

を
行
う
こ
と
で
、
探
究
の
土
台
と
な
る
「
知

の
基
礎
体
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
大

学
の
学
び
の
基
礎
に
も
な
り
ま
す
。

東
京
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
准
教
授

北
村
友
人

き
た
む
ら
・
ゆ
う
と

学
術
的
知
見
と
教
育
現
場
の
実
務

を
学
び
、
２
つ
を
つ
な
ぐ
人
材
に

写真 1　北村研究室には、留学生も在籍。萩原さ
んは、研究の手始めに、フィリピン人の留学生と
ともに論文検索システムを用いて国内外の ESD
に関する論文を調べ、キーワードを分析している。

自
ら
の
課
題
意
識
を
深
め
、

国
内
外
に
質
の
高
い
教
育
を

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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金
沢
工
業
大
学
バ
イ
オ
・
化
学
部
応
用

化
学
科
で
は
、
生
活
や
産
業
に
結
び
つ
く

化
学
技
術
を
実
践
的
に
学
ぶ
。
同
技
術
の

応
用
範
囲
は
、
洗
剤
や
化
粧
品
と
い
っ
た

日
用
品
を
始
め
、
水
処
理
（
＊
１
）、
自

然
界
で
分
解
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
太

陽
電
池
、
蓄
電
池
な
ど
と
、
幅
広
い
。

　
１
、２
年
次
は
、物
理
化
学
、有
機
化
学
、

無
機
化
学
、
分
析
化
学
、
生
物
化
学
の
５

分
野
の
基
礎
を
じ
っ
く
り
と
学
習
し
、
技

術
者
と
し
て
の
土
台
を
固
め
る
。
並
行
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
創
る
技
術
者
と

し
て
の
資
質
も
育
む
。
例
え
ば
、
２
年
次

の
必
修
科
目
の
「
技
術
者
と
持
続
可
能
社

会
」
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
に
つ
い
て

学
び
、
そ
の
実
現
に
貢
献
す
る
技
術
者
と

し
て
の
役
割
を
理
解
し
、
討
議
や
発
表
に

必
要
な
能
力
、
自
主
性
・
計
画
性
・
実
行

力
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
く
。

　
同
学
科
４
年
の
日
影
錬れ

ん

さ
ん
は
、
入
学

動
機
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
高
校
の
化
学
の
実
験
が
楽
し
く
て
、

専
門
的
に
化
学
を
学
べ
る
大
学
を
探
す
中

で
、『
自
ら
考
え
行
動
す
る
技
術
者
を
育

成
す
る
』
と
い
う
大
学
の
教
育
方
針
に
ひ

か
れ
、
本
学
を
志
望
し
ま
し
た
。
実
際
、

学
生
の
主
体
性
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部
分

が
大
き
い
で
す
」

　
２
年
次
か
ら
実
験
を
多
く
取
り
入
れ
る

の
も
、
同
学
科
の
教
育
課
程
の
特
徴
だ
。

実
験
科
目
は
少
人
数
で
実
施
さ
れ
、
教
員

の
手
厚
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
必
要
な

技
術
を
習
得
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

同
学
科
４
年
の
小こ

塚づ
か

遥は
る

斗と

さ
ん
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

　「
２
年
次
の
実
験
科
目
で
は
、
実
験
に

必
要
な
器
具
の
扱
い
方
や
実
験
の
手
順
、

レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
な
ど
を
基
礎
か
ら
学

び
ま
し
た
。
そ
こ
で
基
本
的
な
ス
キ
ル
を

し
っ
か
り
身
に
つ
け
た
か
ら
こ
そ
、
３
年

次
以
降
の
研
究
を
主
体
的
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

 

　
３
年
次
か
ら
は
、
環
境
化
学
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
能
化
学
、
バ
イ
オ
機
能
化
学
の

３
領
域
か
ら
専
門
科
目
を
選
択
し
、
学
生

の
関
心
や
目
標
に
沿
っ
て
専
門
的
な
学
び

を
深
め
て
い
く
。

　３
年
次
後
学
期
か
ら
は
、
研
究
室
に
所

属
し
て
本
格
的
な
研
究
を
行
う
。学
生
は
、

教
員
の
専
門
分
野
や
先
行
研
究
、
自
分
の

関
心
を
基
に
研
究
テ
ー
マ
を
選
定
。
同

学
科
で
は
、
社
会
で
の
実
践
を
意
識
さ
せ

る
た
め
、
学
生
は
研
究
の
進
め
方
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
ま
と
め
る
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」
を
作
成
し
、
教
員

の
承
認
を
得
て
か
ら
研
究
を
開
始
す
る
。

　環
境
化
学
領
域
の
土
佐
光
司
教
授
の
研

究
室
で
は
、水
処
理
や
微
生
物
燃
料
電
池
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
化
学
技
術
を
様
々
な

分
野
に
活
用
し
て
お
り
、
S
D
G
s
の

「
目
標
6

　安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界

中
に
」に
貢
献
す
る
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

　小
塚
さ
ん
は
、
チ
ー
ム
で
問
題
発
見
・

応
用
範
囲
が
幅
広
い

実
用
的
な
化
学
技
術
を
習
得

汚
染
物
質
除
去
の
新
技
術
を
開
発
し
、

水
環
境
の
改
善
を
目
指
す

バ
イ
オ
・
化
学
部
　

応
用
化
学
科
４
年

小
塚
遥
斗

こ
づ
か
・
は
る
と

栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
高
校
卒

業
。

バ
イ
オ
・
化
学
部
　

応
用
化
学
科
４
年

日
影 

錬

ひ
か
げ
・
れ
ん

岐
阜
県
立
吉
城
高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

水
処
理
な
ど
を
効
率
化
す
る
新
技
術
を
開
発
し
、

衛
生
的
で
安
心
な
水
環
境
を
実
現
す
る

金
沢
工
業
大
学
　

バ
イ
オ
・
化
学
部
　

応
用
化
学
科

土
佐
研
究
室

この学びに関する
他のSDGsの目標

＊１　水を使用目的に合わせた水質、あるいは環境に合わせて排出するための様々な処理のこと。
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の
汚
泥
（
＊
３
）
の
発
生
、
オ
ゾ
ン
処
理

で
は
意
図
し
な
か
っ
た
生
成
物
の
発
生
、

活
性
炭
処
理
で
は
低
い
再
利
用
性
な
ど
の

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
金
属
有
機
構

造
体
を
用
い
た
技
術
を
確
立
で
き
る
と
、

よ
り
効
率
的
に
水
中
の
カ
ビ
臭
を
除
去
で

き
、
コ
ス
ト
も
下
げ
ら
れ
ま
す
。
発
展
途

上
国
の
水
環
境
改
善
へ
の
貢
献
も
目
指
し

て
い
ま
す
」（
小
塚
さ
ん
）

　　
日
影
さ
ん
が
水
処
理
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
が
関
係
し
て

い
る
。

　「
故
郷
の
岐
阜
県
の
水
道
水
は
と
て
も

お
い
し
い
こ
と
に
、
地
元
を
離
れ
て
初
め

て
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
水

環
境
を
守
る
た
め
に
、
化
学
で
で
き
る
こ

と
を
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
日
影
さ
ん
は
、
３
年
次
に
「
水
の
環
境

と
化
学
」
の
授
業
を
履
修
し
、
水
質
汚
濁

物
質
の
性
質
や
水
処
理
に
つ
い
て
学
び
、

ま
す
ま
す
水
処
理
へ
の
関
心
を
深
め
、
土

佐
研
究
室
に
入
っ
た
。
現
在
は
、
大
学
近

隣
の
下
水
処
理
場
と
連
携
し
、
下
水
処
理

で
出
て
き
た
汚
泥
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
を
発

生
さ
せ
る
こ
と
で
、
発
電
に
つ
な
げ
る
仕

組
み
を
研
究
し
て
い
る
（
写
真
２
）。

　「
埋
め
立
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
も
多
い

汚
泥
で
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
利

用
で
き
れ
ば
（
目
標
７
）、
埋
め
立
て
地

が
不
要
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
処
理
の
過

程
で
汚
泥
が
含
む
大
量
の
水
を
処
理
で
き

る
な
ど
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
一
歩
近

づ
き
ま
す
」（
日
影
さ
ん
）

　
２
人
と
も
、
２
０
２
１
年
１
月
ま
で
に

研
究
成
果
を
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
る

予
定
だ
。
十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
た
場
合

は
、
学
術
雑
誌
な
ど
に
論
文
を
投
稿
す
る

予
定
だ
と
い
う
。

　
卒
業
後
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
就
職
予

定
の
日
影
さ
ん
は
、「
自
ら
ア
イ
デ
ア
を

発
信
で
き
る
技
術
者
に
な
り
た
い
」
と
意

気
込
む
。
メ
ー
カ
ー
の
技
術
職
と
し
て
就

職
予
定
の
小
塚
さ
ん
は
、「
大
学
で
身
に

つ
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
技

術
を
生
か
し
た
い
」
と
目
標
を
語
っ
た
。

　

解
決
に
取
り
組
む
２
年
次
の
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ
」
の
授
業
で
、
エ
ビ
や

巻
貝
な
ど
の
生
物
の
利
用
に
よ
る
、
水
の

浄
化
や
水
槽
内
の
藻
類
な
ど
の
汚
染
物
質

の
除
去
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
。

　「
１
つ
の
問
題
に
対
し
て
様
々
な
解
決

法
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
で
議
論
し
な
が

ら
最
適
な
方
法
を
選
ん
で
実
行
す
る
過
程

に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
授
業
を
通
じ
て
、
水
処
理
に
か
か
わ

る
研
究
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
、
土
佐
研
究
室
に
入
り
ま
し
た
」

　
現
在
は
、
浄
水
場
と
連
携
し
て
処
理
前

の
水
道
原
水
（
湖
水
）
の
提
供
を
受
け
、

金
属
有
機
構
造
体
（
＊
２
）
を
用
い
て
水

中
の
カ
ビ
臭
の
原
因
物
質
を
吸
着
・
除
去

す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
（
写
真
１
）。

　「
一
般
的
な
水
処
理
の
方
法
に
は
、
生

物
処
理
や
活
性
炭
処
理
、
オ
ゾ
ン
処
理
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
生
物
処
理
で
は
大
量

　
現
代
社
会
の
生
活
は
、
化
学
技
術
の
進
歩

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
時
代
の
変
遷
と

と
も
に
、
単
に
便
利
で
性
能
が
高
い
も
の
を

つ
く
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
は
通
用
し
な
く

な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
生
み
出
し
た
技

術
や
製
品
は
、
世
の
中
に
よ
い
影
響
を
与
え

る
の
か
、
多
く
の
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
の

か
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢
献
で
き

る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
が
強
く
問
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
科
で
は
、
化
学
の
技
術
の
習
得
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
社
会
の
流
れ
に
対
応
で

き
る
技
術
者
と
し
て
の
考
え
方
や
姿
勢
の
育

成
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
私
の
研
究
室
で
は
、

実
際
の
社
会
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
企
業
や
自
治
体
、
海
外

の
大
学
な
ど
の
外
部
の
組
織
と
連
携
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
研
究

に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
中
で
、
多
く
の
学

生
が
問
題
解
決
は
１
人
で
は
で
き
な
い
こ
と

を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
卒
業
生
は
研
究
室
で
の
経
験
を
生
か
し
、

材
料
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
バ
イ
オ
、
環

境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

写真１　小塚さんは、地域の浄水場から水
道原水の提供を受けて、汚染物質除去の実
験を繰り返し、水の成分を分析している。

写真２　汚泥という廃棄物がエネルギーに
変わることに興味を持ったという日影さん。
ガスの発生効率を調べる実験を日々行って
いる。

バ
イ
オ
・
化
学
部

　

応
用
化
学
科

　教
授

土
佐
光
司

と
さ
・
こ
う
じ

汚
泥
を
再
利
用
す
る
技
術
で
、

循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献

化
学
技
術
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、

次
代
の
技
術
者
に
必
要
な
姿
勢
を
育
成

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

＊２　金属イオンと有機化合物が連結した、内部に無数の空間がある物質。　＊３　下水処理場や工場の排水処理で生じる大量の固形物。
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全国の若手教師が地域を超えてつながり、これからの教育について語り合う「若
手教師・教育創造ＭＴＧ」。お互いの考えや取り組みへの理解が深まる中で、より
具体的なテーマについて議論を交わす場面が増えてきた。今回は、３回目を迎え
たオンラインミーティング、そして、オンラインで行われた有志による授業研究
についてリポートする。

若手教師・教育創造MTGミーティング

第３回オンラインミーティング&有志メンバーによる授業研究・リポート

日々の授業実践や思いを語り合い、
若手としての共通の課題を追究する

　
３
回
目
と
な
っ
た
全
体
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
２
人
の
教
師
の
問

題
提
起
（
囲
み
参
照
）
を
受
け
て
議
論
が

進
め
ら
れ
た
。
テ
ー
マ
の
１
つ
は
、「
未
来

の
教
師
が
担
う
役
割
」。
教
科
指
導
、
進

路
指
導
、
探
究
活
動
、
部
活
動
指
導
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
が
現
在
の
教
師
だ
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
発

達
す
る
中
で
、「
目
の
前
の
仕
事
に
一
生

懸
命
取
り
組
む
だ
け
で
よ
い
の
か
」「
教

師
個
人
と
し
て
、
ま
た
、
教
師
集
団
の
１

人
と
し
て
、
教
師
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う

に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
」
と
い
っ
た
問
い

が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
も
う
１
つ
の
テ
ー

マ
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け

て
、
教
育
課
程
の
見
直
し
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
が
求
め
ら
れ

ＮＥＸＴリーダーが
オンライン＆オフラインで
集まり、語り合う

こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割
を

よ
り
広
い
視
点
で
捉
え
る

私の教育活動　喜 怒 哀 楽

テーマ１●学校の「未来」課題

未来の教師が担う役割とは？
埼玉県教育委員会　浅

あさ

見
み

和
かず

寿
とし

先生

現在、私たちは、教科指導、進路指導、探究
活動、生活指導、部活動指導など、様々な役
割を担っているが、未来の学校において教師
が担うべき役割は何か。全国の先生方の考え
を聞きたい。

浅見先生の発表に対する意見・感想
◎生徒を、大学生や地域、企業とつなぐコーディネーター、
そして、生徒と校外の人たちとの対話を支援するファシリ
テーターの役割が求められていることを実感している。

◎生徒が集い、お互いの熱量を感じながら学ぶ場がます
ます大切になってきている。生徒一人ひとりの個性を理解
した上で、それぞれに応じた指導ができるのが教師だ。

浅見先生
の
思い

こ
れ
か
ら
の
教
師
像
を
描
き
な
が
ら
、

若
手
と
し
て
全
国
へ
の「
提
言
」を
模
索

第
３
回
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〈
８
月
下
旬
実
施
〉

リ
ポ
ー
ト
そ
の
1
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る
中
、「
教
師
間
で
横
断
的
な
視
点
を
持

ち
、
授
業
を
始
め
と
す
る
多
様
な
教
育
活

動
を
つ
な
げ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
」
と
い
っ
た
投
げ
か
け
だ
っ
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
＊
１
）
やSociety 5.0

（
＊

２
）
な
ど
、
社
会
課
題
を
多
角
的
に
捉
え

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
包
括
的
に

描
く
力
が
生
徒
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

同
様
に
教
師
に
も
、
自
身
の
専
門
科
目
の

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
こ
れ
か
ら
の
学
校
」

に
お
け
る
自
ら
の
役
割
を
大
胆
に
描
い
て

い
く
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
若
手
教
師
た
ち
が
感
じ

取
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
テ
ー

マ
が
提
起
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
全
国
の
若
手
教
師
が
定
期
的
に
語
り
合

う
中
で
、「
こ
の
場
で
様
々
な
刺
激
を
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
校
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
刺
激
を
自

分
た
ち
だ
け
の
も
の
に
と
ど
め
る
の
で
は

な
く
、
何
ら
か
の
形
に
し
て
、
全
国
の
先

生
方
に
も
っ
と
広
く
伝
え
た
い
」「
私
た

ち
が
こ
の
場
で
得
た
『
元
気
』
を
、
全
国

の
ほ
か
の
先
生
方
に
も
分
け
て
い
き
た

い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
そ
し
て
、
メ
ン
バ
ー
間
で
の
対

話
を
発
展
さ
せ
て
、
日
本
の
「
こ
れ
か
ら

の
教
育
」
を
創
造
す
る
上
で
考
え
る
べ
き

こ
と
、
起
こ
す
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
を
全
国

に
提
案
・
提
言
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
言

わ
ば
本
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
新
た
な
目
的
が

生
ま
れ
る
に
至
っ
た
。
現
在
は
、
１
年
間

の
活
動
を
通
し
た
メ
ン
バ
ー
の
気
づ
き

を
「
提
案
・
提
言
」
と
し
て
ま
と
め
て
い

く
た
め
、
神
奈
川
県
立
愛
川
高
校
の
森も

り

迫さ
こ

恒こ
う

平へ
い

先
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
マ
イ
ン
ド
マ
ッ

プ
作
成
な
ど
に
よ
り
、
メ
ン
バ
ー
の
お
互

い
の
関
心
、
強
み
を
可
視
化
す
る
試
み
を

続
け
て
い
る
。
今
後
、
メ
ン
バ
ー
た
ち

は
、「
こ
れ
か
ら
の
教
育
」を
考
え
た
時
に
、

現
状
か
ら
変
え
て
い
く
べ
き
こ
と
、
新
し

く
始
め
る
べ
き
こ
と
を
整
理
し
、
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
本
誌
面
な
ど
を

通
し
て
発
信
し
て
い
く
予
定
だ
。

＊ 1　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。

＊２　ＡＩやロボットなどの新たな技術を産業や社会生活に取り入れることで、新たな価値が生み出される「超スマート社会」。2016 年１月に閣議決定された「第５期科
学技術基本計画」の中で、目指すべき新たな社会の姿として提唱された。

　
こ
れ
ま
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
授
業
」
の
あ
り

方
が
何
度
も
話
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

有
志
メ
ン
バ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業

研
究
を
企
画
。
岩
手
県
立
遠と

お

野の

高
校
の

佐
藤
紘こ

う

大だ
い

先
生
が
、
数
学
の
授
業
で
の
実

践
を
紹
介
し
た
。
佐
藤
先
生
が
目
指
し
て

い
る
の
は
、
生
徒
が
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
参
加
し
、楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
過
程
で
、

「
よ
く
生
き
る
」
た
め
の
資
質
・
能
力
を

育
成
す
る
授
業
だ
。
具
体
的
に
は
、
生
徒

は
家
庭
で
の
予
習
で
課
題
を
発
見
し
て
か

ら
授
業
に
臨
み
、
グ
ル
ー
プ
で
課
題
に
つ

リアルタイムで共同編集が可能なデジタルホワイトボード
をオンライン上で活用して、各メンバーの興味・関心を整
理し、全国への提案・提言へとつなげていく予定だ。

全
国
へ
若
手
教
師
の

「
提
案
・
提
言
」
を
発
信

協
働
性
を
育
む
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
を
題
材
に
、

こ
れ
か
ら
の
授
業
の
あ
り
方
を
語
り
合
う

有
志
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
授
業
研
究
〈
８
月
上
旬
実
施
〉

リ
ポ
ー
ト
そ
の
2

私の教育活動　喜 怒 哀 楽

テーマ 2●学校の「今」課題

それぞれの教育活動を「つなげる」には？
広島県立広島工業高校　川口広

ひろ

司
し

先生

新学習指導要領の実施を前に、私たちが取り
組むべき課題は山積している。教師間の連携
と同時に、教師一人ひとりに「自らの教育活
動をほかの教育活動とつなげる」発想が求め
られると思う。先生方の考えと実践を聞きたい。

川口先生の発表に対する意見・感想
◎生徒の「なぜこれを勉強するの？」といった疑問は、そ
の生徒の視点を広げるチャンスであるとともに、普段の授
業を探究学習や特別活動へ「つなぐ」きっかけになること
を意識したいと思った。

◎新学習指導要領の実施を前にして、教科横断的な視点
での授業研究が自分にはもっと必要だと感じた。

川口先生
の
思い

予
習
を
起
点
に
し
た

協
働
的
な
授
業
実
践
を
紹
介
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も
の
だ
」
と
、
熱
意
を
込
め
て
生
徒
に
伝

え
る
こ
と
も
あ
る
。
未
来
の
社
会
の
姿
を

思
い
描
き
な
が
ら
、
今
行
う
べ
き
授
業
の

あ
り
方
を
生
徒
と
語
り
合
い
、
生
徒
自
身

が
そ
の
授
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
納
得
す

る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
生
徒
が
予
習
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
佐
藤
先
生
の
実
践
を
聞
い
た
後
、
授
業

研
究
の
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
や

疑
問
点
、
関
連
す
る
自
身
の
取
り
組
み
を

述
べ
、
そ
れ
に
対
し
て
佐
藤
先
生
が
、
さ

ら
に
自
身
の
実
践
に
お
け
る
発
見
や
課
題

を
語
っ
て
い
っ
た
。
参
加
者
の
意
見
を
基

に
、「
生
徒
が
教
え
合
い
、
学
び
合
う
環

境
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
か
」「
生
徒
へ

の
問
い
を
立
て
る
の
は
誰
で
あ
る
べ
き

か
」「
そ
も
そ
も
授
業
に
お
け
る
問
い
と

は
何
か
」「
１
コ
マ
の
授
業
、
学
期
単
位

な
ど
で
の
資
質
・
能
力
の
評
価
は
ど
の
よ

う
に
行
う
べ
き
か
」
な
ど
、
様
々
な
テ
ー

マ
へ
と
対
話
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
１
つ
の
実
践
を
深

く
理
解
し
、
さ
ら
に
参
加
者
同
士
が
お
互

い
の
実
践
を
語
り
合
う
中
で
、
自
分
の
理

想
の
授
業
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
た
。
ま

だ
ま
だ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
た
」「
授
業
を
す
る
中
で
生
ま
れ
た

疑
問
や
問
題
を
、
ど
ん
ど
ん
自
分
な
り
に

昇
華
し
て
、
授
業
に
仕
か
け
を
取
り
入
れ

て
い
く
姿
勢
や
そ
の
工
夫
に
刺
激
を
受
け

た
。私
も
予
習
の
あ
り
方
を
工
夫
し
た
い
」

と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

　
発
表
者
の
佐
藤
先
生
は
、「
参
加
者
の

興
味
・
関
心
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
確
認

し
な
が
ら
自
分
の
実
践
を
お
話
し
し
た
こ

と
で
、
一
方
通
行
に
な
ら
ず
、
議
題
も
絞

れ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
か
ら
意
見
や

感
想
を
聞
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
深
め
た
く

な
っ
た
テ
ー
マ
も
見
つ
か
り
ま
し
た
」
と

今
回
の
授
業
研
究
の
成
果
を
語
っ
た
。 

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

い
て
探
究
し
、
最
適
解
や
納
得
解
を
見
つ

け
て
い
く
（
ス
ラ
イ
ド
１
〜
５
参
照
）。

　
授
業
で
教
師
が
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
、
佐
藤
先
生
は
「
生
徒
が
予
習
で
発
見

し
て
き
た
複
数
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、『
ク

ラ
ス
の
共
通
課
題
』
を
提
案
す
る
こ
と
」

と
語
っ
た
。
そ
の
授
業
で
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
知
識
や
見
方
・
考
え
方
を
生
か
す
こ

と
の
で
き
る
「
ク
ラ
ス
の
共
通
課
題
」
を

設
定
で
き
る
か
ど
う
か
、
教
師
と
し
て
の

力
量
が
問
わ
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
予
習
を
起
点
に
し
た
授
業
を
行
う
に
あ

た
り
、
佐
藤
先
生
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
の
授
業
を
行
う
の
か
、
授
業
の

意
義
を
説
明
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
。
時
に
は
授
業
の
時
間
を
割
い
て
生
徒

と
語
り
合
う
中
で
、「
こ
の
よ
う
な
授
業

は
、
個
の
力
を
集
団
の
力
へ
と
つ
な
げ
る

実
体
験
で
あ
り
、
君
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
『
よ
く
生
き
る
』
た
め
に
必
要
な

スライド１　生徒が生涯を通じて学び続
けられるよう、「よく生きる」ための授業
を佐藤先生は追究している。

スライド2　生徒は、予習で自分が見い
だした課題や疑問点をClassi（＊３）の
アンケート機能を使って入力。授業はそ
れらを共有することから始まる。

スライド３　予習をする中で生徒が見い
だした課題を、佐藤先生が「クラスの共
通課題」として整理。それについての最
適解を、個人やグループで考える。

スライド４　グループで考えた最適解を
ほかのグループに説明する。佐藤先生が
重視する「集団の1人としての学び」を、
生徒は常に意識することになる。

スライド５　授業の振り返りはオンライン
ツールを活用。関心・意欲・態度に関する自
己評価を行うとともに、その日の内容を踏ま
えた見方・考え方の理解度を尋ねる。

授業研究

参加者の感想

　個人の課題を共有し、より深い集
団の課題に昇華した上で、協働して
問題解決を図り、個人の思考力を鍛
えようとする佐藤先生の授業は、と
ても勉強になりました。生徒が内容
の習得に必要性を感じ、学ぶ・身に
つけるという行為に充足感を覚えるこ
とは、生徒の予習状況や学習の定着
度を大きく左右すると、私も思います。
「予習で抱いた疑問を授業で解決す
る」という学習の黄金サイクルは、望
ましい学びのスタイルとして当然視さ
れてはいても、多くの高校生にとって、
その確立は簡単なことではありませ
ん。しかし、佐藤先生がおっしゃるよ
うに、生徒が授業を自分事として捉
えるようになれば、生徒は望ましい学
びのスタイルに近づいていくのではな
いでしょうか。私が普段向き合ってい
る問題の解決のヒントが得られた気
がしました。（北海道・私立札幌第一
高校／佐藤亮介先生）
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新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

２
０
２
５
年
度
入
試
（
新
課
程
入
試
）
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
高
校
現
場
に
お

け
る
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
課

程
（
以
下
、
新
教
育
課
程
）
の
検
討
の
流

れ
を
示
し
た
の
が
図
１
だ
。 

21
年
度
夏

ご
ろ
に
は
、「
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応

し
た
実
施
要
項
の
見
直
し
に
係
る
予
告
」

が
発
表
さ
れ
る
。
22
年
度
に
は
各
大
学
が

選
抜
予
告
を
、
24
年
度
に
は
「
25
年
度
大

学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」を
発
表
す
る
。

　
高
校
で
は
、
22
年
度
か
ら
新
学
習
指
導

要
領
が
年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
る
。
指
導

要
録
に
お
い
て
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価

の
記
載
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
資

質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
を
組
織
的
に
育
成
・

評
価
す
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
ベ
ネ
ッ
セ
文
教

総
研
（
以
下
、
文
教
総
研
）
が
行
っ
た
現

場
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
20
年
度

秋
か
ら
年
度
末
に
か
け
て
新
教
育
課
程
編

成
の
仮
案
を
作
成
し
、
21
年
度
の
５
、６

月
に
出
さ
れ
る
検
定
済
教
科
書
見
本
を
踏

ま
え
て
、
６
月
ご
ろ
ま
で
に
新
教
育
課
程

を
策
定
す
る
学
校
が
多
か
っ
た
。

■現行課程生　■新課程生

2020（令和２）年度 2021（令和3）年度 2022（令和４）年度 2023（令和５）年度 2024（令和６）年度

小学校新課程 中学校新課程 高等学校新課程→

高３ 高３ 高３ 高３ 高３

高２ 高２ 高２ 高２ 高２

高１ 高１ 高１ 高１ 高１

入
試

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

大学入学共通テスト
初実施

【夏ごろ予定】
「新学習指導要領に対応
した実施要項の見直し
に係る予告」

各大学から選抜予告 【夏ごろ予定】
「2025 年度大学入学者選抜
実施要項」発表
新課程入試（2025年度入試）

新
教
育
課
程
の
検
討
の
流
れ

【秋～３月】
新教育課程の編成（仮）

教育委員会へ提出

【５～６月】
検定済教科書見本

新教育課程の編成

【６～７月】
教科書採択

【10 月】
指導書

新教育課程の編成の微
調整

指導要録の改善

→観点別学習状況の評
価の記載必須

新教育課程の編成の微
調整

新教育課程の編成の微調
整

指導のあり方・評価のあり方の
校内での検討

指導要録の改善に伴う、
観点別学習状況の評価の記載 調査書変更

＊ベネッセ文教総研作成。

テーマ

新教育課程の編成方針と
校内での推進方法

資
質
・
能
力
の
組
織
的
な

育
成
・
評
価
の
体
制
が
必
要

新
課
程
入
試
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

新学習指導要領の実施に向けた準備が本格化する中、学校現場は様々な課題に直

面することが予測される。本コーナーでは、実践事例や有識者インタビューなど

を通じて、現場の疑問や課題を解決し、自校の実践につなげる情報を提供する。

新課程入試までのスケジュールと、新教育課程の検討の流れ図１
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新
教
育
課
程
の
編
成
を
考
え
る
際
、
多

く
の
学
校
に
お
い
て
課
題
と
な
る
の
が
、

必
履
修
科
目
の
単
位
の
増
加
に
よ
る
コ
マ

数
不
足
だ
。
働
き
方
改
革
が
進
む
中
、
週

時
間
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
学
校
が
増

え
て
お
り
、
さ
ら
に
課
外
活
動
の
充
実

の
た
め
、
生
徒
が
自
由
に
活
用
で
き
る
時

間
を
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
中

で
、
必
履
修
科
目
の
単
位
増
に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
、
苦
慮
し
て
い
る
学
校
は

少
な
く
な
い
。

　
文
教
総
研
が
全
国
の
教
師
に
、
ど
の
よ

う
に
各
教
科
・
科
目
等
の
コ
マ
数
を
決
定

し
、
新
教
育
課
程
編
成
を
進
め
て
い
く
予

定
か
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
結
果
を
ま
と
め

た
の
が
図
２
だ
。

　
現
場
の
対
応
の
方
針
は
、
大
き
く
３
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
１
つ
め
は
、
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を
軸
と
し
た
対
応
だ
。

例
え
ば
、
読
解
力
の
育
成
を
重
視
す
る
学

校
で
あ
れ
ば
、
２
年
次
も
文
系
、
理
系
を

問
わ
ず
、
国
語
を
ほ
か
の
教
科
よ
り
も
増

単
位
で
履
修
さ
せ
る
と
い
っ
た
対
応
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
徒
の
学
力
を
分
析

し
、
１
年
次
は
国
語
、
数
学
、
英
語
を
重

視
す
る
教
育
課
程
と
し
、
地
理
歴
史
・
公

民
は
１
年
次
に
必
履
修
科
目
１
科
目
、
２

年
次
に
２
科
目
と
す
る
予
定
の
学
校
も
あ

る
。

　
２
つ
め
は
、
指
導
と
評
価
の
あ
り
方
を

変
え
る
こ
と
に
よ
る
対
応
だ
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
臨
時

休
業
に
よ
っ
て
、
授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
が
促
進
さ
れ
た
学
校
は
少
な
く
な
い

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
授
業

や
家
庭
学
習
を
組
み
合
わ
せ
て
指
導
を
効

率
化
し
、
限
ら
れ
た
授
業
時
間
で
も
生
徒

の
学
び
の
質
を
担
保
す
る
。
す
べ
て
を
授

業
で
や
り
き
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
へ
の

問
い
を
工
夫
し
、
生
徒
の
自
学
自
習
を
よ

り
促
進
さ
せ
よ
う
と
い
う
学
校
も
あ
る
。

　
３
つ
め
は
、
制
度
の
変
更
・
工
夫
で
対

応
す
る
ケ
ー
ス
だ
。
２
期
制
へ
の
移
行
や

１
単
位
時
間
の
変
更
、
３
年
次
か
ら
の
文

理
で
の
ク
ラ
ス
分
け
の
実
施
な
ど
に
よ
る

対
応
で
、
新
教
育
課
程
に
対
応
す
る
学
校

も
見
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
の
対
応
の
方
針
も
、
こ
れ
ま
で

の
単
位
数
を
参
考
に
し
た
教
科
・
科
目
間

で
の
単
位
数
調
整
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
新
教
育
課
程
の
編

成
で
は
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
や
学
校
と

し
て
の
特
色
の
明
確
化
と
い
っ
た
大
き
な

視
点
が
必
要
だ
。

必履修科目の単位数増加
しかし、

履修事項は削減なし

コマ数を増加しての対応が現実的
しかし、

働き方改革による週時間削減や
「生徒に時間を返す」という動きも

方針 1

各校での教育課程の特色化

方針 2

コマ数 /指導時間が圧倒的に足りない……
特に必履修科目によって圧迫される１年次の新教育課程編成に苦慮

生徒の学びに向かう力の育成

方針 3

学校で育成を目指す資質・能力や
学校の方針を決めて対応

•生徒の実態・学校の方針から
（例）入学時にばらつきのある国・数・
英の学力を底上げする

•育成を目指す資質・能力から
（例）読解力を育成する　

指導のあり方、
評価のあり方を変えて対応

•授業と家庭学習とのすみ分け

•オンライン・オフラインの学びを組
み合わせる

•深い問いを出して、授業外で生徒
に考えさせる時間をつくる

制度変更・工夫で
対応

•２期制への移行
•１単位時間の変更
•文理選択を3 年次へ
•単位制への移行

＊ベネッセ文教総研作成。

学
校
と
し
て
の
大
き
な
視
点
が

新
教
育
課
程
編
成
に
不
可
欠

新教育課程編成における検討ポイント図２

68 Oc tober  2020

0-01-J-22043-000 2020 年度VIEW21高校版 10月号 68頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
09/28
引寺

再
念
校
10/07
八木

再
2
念
校

10/09
中田 − −/−

− − −/−
−

P67-71_view21koukou-10g.indd   68 2020/10/09   14:27



宍し
し

倉く
ら

校
長

　
新
教
育
課
程
の
編
成
を
進
め

る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
て
よ
り
よ
い
教
育

課
程
を
追
究
す
る
と
い
う
大
前
提
を
校
内

で
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
本
校
で
は
、
学

校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
10
の
資
質
・
能

力
「
青
高
力
」
を
備
え
た
「
目
指
す
生
徒

像
」
を
設
定
し
て
お
り
、
新
教
育
課
程
の

編
成
も
、
目
指
す
生
徒
像
の
実
現
に
つ
な

が
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
教

務
部
が
中
心
と
な
っ
て
新
学
習
指
導
要
領

の
「
総
則
」
を
読
み
解
き
、新
課
程
で
「
目

指
す
生
徒
像
」
を
実
現
す
る
際
に
キ
ー
と

な
る
４
つ
の
観
点
を
言
語
化
し
ま
し
た

（
P.
　

70
図
３
）。
そ
れ
は
、
授
業
改
善
、
学

習
の
見
通
し
・
振
り
返
り
、
教
科
横
断
、

そ
し
て
学
習
評
価
で
す
。
そ
の
４
つ
の
観

点
を
新
課
程
に
お
け
る
目
玉
と
し
て
、
教

実践事例
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
、
自
校
に
求
め
ら
れ
る

授
業
観
を
校
内
で
目
線
合
わ
せ
す
る
こ
と
が
不
可
欠

A1

育
課
程
編
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
教
育
課
程
編

成
を
教
科
間
の
コ
マ
数
の
振
り
分
け
に
終

わ
ら
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
新
課
程
に
お
け

る
目
指
す
生
徒
像
の
実
現
の
た
め
の
も
の

だ
と
、
校
内
に
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

千
葉
教
頭

　
何
の
た
め
の
教
育
課
程
編
成

な
の
か
と
い
う
大
き
な
目
的
を
共
有
し

た
上
で
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
授
業
観
の

転
換
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
生
徒
へ
の
情
報

伝
達
量
を
授
業
で
最
重
要
視
し
て
し
ま
う

と
、
ど
う
し
て
も
「
時
間
が
足
り
な
い
、

教
科
書
が
終
わ
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
踏
ま
え
て
、
生
徒
に
必
要
な

資
質
・
能
力
を
考
え
る
と
、
授
業
の
中
で

必
ず
生
徒
が
情
報
を
獲
得
し
、
正
解
に
た

ど
り
着
く
必
要
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
が
深
ま
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。
新
課
程
の
教
科
書
が
ま
だ
手
元
に
な

い
状
態
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
授
業
の
あ
り

方
を
校
内
で
共
通
の
も
の
と
す
る
こ
と
も

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

菊
池
先
生

　「
青
高
力
」
に
つ
い
て
は
、

学
校
全
体
、
そ
し
て
各
学
年
で
毎
週
の
よ

う
に
話
し
合
い
、
決
め
て
い
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。「
青
高
力
」
は
、
各
学

年
で
の
到
達
目
標
ま
で
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
し
た
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
で
描
い
た
状
態
を
実
際
の
授
業
に

教
務
主
任

笠
井
敦
司
　

か
さ
い
・
あ
つ
し

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
国
語
科
。

教
頭千

葉
栄
美
　

ち
ば
・
え
み

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

校
長宍倉

慎
次
　

し
し
く
ら
・
し
ん
じ

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

外
国
語
科
主
任
・
１
学
年
副
主
任

菊
池
真
理
子
　

き
く
ち
・
ま
り
こ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
外
国
語
科
。

青
森
県
立
青
森
高
校

◎
旧
青
森
県
立
青
森
高
校
と
旧
青
森
県
立
青
森
女

子
高
校
が
統
合
し
て
生
ま
れ
た
。
綱
領
に
「
自
律

自
啓
」 「
誠
実
勤
勉
」 「
和
協
責
任
」
を
掲
げ
る
。

２
０
１
７
年
度
に
文
部
科
学
省 

「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」 

の
指
定
を
受
け
る
。

◎
設
立

　
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
１
学
年
約
２
8
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
工
業

大
、
東
京
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
７
５
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、

同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
２
０
０
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.aom

ori-h.asn.ed.jp/

資
質
・
能
力
、指
導
・
評
価
を

踏
ま
え
た
新
教
育
課
程
編
成
へ

青
森
県
立
青
森
高
校

青
森
県
立
青
森
高
校
は
、
２
０
１
７
年
度
に
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
10
の
資
質
・
能

力
「
青せ

い

高こ
う

力
」
を
設
定
。
そ
の
到
達
度
を
測
る
た
め
の
評
価
規
準
と
尺
度
を
示
す
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
と
、育
成
の
過
程
を
示
す
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
て
い
る（
本
誌
２
０
１
９
年
４
月
号
・

特
集
を
参
照
）。
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
共
有
し
た
同
校
の
教
師
た
ち

は
、
新
教
育
課
程
の
編
成
を
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
話
を
聞
い
た
。

ど
の
よ
う
な
方
針
で
新
教
育
課
程
を

策
定
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

Q1
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千
葉
教
頭

　管
理
職
、
教
科
主
任
、
分
掌

主
任
か
ら
成
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
委
員
会
内

直
轄
の
作
業
チ
ー
ム
で
あ
る
、
新
教
育
課

程
編
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
以
下
、

Ｐ
Ｔ
）
が
新
教
育
課
程
の
編
成
を
中
心
的

に
担
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
は
、
学
年
、
教
科
、

分
掌
横
断
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
本

校
の
「
新
教
育
課
程
編
成
大
綱
」
で
示
さ

れ
た
ス
テ
ッ
プ
（
図
４
）
で
、
編
成
作
業

を
行
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｐ
Ｔ
に
任
せ

き
り
に
せ
ず
、
何
を
目
指
し
た
教
育
課
程

編
成
で
あ
る
か
を
全
教
師
が
共
通
理
解

し
、
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
か
か
わ
っ
て
い
く
機
運
を
校
内
で
高

め
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

笠
井
先
生

　新
教
育
課
程
編
成
の
ス
テ
ッ

プ
は
「
新
教
育
課
程
編
成
大
綱
」
に
細
か

く
明
示
し
て
い
ま
す
が
、実
際
に
は
、作
業

学
年
・
教
科
を
超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
、

「
こ
れ
か
ら
の
教
育
」
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
語
り
合
う

A2

落
と
し
込
む
段
階
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
う
生
徒
へ
の
問
い
方
や
題
材
の
選

び
方
に
す
る
な
ど
、
授
業
の
あ
り
方
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
新
課
程
に
お
い
て

も
、「
青
高
力
」
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
照

ら
し
合
わ
せ
た
上
で
、
教
育
課
程
の
編
成

に
臨
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。

笠
井
先
生

　本
校
で
は
、「
青
高
力
」
と

し
て
受
信
／
発
信
力
、
論
理
的
思
考
力
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
を
適
切
な

形
で
相
手
に
伝
え
る
こ
と
は
、
本
校
の
生

徒
に
欠
か
せ
な
い
資
質
・
能
力
で
す
し
、

新
学
習
指
導
要
領
で
も
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
う
し
た
資
質
・
能
力
を
生
徒
に

育
む
た
め
に
、
教
科
を
横
断
し
な
が
ら
英

語
の
「
論
理
・
表
現
」
と
国
語
の
「
論
理

国
語
」
の
授
業
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
こ
と
も
、
本
校
な
ら
で
は
の
選
択

肢
だ
と
思
い
ま
す
。
資
質
・
能
力
を
そ
れ

ぞ
れ
の
教
科
・
科
目
の
授
業
で
ど
の
よ
う

に
育
む
の
か
、
ど
の
よ
う
な
テ
ス
ト
で
評

価
す
る
の
か
、
日
々
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

い
ま
す
。
授
業
で
の
生
徒
へ
の
発
問
、
そ

し
て
定
期
考
査
の
問
題
が
、
知
識
を
覚
え

て
い
る
か
ど
う
か
を
問
う
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
知
識
を
活
用
し
て
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
る
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
全
教
科
で
問
題
意
識
を
持
っ
て

各
教
師
が
問
い
直
し
て
い
ま
す
。
本
校
で

は
今
年
度
か
ら
、
教
頭
が
各
教
科
の
定
期

考
査
の
問
題
に
目
を
通
し
て
、
資
質
・
能

力
の
育
成
に
つ
な
が
る
作
問
に
な
っ
て
い

る
か
を
確
認
し
、
各
教
科
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
学
校
ぐ
る
み
で
授

業
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
も
、
新
教
育
課

程
の
編
成
を
進
め
る
土
壌
と
し
て
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊1　教育課程に基づき組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図っていくこと。

ど
の
よ
う
な
体
制
・
ス
テ
ッ
プ
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
な
が
ら
教
育
課
程
編
成
を
行
う
の
か
？

Q2

青森県立青森高校　カリキュラム・マネジメントの全体像図３

青高力10の力
知力・学力　課題発見力

行動力　協働力
受信 / 発信力　

論理的思考力　課題解決力
原因分析力　自己管理能力

　 自己実現力

主体性と協調性を持って果敢に未来を切り拓く生徒

学習効果の最大化を図るカリキュラム・マネジメント＊1

教　育　課　程

目指す生徒像

資質・能力

主体的・対話的で
深い学び

見方・考え方

学習指導

シラバスの活用／
アンケート

青高力に基づいた
各 教 科・科目の目
標設定／探究学習
とのリンク

習得・活用Ⅰ・活用
Ⅱによる考査設計 /
ルーブリックの活用

アクティブ・
ラーニング／

ICT 活用

学習の見通し・
振り返り

教科横断 学習評価

授業改善
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『ハイスクールオンライン』トップページ＞入試改革／新課程からアクセス

を
進
め
る
中
で
さ
ら
に
工
程
を
細
か
く
し

て
時
間
を
か
け
た
り
、
統
合
し
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
求
め

ら
れ
る
学
び
の
あ
り
方
を
念
頭
に
、
学
校

の
教
育
目
標
を
踏
ま
え
て
、
教
科
の
立
場

を
超
え
て
語
り
合
い
な
が
ら
編
成
を
進
め

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
全
教
師
に
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
９
月
に
は
、「
大
学
入

試
改
革
×w

ith

コ
ロ
ナ
×
学
校
教
育
で

大
切
な
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
新

学
習
指
導
要
領
の
「
総
則
」
の
理
念
を

After

コ
ロ
ナ
の
教
育
の
形
に
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
け
て
い
く
の
か
を
校
内
で
議
論

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
大
き
な
視
点
に
よ

る
校
内
で
の
対
話
を
、
特
に
作
業
工
程
の

前
半
で
は
重
視
し
て
い
ま
す
。

菊
池
先
生

　
新
教
育
課
程
を
多
角
的
に
考

え
る
た
め
、
各
学
年
、
教
科
の
教
師
が
Ｐ

Ｔ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
保
健
体

育
な
ど
の
技
能
教
科
の
教
師
は
、
資
質
・

能
力
の
育
成
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
例
え
ば
新
教
育
課
程
の
検
討
の

過
程
で
、
他
教
科
の
教
師
に
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
評
価
に
つ
い
て
共
有
し
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
は
、
新
課
程
に
お
い
て
は
指
導
と

評
価
の
改
善
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
理

解
す
る
上
で
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

宍
倉
校
長

　
目
の
前
の
生
徒
に
一
生
懸
命

と
い
う
意
味
で
は
、
本
校
も
ほ
か
の
多
く

の
高
校
と
同
じ
で
す
。
た
だ
、
新
教
育
課

程
の
編
成
に
お
い
て
少
し
だ
け
先
に
歩
き

始
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
笠
井
先
生
を
始
め
と
す
る
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
が
活
躍
で
き
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
。
教
科
書
も
入
試
も
そ
の
実
像
が

ま
だ
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、「
こ
ん
な
資

質
・
能
力
を
育
み
た
い
」
と
、
大
き
な
視

点
で
語
り
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ

う
し
た
時
に
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
の
が

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

＊学校資料を基に編集部で作成。

よ
り
詳
し
い
内
容
は
、

『
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
』
で
お
届
け
し
ま
す
！

新
教
育
課
程
の
編
成
方
針
と
校
内
で
の
推
進
方
法

•

青
森
県
立
青
森
高
校
の
実
践
事
例
・
校
内
で
目
線
合
わ
せ
が
で
き
る
校
内
資
料

　（教
科
横
断
・
授
業
改
善
・
学
習
評
価
の
構
図
や
論
点
な
ど
）

有
識
者
に
よ
る
新
課
程
の
動
画
解
説
も
満
載

新教育課程編成までのステップ（「新教育課程編成大綱」より）図４

1. 新教育課程編成のための事前の研究・調査〈グローバルな視座から〉

2.学校の教育目標など、教育課程の編成の基本となる事項の確認と共通理解〈ローカルな視座から〉

3.新教育課程の編成作業

•新学習指導要領改訂のポイントについて理解
•県教育委員会「教育課程編成資料」の読み合わせ
•ベネッセの Web セミナー「Withコロナにおける学校教育の形とこれからの学びのデザイ
ン」への参加

•ベネッセのハイスクールオンライン内の「新課程レポート」や大学主催の研修会などを活用
した校内研修

•「大学入試改革×withコロナ×学校教育」で大切なことは何かを校内で議論

•本校の綱領「自律自啓」「誠実勤勉」「和協責任」と、綱領を体現する生徒像＝「目指す
生徒像」、目指す生徒像に必要な資質・能力である「青高力」の内容の確認

•現行教育課程で課題だと感じている事柄の洗い出し・明確化
•現在の授業・考査・週末課題・行事などに抱いている課題感の洗い出し
•「評価」に関する課題（特に「パフォーマンス評価」）について、実技科目の評価の仕方を
学びつつ、評価の観点・方法についての共通理解

•本校生徒の進路選択・受験の特徴の確認
•ここまでの視点を総合して、「新教育課程編成の方針」を策定

•必履修科目を軸に、標準単位数で2022 度入学生の教育課程（１～３学年）を策定
•上記１、２の視点を踏まえ、単位数の増減、学年の配置を調整
•教育課程表「原案１」としてまとめる
•上記２で策定した「新教育課程編成の方針」に基づく「原案１」をキャリア教育委員会に諮問

約
１
カ
月

（
10
月
〜
11
月
）

約
１
カ
月
（
９
月
〜
10
月
）

約
１
カ
月
（
８
月
）
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日
本
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
協
力
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
／
以
下
、Ｉ
Ｓ
Ｎ
）

の
主
要
事
業
で
あ
る
「
地
方
創
生
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
２
０
３
０
」
で
は
、

２
０
３
０
年
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・

能
力
や
、
そ
れ
を
育
成
す
る
教
育
の
あ
り

方
を
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

や
文
部
科
学
省
の
協
力
を
得
て
実
践
・
研

究
し
て
い
る
。
18
年
に
開
始
し
た
第
２
期

の
実
践
・
研
究
の
集
大
成
と
し
て
、
20
年

８
〜
９
月
、「
学
校
のW

ell-being

」
を

テ
ー
マ
に
、
世
界
９
か
国
の
中
高
生
、大
学

生
、
教
師
、
研
究
者
ら
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
語
り
合
う
「
生
徒
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
＠
オ
ン
ラ
イ
ン
」

が
開
催
さ
れ
た
。
会
期
中
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
お
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、８
月
11
・
12
日
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
「
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク
」が
実
施
さ
れ
た
。
本
記
事
で
は
、

各
国
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
教
育

の
未
来
を
見
つ
め
て
語
り
合
っ
た「
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク
」の
模
様
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

「ライブトーク」プログラム

オンラインイベント
「生徒国際イノベー
ションフォーラム
2020 ＠オンライ
ン」のトップ画面。
参加者はこのペー
ジから各テーマの
掲示板にアクセス
し、 意 見 交 換を
行った。

「生徒国際イノベーションフォーラム 2020＠オンライン」開催

世界中の生徒や教師たちが、
「学校のWell-being」を語り合う

「学校の Well-being（よりよいあり方）」とは、どのような状態で、それはいかにして実現されるのか。
日本イノベーション教育ネットワーク（協力ＯＥＣＤ/＊1）が進める

「地方創生イノベーションスクール 2030 第２期（ISN2.0）」の実践・研究の集大成として、
2020 年８～９月、「生徒国際イノベーションフォーラム 2020 ＠オンライン」

（実行委員長 ISN 共同代表：福島大学学長 三浦浩喜教授）が開催された。
世界 9 か国（＊2）、日本も全国の中学校・高校から生徒や教師、教育関係者らが参加。

多様な参加者が、対等な立場で語り合い、未来の学校や教育のあり方を描き出した。

世
界
中
の
生
徒
と
教
師
が
参
加
し
、

２
日
間
の
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
を
実
施

DAY 1  August 11th
15:00 Item 1  Opening Ceremony
15:30 Item 2 Learning & Inquiry Fair
16:30 Item 3.1 Introduction about Workshop
16:50 Item 3.2 Knowledge Building Workshop① 
18:20 Item 3.3 Knowledge Sharing & Short Feedback
18:30 Item 4  Something Fun!①
DAY2  August 12th
15:00 Item 5 Reflection On DAY 1
15:15 Item 6 Knowledge Building Workshop②
16:20 Item 7 Knowledge Building Workshop③
17:10 Item 8 Drawing Future Well-being School
18:10 Item 9 Something Fun!②
18:40 Item 10 Closing Ceremony

＊１　国際連携で教育研究を行う産学コンソーシアム。これまで行われたイベントは、本誌 2018 年 6 月号 P.50-53、2019 年 10 月号 P.20-23 で紹介。
＊２　日本、アメリカ、インドネシア、シンガポール、中国、トルコ、ドイツ、フィリピン、マレーシア
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　「
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
」
の
目
標
は
、
未
来
の

学
校
の
枠
組
み
や
指
標
づ
く
り
の
第
一
歩

と
し
て
、
世
界
中
の
生
徒
や
教
師
が
、
30

年
の
「
学
校
のW

ell-being
」
を
考
え
、

今
あ
る
学
校
の
変
化
の
可
能
性
と
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
、「
個
人
の

W
ell-being

」
と
「
社
会
のW

ell-being
」

を
実
現
す
る
学
校
づ
く
り
に
結
び
つ
け
る

こ
と
だ
。
参
加
者
は
、
事
前
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
自
己
紹
介
や
自
身
の
取
り
組
み
の
紹
介
、

意
見
交
換
を
行
っ
て
当
日
を
迎
え
た
。

　
開
会
の
挨
拶
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
共
同
代
表
の

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院 

鈴
木
寛
教

授
は
、「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
新

た
な
友
人
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
学
び
の

本
質
や
未
来
の
教
育
に
つ
い
て
じ
っ
く
り

と
考
え
て
ほ
し
い
。
す
べ
て
の
参
加
者
が
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
の
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー

と
な
る
こ
と
を
願
う
」
と
、
参
加
者
に
呼

び
か
け
た
。

　
続
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
が
中
高
生
の
探
究
学

習
を
通
じ
て
地
方
創
生
モ
デ
ル
の
創
出
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
参
加
者
は

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
中
高
生
は
事
前
に

準
備
し
た
資
料
を
基
に
、
自
校
の
探
究
学

習
の
プ
ロ
セ
ス
や
成
果
を
発
表
し
た
。

　「
学
校
のW

ell-being

」
に
つ
い
て
議
論

す
る
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の「K

now
ledge 

Building W
orkshop

」
は
、
３
部
構
成

で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
38
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
２
日
間
と
も
同
じ
メ
ン
バ
ー

で
議
論
。
海
外
の
参
加
者
を
含
む
グ
ル
ー

プ
は
原
則
、
英
語
を
主
言
語
と
し
た
。

　
第
１
部
の
テ
ー
マ
は
、
学
校
の
現
状
と

課
題
だ
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
教
育
、
仕

事
、
環
境
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、

健
康
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
、「
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
　
Ｂ
Ｌ
Ｉ
（Better Life Index

／
よ

り
よ
い
暮
ら
し
指
標
）」
の
11
カ
テ
ゴ
リ
ー

（
＊
２
）
の
中
か
ら
１
つ
が
割
り
あ
て
ら
れ
、

そ
れ
を
テ
ー
マ
に
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
始
時
に
は
、
モ

デ
レ
ー
タ
ー
か
ら
、「
参
加
者
の
誰
も
が『
正

解
』
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
思
っ
た
こ
と
や

考
え
た
こ
と
を
遠
慮
せ
ず
、
自
由
に
発
信

し
よ
う
」
と
い
っ
た
声
か
け
が
あ
っ
た
。

　
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
そ
の
内
容
に
応

じ
て
３
つ
の
質
問
が
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
沿
っ
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た（
写
真
１
。図
は
、「
教
育
」の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
質
問
と
、そ
れ
が
割
り
あ
て
ら

れ
た
グ
ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
の
例
）。

　
２
日
目
の
冒
頭
に
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
が

第
１
部
の
振
り
返
り
を
共
有
し
た
際
に
は
、

各
グ
ル
ー
プ
で
議
論
さ
れ
た
次
の
よ
う
な

論
点
が
紹
介
さ
れ
た
（
行
頭
の
カ
ッ
コ
内

は
11
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
）。

•

（
教
育
）
私
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
は
、

思
考
力
を
強
化
す
る
授
業
が
重
要
だ
。

•

（
仕
事
）
探
究
学
習
は
生
徒
に
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
機
会
を
も
た
ら
す
。

•

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
生

徒
自
身
が
ア
イ
デ
ア
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、
疑
問
を
持
っ
た
り
調
査
し
た
り
す

る
時
間
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。

•

（
健
康
）
生
徒
は
、
十
分
な
睡
眠
を
取

れ
て
お
ら
ず
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
。
ス
ト
レ
ス
は
、
教
師
と
生
徒
に
誤

解
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
に
も
な
る
。

•

（
環
境
）
学
校
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

設
置
や
エ
ア
コ
ン
の
適
切
な
温
度
設
定
、

図 「教育」のカテゴリーの３つの質問と、意見の一例
❶あなたが参加している授業の中で、最も豊かな授業は？
　• コミュニケーションを取る授業
　• グループの中で課題を設定して考える授業

❷大人になった時に必要な力を育むために、学校で中核となる活動、授業は？
　• 各自が考えて問題解決ができる探究活動
　• 自分で問いを考える力を養える授業

❸これからの学校で扱う必要のある学習内容、新しい教科は何？
　•（探究学習の前段階として）思考力の基礎を養う授業
　• LGBT、人権などへの理解を促すための授業
　• SDGs に対する危機感を生徒が実感できるほど掘り下げた授業
　• 社会で起きていることを集中的に学ぶ授業

＊取材を基に編集部で作成。

写真１　「教育」のグループの様子。生徒や教師、教育関係者など、
異なる立場のメンバーが混在するように、グループが組まれた。

す
べ
て
の
参
加
者
が

未
来
の
教
育
の
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
に

現
在
の
学
校
の
課
題
は
何
か
、

生
徒
や
教
師
、研
究
者
ら
が
意
見
を
交
わ
す

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
第
１
部

＊２　11 のカテゴリーは、収入、仕事、居住、安全、健康、ワーク・ライフ・バランス、教育、人生の幸福、コミュニティー、市民参加、環境。
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２
日
目
に
実
施
し
た
第
２
部
で
は
、
第

１
部
の
議
論
の
内
容
に
基
づ
き
、
未
来
の

学
校
の
あ
り
方
を
考
え
た
。

　
未
来
の
学
校
で
の
学
び
の
あ
り
方
が
論

点
と
な
っ
た
「
教
育
」
の
グ
ル
ー
プ
で

は
、
未
来
の
学
校
に
求
め
る
も
の
が
明
確

に
な
っ
て
い
く
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
た（
写

真
２
）。
第
１
部
で
は
、「
知
識
を
学
ぶ
だ

け
な
ら
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
十
分
か
も

し
れ
な
い
。
対
話
や
探
究
が
で
き
る
場
で

あ
る
こ
と
が
、
学
校
の
価
値
だ
」
と
い
っ

た
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。
だ
が
、
あ
る

生
徒
は
、「
一
晩
じ
っ
く
り
考
え
て
思
っ
た

の
だ
が
、
実
践
す
る
に
し
て
も
、
知
識
が

な
け
れ
ば
、
何
を
実
践
す
べ
き
か
考
え
ら

れ
な
い
。
例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
も
、
そ
の
危
険
性
に
関
す
る
知
識
が
な

け
れ
ば
、
人
の
行
動
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

や
は
り
知
識
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
」

　
第
３
部
で
は
、
第
２
部
で
議
論
し
た
学

校
の
あ
り
方
を
い
か
に
し
て
実
現
し
て
い

く
か
、
戦
略
と
見
通
し
を
検
討
し
た
。

　「
教
育
」
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
徒
が

「
未
来
の
学
校
も
、
軸
は
授
業
で
あ
る
べ

き
だ
と
思
う
。
そ
の
上
で
個
人
の
関
心
や

適
性
を
考
慮
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
学
び
を

選
択
肢
と
し
て
設
け
て
ほ
し
い
」
と
発
言
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
別
の
生
徒
が
「
学

び
を
変
え
る
た
め
に
は
、
生
徒
だ
け
で
は 

な
く
、
先
生
同
士
の
対
話
も
大
切
だ
と
思

う
。
先
生
同
士
が
つ
な
が
り
、生
徒
の
様
々

な
個
性
を
理
解
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や

対
面
の
授
業
を
ど
の
よ
う
な
方
向
性
の
下

で
つ
く
っ
て
い
く
か
を
話
し
合
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
実
際
に
学
校
は
変
わ
っ
て
い

く
は
ず
」
と
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
た
。

　「
健
康
」
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
徒
の
健

康
増
進
の
た
め
に
、
売
店
や
自
動
販
売
機

で
健
康
食
品
を
販
売
す
る
こ
と
を
プ
ラ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、
環
境
問

題
に
貢
献
し
て
い
る
。

•
（
安
全
）
対
人
関
係
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
生
徒
も
い
る
。

　
第
１
部
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
学
校
や
教
育
の
現
状
を
見
つ
め

直
し
、
よ
い
取
り
組
み
に
目
を
向
け
る
一

方
で
、
次
第
に
議
論
は
今
後
の
課
題
や
目

指
す
べ
き
方
向
性
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

と
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
未
来
の
学
校
に

お
け
る
知
識
の
習
得
に
つ
い
て
は
、
社
会

に
出
て
か
ら
の
実
践
で
役
立
つ
と
い
う
観

点
を
重
視
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
探
究
学
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
し

た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
徒
が
、「
初
日
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
い
て
思
っ
た
こ

と
だ
が
、
探
究
学
習
で
は
全
国
の
学
校
が

地
方
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
テ
ー

マ
が
似
通
っ
て
い
る
。
も
っ
と
個
人
が
興

味
を
持
っ
た
探
究
学
習
が
で
き
る
と
面
白

い
と
思
う
」
と
問
題
提
起
し
た
。

　
そ
れ
を
聞
い
た
同
グ
ル
ー
プ
の
教
師
は
、

「
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
地
域
研
究
に
と
ら

わ
れ
ず
、
国
政
に
関
心
が
あ
る
生
徒
は
、

政
治
に
つ
い
て
探
究
す
れ
ば
よ
い
し
、も
っ

と
身
近
な
こ
と
も
テ
ー
マ
に
な
り
得
る
。

そ
の
点
は
、
学
校
や
教
師
の
課
題
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
で
は
議
論
の
深
ま
り
に
伴

い
、未
来
の
学
校
や
教
育
の
方
向
性
が
徐
々

に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。

写真２　議論が深まるにつれて、参加者は積極的になり、一人
ひとりの発言量が増えていった。

未
来
の
学
校
の
デ
ザ
イ
ン
を
議
論
。

対
話
を
通
し
て
考
え
が
変
化
す
る
生
徒
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
第
２
部

理
想
の
実
現
に
向
け
た
戦
略
と
見
通
し
を

立
て
、参
加
者
全
員
で
共
有

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
第
３
部
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の
１
つ
と
し
て
検
討
し
た
。「
管
理
栄
養
士

の
意
見
を
聞
い
て
、
商
品
内
容
を
検
討
す

る
」「
意
見
箱
を
設
置
し
て
、
商
品
構
成
を

改
善
し
て
い
く
」
な
ど
の
案
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、「
生
徒
が
実
際
に
買
わ
な
く
て
も
、

商
品
を
見
る
こ
と
で
健
康
に
関
す
る
知
識

が
蓄
え
ら
れ
て
、
そ
の
後
の
生
活
の
向
上

に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た

効
果
を
述
べ
る
生
徒
も
い
た
。

　
そ
う
し
た
プ
ラ
ン
の
実
現
を
阻
む
壁
と

し
て
、「
教
師
は
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
た

が
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」「
生
徒
自
身
も
、

本
来
す
べ
き
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
時
に
や

り
た
い
こ
と
ば
か
り
に
目
を
向
け
る
傾
向

が
あ
る
」と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。そ
れ
ら

の
壁
を
乗
り
越
え
る
手
段
と
し
て
は
、「
教

師
や
生
徒
が
対
話
し
、
本
当
に
必
要
な
こ

と
を
考
え
て
共
有
し
て
い
く
」
こ
と
な
ど

が
提
案
さ
れ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め
で
は
、
各

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
、
２
日
間
の
議
論

を
基
に
「
学
校
のW

ell-being

」
を
実
現

す
る
た
め
の
提
案
（
写
真
３
・
４
）
を
し
、

次
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
や
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
方
策
が
示
さ
れ
た
。

•
（
教
育
）
実
験
的
で
探
究
的
な
学
び
を

取
り
入
れ
る
。
学
び
方
を
教
え
る
。
ラ

イ
フ
ス
キ
ル
を
教
え
る
。

•

（
居
住
）
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
、
快
適
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
空
間
を
創
出
す
る
。

•

（
安
全
）
科
目
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
人

種
差
別
に
関
連
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組

み
込
む
。

•

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
ソ
フ
ト
を
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
活
用
し
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
な

く
す
。

•

（
健
康
）
試
験
や
宿
題
の
性
質
を
変
え

て
負
担
を
軽
減
す
る
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
、
全
参
加
者

が
「
学
校
のW

ell-being

」
の
実
現
に
向

け
て
重
要
だ
と
思
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
３
つ

選
ん
で
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
送
信
。
そ
れ
ら

を
集
約
し
、
参
加
者
の
思
い
を
可
視
化
し

た
画
面
が
映
し
出
さ
れ
た
（
写
真
５
）。
多

く
の
参
加
者
が
選
ん
だ
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「flexible
」「com

m
unication

」「diversity

」

「financial education

」「interactive

」

「technology
」「interaction

」
な
ど
だ
っ

た
。

　
今
回
の
「
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
が
、

そ
れ
が
か
え
っ
て
世
界
の
人
々
の
空
間
的

な
距
離
を
縮
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
こ
と

で
、
中
高
生
を
中
心
に
、
学
校
や
教
育
の

未
来
に
関
心
を
持
つ
人
々
が
つ
な
が
り
、

互
い
の
考
え
を
深
め
合
う
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。「
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
」
終
了
後
も
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
期
中
は
、「
ラ
イ
ブ
ト
ー

ク
」
参
加
者
が
中
心
に
な
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
議
論
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
様
子
が
見

ら
れ
た
。

写真３　「ワーク・ライフ・バランス」の視点から未来の学校について議論した
グループ。理想の実現を目指すために、複数の具体的な戦略を提案した。

写真４　「居住」をテーマに議論したグループでは、学校内や地域に生徒が
落ち着ける庭を設けるなどの環境改善策を提案した。

写真５　参加者が送信したキーワードを集約して可視化。中央に大きく表示されて
いるのが、多くの参加者が選んだキーワードだ。一つひとつを大切にして「学校の
Well-being」の実現を目指す。

「生徒国際イノベーションフォーラム2020＠オンライン」開催

キ
ー
ワ
ー
ド
が
照
ら
し
出
す

未
来
の
学
校
の
方
向
性
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Reader ’s  VIEW　

優れた問いを投げかけた８月号の特集
　８月号の特集では、深く考えさせられる問いを投げか

けられた。 北海道旭川東高校の松井恵一先生と福井

県・私立福井南高校の浅井佑
ゆ き

記範
のり

先生の対談で示され

た、コロナ禍における教師の気づきとそれを昇華する環

境が、教師が次に進む原動力になるといった指摘に加え

て、長野県蘇
そ

南
なん

高校の小川幸司校長が示した、トップダ

ウンでもボトムアップでもない「対話による集合知」が

重要だという考えに、大きな衝撃を受けた。さらに、吉

田梅
うめ

乃
の

さんの「変えられないことではなく、変えられるこ

とに注力しよう」という言葉から、教師という職業を一

度相対化して捉え直すべきではないかという問いを投げ

かけられたように思えた。�愛知県立日進西高校　野々山新

その場しのぎではなく、あり方を見直したい
　８月号の特集のすべての記事は、「コロナ禍において、

今取り組んでいること」ではなく、「コロナ禍を機に考え

たこと」が通底したテーマになっていた。感染予防のた

めに、授業や学校行事、部活動などの見直しを迫られ

たが、その場しのぎの変更にせず、様々な視点からその

あり方を考え直すチャンスだと捉えて、今後のことを考

えていくべきだろう。コロナ禍が今後いつまで続くのか、

誰にも分からない。実施できないことがあるのならば、

それに代替する方法を考えたり、そもそもそれが必要な

のかを原点に立ち返って見直したりする機会としたい。

山形県立米沢東高校　高橋英路

新連載で進路指導に役立つ新たな情報をキャッチ
　８月号からの新連載「これからの進路指導のための

世の中トレンド解説」で取り上げられた「スマートシ

ティ」は、実社会と大学等での研究とがどう結びつい

ていくのかが具体的で分かりやすかった。進路指導だ

けでなく、探究学習の指導にも役立ちそうだ。

東京都立北園高校　鈴木公美

過去と現在の比較と教材の工夫に共感
　8月号の「実践　アクティブ・ラーニング」では、栃木

県立宇都宮女子高校の黒川治彦先生が、生徒の実態に

応じて教材を工夫している点に共感した。アクティブ・ラー

ニング（以下、AL）は、グループワークありきで考えら

れる傾向があるが、生徒の思考を能動的にするという本

質を改めて認識した。そうした ALの実現のためには、

生徒同士が意見を言いやすい雰囲気づくりが、教師に求

められている。� 東京都立羽村高校　久富悠生

実業高校の先進事例が励みになった
　8月号の「指導変革の軌跡」で紹介された愛知県・名

古屋市立工芸高校の取り組みは、実業高校で「高校生

のための学びの基礎診断」を実践する意義を整理する

上で参考になった。以前訪問したことのある同校は、実

業高校のフラッグシップ的な存在であり、今回の記事は

励みにもなった。福岡県・福岡市立博多工業高校　森永明子

2020 年8月号へのご意見

次号は 12月15日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年６回の発行です

高校版 2020 　 月号12

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版は 2020 年４月号から電子ブッ
クでご覧いただけるようになりました。ベネッセ
教育総合研究所のウェブサイトでご確認ください。
HOME→教育情報→高校向け→情報誌最新号

『VIEW21』高校版が
電子ブックに
なりました！ VIEW21　最新号 検索

　石川県・私立星稜中学校・高校でのオンライン・ワークショップの取材を終えて
校舎を出ると、グラウンドからサッカー部の大きなかけ声が聞こえてきました。本
田圭佑選手が在籍していた同校のサッカー部は、全国大会の常連として有名です。
この日は悪天候でしたが、部員は懸命にボールを追っていました。その様子を見て
いると、ワークショップで先生が語られていた、臨時休業中に生徒が見せた向上心
のことを思い出しました。制約のある中で歯がゆい思いをしながらも、工夫を凝ら
して「今、自分にできること」に取り組んでいた生徒たち。サッカー部の部員も、
大会が中止になったり、思うように練習ができなかったりと、悔しい思いをしたこ
とでしょう。そのような生徒に寄り添っていくために、「今、私たちにできること」
を考え続けようと、身が引き締まる思いを抱きつつ帰路につきました。（朝比奈）
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柏木　漫画タッチでのアプローチは予想していなかったの
で、正直驚きました。

木村　『VIEW21』は、これまでずっと先生と生徒の集合写
真が表紙を飾ってきたので、そうした光景を写実的なタッ

チで描いてはどうかと先生からはアドバイスをいただいた

のですが、せっかくなら、自分の得意なタッチで描き、し

かもこれまでにはない作風にしたいと考えたんです。

柏木　前例にとらわれないで、自分の個性を生かすチャレ
ンジをしたんですね。すごいことだと思いますし、実際、

見る人をひきつける絵になっていますよね。化学の実験風

景ですが、モデルになった先生はいるんですか。

木村　楽しい実験をしてくれる理科の先生がいて、その先
生のことを考えた時に、この絵のアイデアが浮かびました。

ただ、その先生とこの絵の先生は、見た目が全然違いま

す（笑）。僕にとって実験は、先生と生徒がコミュニケーショ

ンを取りながら学んでいく時間なので、生き生きとした様

子が描けそうだと思ったんです。

柏木　木村さんが描いたような、コミュニケーションを取
りながら学ぶ時間は、コロナ禍によって残念ながら減って

いますよね。

木村　先生や友人たちとにぎやかに語り合いながら学ぶこ
とが難しくなったことで、それまであまり意識していな

かった学校の価値を再確認できたような気がします。そし

て、学校だけでなく、そもそも人生は、他者がいてこそ楽

しいものなんだと改めて認識したんです。世界がもしも自

分１人だったら、誰かに向けて表現することも、誰かから

影響を受けることもできません。自室で１人リラックス

する時間もいいけれど、学校で周囲の人たちに気を使い、

ちょっとドキドキしながら過ごす時間も大切なんだなと思

うようになりました。

柏木　他者に気を使いながら過ごす時間も、自分の成長の
ためには必要だと気づいたわけですね。ただ、そうした時

間が「自分はこうありたい！」という思いを抑圧してしま

うようなことはないのでしょうか。

木村　自分のことを好きでいられれば、他者に流されずに
自分の個性を大切にできて、相手のことも大切にできるよ

うな気がします。そして、自分のことを好きになるには、

やっぱり他者の力が必要です。僕ら高校生は、授業や部活

動などでお互いを認め合えれば、自分のことを好きになれ

ると思うんです。

柏木　前例にとらわれず自分の個性を発揮できる木村さん
だからこそ、ほかの人の個性を尊重することの大切さに気

づくことができたのでしょうね。みんながお互いに認め合

えるような社会を、一緒につくっていきましょう！

学校でお互いを認め合うことで
生徒は自分を好きになれる！富山県・

私立片山学園中学校・高校
1 年生

木村洸
ひ ろ

斗
と

さん

VIEW21 編集部
統括責任者

柏木 崇

表 紙制作者

聞き手

漫画好きの父親の影響で、幼い頃か
ら漫画をたくさん読み、自分でも作
品を制作するようになった木村さん。

「完成した絵を父に見せたら、『発想
がいいね』と褒めてくれました」

（木村さん）。

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

1998 年 4 月号から生徒と教師の写真で飾られてきた本誌
表紙。2020 年 6 月号からは、臨時休業という想定外の状
況下で、学校での学びの価値を捉え直した生徒のアート作
品の力を借りて、引き続き、生徒と教師の関係を描きます。

木村さんが通う富山県・私立片山学園中学校・高校は、
今号の「改良！ 指導ツール　ビフォーアフター」（P.50 ～
53）の改良会議実施校です。

から16年前に赴任した前任校は、生徒の希

望進路が多様で、教師には幅広い視野での生

徒支援が求められていました。赴任2年目、進路課

に配属され、国公立大学進学を希望する２年生の理

系クラスの担任となった私が、生徒の進路実現の可

能性を高める上で重視したのは、ＡＯ・推薦入試で

した。ただ当時は、全国的にもＡＯ入試の出願指導

のノウハウがまだ十分蓄積されておらず、生徒の志

望を深めるためには出願までにどのような指導を行

えばよいのか、明確な方針はありませんでした。

　生徒の進路観を育み、大学での学びへとつなげる

契機として私が提案したのは、地元企業への訪問で

した。学校が所在する地域は製造業が盛んで、独自

の技術を持つ企業も多く存在していました。そこで、

そうした企業に生徒を訪問させ、大学での研究の目

的を明確にさせたいと考えました。さらに、中学生

を高校に招いて行う数学や理科のコンテストの企画・

運営を生徒に任せるなど、多様な経験を積むことで

志望理由をより強固なものにしてもらおうとしまし

た。ただ、どれも初めての挑戦で、どの程度の成果

がもたらされるのかは分からず、手探りの状態でし

た。そんな私の提案に対しての当時の校長の返事が

「思うようにやりなさい。生徒のためを思う
なら、やって無駄なことはない」だったのです。

　新しい取り組みを前に二の足を踏むのではなく、

失敗を恐れずに思いついたことはどんどんやりなさ

いと応援していただいたことに、私は心から感謝し

ました。管理職が明確な言葉で後押ししてくれたこ

とで、前向きな気持ちが学年団全体に広まっていく

のを感じたことを覚えています。

　３年生に進級しても引き続き私が担任を務めたそ

のクラスからは、ＡＯ入試での難関国立大学医学部

医学科を含む36人の国公立大学合格者が出ました。

そして、その時の大学合格者の約７割が、ＡＯ・推

薦入試での合格者でした。１・２年次から進学意識

を高めたことで、第１志望大学の合格がかなわなかっ

た生徒も「やれることはやったので納得しています」

という晴れ晴れとした表情を見せてくれました。

来、この言葉は様々な場面で私を支えてくれ

ています。新型コロナウイルスの感染拡大を

受けた臨時休業中、本校が愛媛県で唯一、オンライ

ン授業を全クラス全科目で実施することができたの

も、「失敗を恐れずにやってみよう」という私の呼び

かけに、若い先生たちが応えてくれたからだと思い

ます。生徒からは、「先生方が不慣れでも一生懸命授

業をしてくださっている様子を見て、自分ももっと

頑張らないといけないと思いました」といった声を

聞いています。やはり、「生徒のためを思うなら、やっ

て無駄なことはない」のです。

　今後、少子化によって生徒募集に苦しむ学校が増

えていきます。これまでは進路課長として「出口」

のお世話をしてきましたが、今度は教務課長として

生徒募集の「入口」のお世話をすることになりました。

進路実績という「通知表」を、地元の中学生と保護

者がどのように評価するのか、自分の目で確認する

ことになり、進路指導の重責を再認識しています。

No. 022
愛媛県立丹

た ん

原
ば ら

高校

五味　稔 先生
ごみ・みのる
◎教職歴 28 年。同校に赴任して９年目。教務
課長・教務主任。担当教科は数学。同校での
進路課長在任時、進路が決まった生徒にペー
パーフラワーを作らせ、自分の進路先の名称
を掲示する時に、それを飾らせるようにした。新
入生には「あなたも先輩みたいに花を作れるよ
うに、一緒に頑張ろう」と声をかけるという。

愛媛県立丹原高校　全日制／普通科・園芸科学科／共学／１学年約110人／2020 年度進路実績（現役のみ）国公立大は、信州大、
香川大、愛媛大などに17人が合格。私立大は、京都産業大、松山大などに延べ 54人が合格。短大、専門学校進学 30人。就職 26人。

今

以
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